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ご あい さ つ 


この た び は 「rw TOWNS 386 | ASM TOOL KIT V1.1」 を お 買い 上 げ い た だ き 、 ま 
こと に あり が と う ご ざ いま す 。 

386 | DOS-ExtenderTW は 、MS-DOS の も と で 実行 する アプ リケーション プロ グラ ム に 
80386 の ネイ ティ プ モ ー ド の 実行 環境 を 提供 し て いま す 。 本 書 で は 、 こ の 386 | DOS-ExtenderTNM 
の も と で 80386 ネイティブ モー ド の プロ グラ ム を 実行 する 方 法 に つい て 説明 し 、 さ ら に 
80386 ネイ ティ プ モ ー ド 環境 に つい て も 詳細 に 説明 し て いま す 。 
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: 許可 が 必要 と され ます 。 
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脅 開発 キッ ト の マニ ュ ア ル 構 成 と 
本 書 の 位置 づけ 


ruTOWNS 上 で 、C 言 語 や アセ ンプ ラ で の ソフ トウ ェ ア 開 発 を 可能 に する た め 、 富 士 通 で 
は 「ruTOWNS 386 1ASM TO00L KIT V1.1」 と 「ruTOWNS High CT" Compiler V1.4」 の 2 つの 
関連 し た 開発 キッ ト を 用 意 し て お り ま す 。 

以下 に 示す の は これ ら 2 つの 開発 キッ ト に 添付 され て いる マニ ュ ア ル で す 。 各 マニ ュ ア 
ル の 関連 性 を 考え 、 本 書 を お 読み くだ さい 。 





| 製品 名 称 : ruTOWNS 386 | ASM TO0L KIT V1.1 
ーー 





| ラテ リッ ー: ショ ン 人 先 キ ッ ト | 開発 キッ ト で 提供 され る ソフ トウ ェ ア や マ 
『 ハ ュー ザー ズ ガ イド ニュ アル の 概要 、rTOWNS で アプ リ ケ テー ショ 
HH ン を 開発 す る 環境 や 手順 に つい て の 械 : な ど 





386 1D0S-Extender"" キー 衣 

1 ュー ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 』 テ ィ プ モー ド の プロ グラ ム を 実行 する 方 法 に 

主 aa まつ いて 説明 し 、 さ ら に 80986 ネ イ テ ィ プ モ ー 
ド 環 境 に つい て も 詳細 に 解説 し て いま す 。 






sia TOOL KIT 
ョ ユー ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 


有 は 


ruTOWNS 上 で アセ ンプ ラ を 使用 し て アプ リ 
ケー ショ ンプ ログ ラム を 開発 する ユー ザ の た 
め に 、 開 発 の 過程 で 必要 な 各 ソ フト ウェ ア の 
まま 用 方 法 を 詳細 に 解説 し て いま す 。 

次 の 4 つの 部 で 構成 され て いま す 。 


kde 


H 
# 


アセ ンプ ラ 386 | ASM 


リン カ 386 | LINK 
シン ボリ ッ ク デ バッ ガ 386 1DEBUG 
ライ プラ リア ン 3861LIB 


注 ) 網 引 け で 示さ れ た マニ ュ ア ル が 本 書 で す 。 
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HHHEHHHIHHHHUHHUDHUEHHHEHHHHEH Co 
ミー 一 識 gwTOWNS の 持つ BIOS 機 能 に つい て 、 リ ファ 
1 レン ス 形 式 で 詳細 に 解 記し て いま す 。 

BIOS の 機能 に より 、 次 の 6 つの 章 に 分 類 さ 
れ て いま す 。 








1 グラ フィ ッ ク B10S 4 フォ ント BIO0S 
2 マウ ス BIOS 5 CD-ROM BIOS 
3 スプ ライ ト BI0S 6 サウ ンド BIOS 


ヾ 


PC いい 
CyooyyooOY の YO の OO 
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High C'" Compiler V1.4 





ます 。 
次 の 3 部 で 構成 され て いま す 。 


第 1 部 プロ グラ マー ズ ガ イド 
第 2 部 ラン ゲー ジリ ファ レン ス 
第 3 部 標準 ライ プラ リ 






けけ 時 HHR けけ は せ は HHHHHHHHHHHHHHHH せ HH 
H 


C ラ イブ ラリ 





ruTOWNS 専用 の C ラ イプ ラリ に つい て 、 そ の 
機能 や 、 使 用 方 法 、 使 用 例 な ど を リフ ァ レ ンス 
形式 で 詳細 に 解説 し て いま す 。 

ライ ブラリ 関数 の 機能 に より 、 次 の 8 つの 章 
に 分 類 さ れ て いま す 。 













1 グラ フィ ッ ク 5 CD-ROM 
2 マウ ス 6 サウ ンド 
3 スプ ライ ト 7 EUPHONY ドラ イ バ 





oO 





の 0 





目 ruTOWNS 





e 3861DOSーExtender" 

2 だ ユー ザー ズ マ ニュ アル 
RS が SPP 1 
第 2 章 DOS-Extender の 使い 放 ーー の の 2 
2.1 386 ネ イ テ ィ ブ モ ー ド プロ グラ ム の 構築 ーー 2 

2.2 コマ ンド ライ ン 形 式 see Its 3 

2.3 コマ ンド ライ ンス イッ チ 0 生生 206SGS 3 

2.3.1 LOW メ モリ スイ ッ チ イン 4 

2.3.2 シス テム コー ル デ ー タ バッ ファ スイ ッ チ ニー mm 5 

2.3.3 混合 モー ド プ ログ ラム スイ ッ チ 。 ……… Spacs 22eeno2sacoo 5 

2.3.4 スタ ッ ク 割 当て で て ス イッ チー ーーーーーーーーー ーー 6 
ea 7 
3. 1 プロ グラ ム の 構造 ei で miwo っ gg 7 

3. 2 プロ グラ ム セ グ メ ン ト 本 ー 骨 る ef な ちあ さだ だ 3 コ コウ ボネ いっ さそ (017 を SW や で の あな 8 

3.3 プロ グラ ム セ グ メン ト プ レ フィ ックス (PSP) ーー 10 

3.4 環境 ブロ ッ ンク ドド ーー ドド ドド ーーーーーーーー 11 

3.5 メモ リ の 割当 て と 割当 て 解除 ドー ドド ーーーーー 11 

3.6 ヌル ポイ ンタ の 検出 3 に の こと ぱこ =: さ さこ ちご な だら に 富み ジコ IO る る ia と 12 

3.7 別 プ ログ ラム に 対す る EXECO の 実行 ーー 12 

3.8 環境 検出 PF で で で で PP で た さ で トト と てこ トト と て ドキ すさ で で ルピア と と で と に と と に で で で で ドド 13 

第 4 意 ハー ドウ ェ ア ア クセ ス  ……………- ESEC3E ご SE toeGRaoes 14 
4.1 特権 必 ペ リル も hrstemASne eo で eS ESGYRGS2Seoeeaseis 14 

4.2 ハー ドウ ェ ア 入 出力 ーーーーーーーー cam22ooekbaSEScs 14 

4.3 画面 アク セス に トト トド トト PP トト で エエ テト よこ に いよ えた よ て と と と と と と とし と と と て と た ャ で で キキ 14 

4.4 80387 浮 動 小数 点 コ プロ セッ サ の プロ グラ ミン ググ …… ド ーー 15 

人 コー 16 
5.1 MS-DOS シ ステ ムコ ー ル ーー ドド ドド ドド ーーーーーー 16 

5.2 3861D0S-Extender シ ステ ムコ ー ル hoo 16 


5.3 シス テム コー ル 時 の スタ ッ ク の 使用 ーーーーーーーーーーー…ーー 17 





し II 
6.1 3861DOS-Extender 標 準 割 込み 処理 nn 
6.2 ソフ トウ ラウ ェ ア 着 込み ーー 
6.3 ハー ドウ ェ ア 割 込み ーー FPPPPPPPPFFF で PP 
6.4 プロ セ ッ サ 例 外 の eS おる 280229229he75 沿 efaeK6: 和 aa 人 
6.5 割込み の イン タ セ アプト で ーー ドド 

6.5.1 割込み ハン ドラ の 作成 ーーー ーー ネ ニー 

6.5.2 割込み を 使っ た モー ド の 切換 ええ momeomrmrmrmrmr 


光電 縮 和 5 ミ ラッ レール ーー ババ "ント Yemo の aee4953WBSRKSpsaietts 
7.1 DOS-Extender メ モリ モデ ルド ーー ドド 
1 ペー ジン プク ドー 
7.1.2 ロー カル ディ スク リプ タテ ー ブ ル セグ メン ト  ……………ーー 
7.1.3 グロ ー バ ルディ スク リプ タテ ー ブ ル セグ メン ト ーー 
7.2 メモ リ 割 当て ドド ーー ドド ーー に に に 
7.2.1 LOW メ モリ の 使用 ーー TTTT 


リア ルモード と 386 ネ イ テ ィ ブ モ ー ド コー ド の 混在 …… 
8.1 概要 mL KO っ CX】 
8.2 プロ グラ ム の ロー ディ ング ドド ーー 
8.2.1 リア ルモード コー ド と 386 ネ イ テ ィ ブ モ ー ド コー ド の リン ク 
8.2.2 386#7 ィ 共 -F7025 ょ か ら り 7 ル - ド ログ 5 ム の 実行 (EXEC) ……………… 
8.2.3 7 三 - ド 7 ロ 73 ふ か ら 386 全 ィ 三 ー ド 7 ログ 3 うま の 実行 (EXEC) ………ーー…… 
8.2.4 二 つ の PSPC 和 次 理 ono sa 
8.3 モー ド 間 の デー タ 受 け 療 し で ここ たか 
8.4 モー ド 問 制御 転送 ーー に に に に に ーー 
8.4.1 モー ド 間 プロ シ ジ ャ コー ルード ーー ドー ドド ooo 
8.4.2 割込み を 使っ た モー ド の 切換 え 。 …………… SaS2SPyYomceeeoyoomd 
8.5 典型 8 的 な プロ グラ ム 成 mt 
8.6 独自 の リア ルモード シス テム コー ル の 作成 …iionrmmn 
8.7 LOW メ モリ 割当 て ーー に に EE 


本 
9.1 HIGH メ モリ 6 割当 て で 01 ドー 
9.2 アド レス ライ ン 20 の 有効 化 ーー に に に に に om 


ーー 45 
0 ララ 和 人 EE 対 謀 諾 護 7 
生 LDOSe テ る コー 49 
886 | DOS-Extendgr シ ステ デム コー ルル し ーーー 92 
各層 Me ま 間 2 110 
AS 112 
0 113 








デー 
団 - 概 要 


386 100S-Extender (以降 は DOS-Extender と し ます ) は 、MS-D05 の 上 で 実行 され る アプ 
リケーション プロ グラ ム に 、 80386 の ネイ ティ プ モ ー ド の 実行 時 環境 を 提供 し ます 。 
386 ネイ ティ プ モ ー ド で 実行 する プロ グラ ム は 、 パ ソコ ン の すべ て の メモ リ (1 MIB を 超 
える メモ リ を 含め て ) を 直接 アク セス で きま す 。 

DOS-Extender は MS-D0S と アプ リケーション プロ グラ ム 間 の 中 継 届 と し て 機能 し ます 。 ア 
プリ ケー ショ ンプ ログ ラム は ソフ トウ ェ ア 割 込み を 使っ た 標準 的 な 方 法 で MS-D0S と BI0S の 
ンス テム コー ル を 行い ます 。D0S-Extender は 、 こ の シス テム コー ル を イン タ セ プ ト し 、 3 
236 のり ア ルモード に 切り 換え MS-D0S に 受け 渡し ます 。 さ ら に DOS-Extender は 、 リ アル モー 
ば と 386 ネ イ テ ィ プ モ ー ド 間 で の デー タ の や り と り の 処理 を 自動 的 に 行う の で 、 プ ログ ラ 
ム の 大 き さ や メモ リ 構 成 に 関係 な く 、MS-D0S の 機能 を 利用 する こと が で きま す 。 

00S-Extender に よっ て 、MS-DOS は 386 ネ イ テ ィ プ モ ー ド の オペ レー ティ ング シス テム と 
し て 機能 する よう に な り ま す 。 

本 午 で は 、DO0S-Extender を 使い 386 ネ イ テ ィ プ モ ー ド で プロ グラ ム を 実行 する 方 法 を 説 
明 し ます 。 

また 、 本 書 で は 、 プ ログ ラム を DO0S-Extender の 制御 下 で 実行 する 386 ネ イ テ ィ プ モ ー ド 
環境 に つい て 専門 的 に 解説 し ます 。 本 書 の 説明 は 、 専 門 的 か つ 詳 細 に な る の で 、 読 者 は ア 
プリ ケー ショ ンプ ログ ラム の 作成 に 必要 な 情報 だ け を 選ん で 読ん で くだ さい 。 第 1 章 か ら 
第 5 章 に は 、 ほ と ん どの 386 ネ イ テ ィ プ モ ー ド アプ リケーション プロ グラ ム を 作成 する の 
に 十分 な 情報 が 含ま れ て いま す 。 本 和書 で は 、MS-DO0S の リア ルモード 実行 環境 と D0S-Extend 
er を 加え た MS-DOS の 386 ネ イ テ ィ プ モ ー ト 実行 環境 の 違い に つい て 詳し く 説 明 し ます が 、 
本 書 の 読者 は 8086 の プロ グラ ミン グ 方 法 と MS-DOS に 精通 し て いる こと を 前 提 に し て 、WMS-D 
08 環 境 の プロ グラ ミン グ 方 法 に つい て は 説明 し ませ ん 。 80386 と 8086 と の プロ グラ ミン グ 
上 の 違い は 、 386 1 ASM 文法 書か 、 付 録 G の 参考 文献 4 と 5 を 参照 し て くだ さい 。 MS-DO0S 
環境 の プロ グラ ミン グ に つい て は 参考 文献 3 を 参照 し て くだ さい 。 

本 書 で は 、16 進 数 は 、 末 尾 に 'h' を 付け て 表示 し (た と えば 、100h =10 進 数 の 256)、 末 
尾 に 'h'" が 付い て な い 数 字 は すべ て 10 進 数 で す (た と えば 、1024) 。 ま た LOW メモ リ (人 従 
来 の メモ リ ) と いう 用 語 は 、 ア ドレ ス が 0 か ら FfFffff h 未満 の メモ リ に つい て 使用 され 、 
リア ルモード 実行 時 に 直接 アク セス 可能 な メモ リ を 意味 し ます 。HIGH メ モリ (拡張 メモ リ ) 
と いう 用 語 は 、 ア ドレ ス が 100000h 以降 の メモ リ を 意味 する の に 使用 され ます 。 
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デミ 
還 - DOS-Extender の 使い 方 





386 ネ イ テ ィ ブ モ ー ド プロ グラ ム の 構築 

DO0S-Extender で 実行 する プロ グラ ム は 、 386 ネ イ テ ィ プ モ ー ド 用 に 構 染 する 必要 が あり 
ます 。 そ の た め に は 、 ソ ー ス コー ド は 80386 を ター ゲッ ト と し て コン パイ ル ま た は アセ ン 
プル し な けれ ば な り ま せん 。 オ プ ジ ェ クト ファ イル は 、386 ネイ ティ プ モ ー ド 用 に リン ク 
する 必要 が あり ます 。 

高級 言語 の ソー スコ ー ド ファ イル は 、80386 の オプ ジェ クト コー ド を 生成 せる コン パイ 
ラ を 使っ て コン パイ ル し な けれ ば な り ま せん 。 ア セン プラ の ソー スコ ー ド フー イル は 、80 
386 の オプ ジェ クト コー ド を 生成 する た め に 3861ASM アセ ンプ ラ を 使っ て デ セ ン プル す 
る 必要 が あり ます 。 た と えば 、 フ ァイル :HELLO. ASM を 80386 用 に アセ ンプ ル し て 、 オ プ ジ 
ェクト ファ イル :HELL0.0BJ を 作成 する に は 次 の よう に 入力 し ます 。 


386asm hello 


オプ ジェ クト ファ イル が 作ら れ た ら 、386 ネイ ティ プ モ ー ド で 実行 可能 な ファ イル を 作 
成す る た め に 386 ILINR リ ンカ に より リン ク し ます 。 た と えば 、 ラ イブ ラリ :CLIB.LIB を 
使っ て ファ イル :HELLO.0B]」 を リン ク し て 、386 ネイ ティ プ モ ー ド 実行 可能 ファ イル :HELLO. 
EXP 作 成す る に は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 


386link hello -lib clib 


上 記 の 例 で 作成 され た HELLO.EXP ファ イル は 、DOS-Extender の 386 ネイ ティ プ モ ー ド で 
実行 する こと が で きま す 。D0O5-Extender は 、 386 | LINK を 使っ て 作成 され た REX 形 式 (386 
ネイ ティ プ モ ー ド ファ イル の 代替 形式 ) の ファ イル を 実行 する の に も 使用 され ます 。 オ プ 
ジェ クト ファ イル と 実行 可能 ファ イル の 形式 の 詳細 は 、386 | LINK 文 法 書 を 参照 し て くだ 
さい 。 


ん 


2.3 


コマ ンド ライ ン 形 式 

DOS-Extender は 、 フ ァイル :RUN386.EXE で 提供 され ます 。RUN386 で 使用 され る コマ ンド 
ライ ン の 形式 は 、*RUN386" に 続き 、DOS-Extender で 処理 され る コマ ンド ライ ンス イッ チ 、 
実行 する 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム 名 お よび 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム に 渡 
され る コマ ンド ライ ン パ ラメ ー タ か ら 構 成 され ます 。386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム に 
対し ファ イル 名 拡張 子 の 指定 が な か っ た 場合 、 デ フォ ルト の 拡張 子 ".EXP" が 使用 され ます 。 
た と えば 、 コ マン ドラ イン パラ メー タ を 画面 に 表示 する 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ 
ム :PECHO.EXP を 実行 する に は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 


run386 pecho hello from protected mode! 


プロ グラ ム を メモ リ 人 域 先頭 1 MBP を 超え た メモ リ に 強制 的 に ロー ド さ せる 場合 、 次 の コ 
マン ドラ イン スイ ッ チ を 使っ て DOS-Extender を 起動 し ます 。 


run386 -maxreal ffffh pecho Hello from above 1 MB! 


コマ ンド ライ ンス イッ チ 
コマ ンド ライ ンス イッ チ は 、DOS-Extender の デフ ォ ル ト の 動作 を 変更 する の に 使用 され 
ます 。 デ フォ ルト で は DOS-Extender は 以下 の 動作 を 行い ます 。 


MS-D0S お よび リア ルモード の メモ リ 常 駐 プ ログ ラム が 使用 する メモ リ 以 外 を ユー ザ 
アプ リケーション 用 に 割り 当て 、 他 の アプ リケーション プロ グラ ム 用 の リア ル モ ー 
ド メ モ リ は 残さ な い 。 

4 KB を MS-D0S と BI0S5 の シス テム コー ル 用 の デー タバ ッ フ ァ 用 に 割り 当て る 。 

386 ネ イ テ ィ プ モ ー ド か ら リ アル モー ド へ の 切換 え 時 、 1 KB の バッ ファ を 4』 個 スタ 
ッ ク メ モリ 用 に 割り 当て る 。 


コマ ンド ライ ンス イッ チ の 先頭 は 、 マ イナ ス 符 号 "-" で 始ま り 、 そ の あと に スイ ッ チ 名 
が つき ます 。 各 スイ ッ チ 名 の 形式 は 、 完 全 形 と 短縮 形 の 2 形式 が あり ます 。 ス イッ チ の 引 
数 は 、 ス イッ チ 名 の 後に 区 切り 記号 と し て 空白 を 1 個人 れ た その 直後 に 置き ます 。 矛盾 す 
る スイ ッ チ が コマ ンド ライ ン 上 に ある 場合 、 最 後 (右端 ) の スイ ッ チ が 優先 し ます 。 
引 政 と し て 数 字 を と る コマ ンド ライ ンス イッ チ が いく つか あり ます 。 デ フォ ルト で は こ 
の 数 字 は 10 進 数 (基数 10)0 と みな され ます 。 

16 進 数 (基数 16) を 指定 する に は 、 数 字 の 後に "h" か 、"H" を 付け ます 。 次 の 二 つ の 例 
は 、 ス イッ チ “-MAXREAL" の 引数 と し て 同じ 数 値 と な り ま す 。 


run386 -maxreal 200h hello 
run386 -maxreal 512 hello 


スイ ッ チ は コマ ンド ライ ン だ け か ら で は な く 、386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム に 対し 
て 以下 の 三 つ の うち の いずれ か の 方 法 で も 指定 で きま す 。 


(1) プロ グラ ム の リン ク 時 に いく つか 指定 する 方 法 

(2) CFIG386 ユー ティ リティ を 使っ て 、 ス イッ チ を 0D0S-Extender の タス クイ メー ジ 
(RUN386.EXE) に 組 込 む 方 法 

(3) プロ グラ ム の 実行 時 、 ス イッ チ を コマ ンド ライ ン に 指定 する 方 法 


これ ら が 複数 設定 され た 場合 、 リ ンク 時 の 設定 スイ ッ チ 、 組 込み スイ ッ チ 、 コ マン ドラ 
イン スイ ッ チ の 順に 処理 され 、 矛 盾 する スイ ッ チ が 指定 され て いる 場合 は 、 最 後に 処理 さ 
れ た スイ ッ チ が 優先 し ます 。 


2.3.1 LOW メモ リス イッ チ 


-MINREAL ス イッ チ と -MAXREAL ス イッ チ は 、D0S-Extender が 未 使用 領域 と し て 確保 する リ 
アル モー ド メ モ リ (LOW メ モリ ) の 量 を 市 御 す る の に 使用 され ます 。 デ フォ ルト で は 、D05- 
Extender は 使用 可能 な リア ルモード メモ リ を すべ て アプ リケーション プロ グラ ム 用 に 割り 
当て ます 。 リ アル モー ド メ モ リ の 使用 方 法 に つい て は 7.2.1 項 を 参照 し て くだ さい 。 

実行 中 の アプ リケーション が 別 の プロ グラ ム を 実行 する た め の シ ステ ムコ ー ル を 行う 場 
合 、D0S-Extender が その 別 プ ログ ラム の 実行 に 必要 な リア ルモード メモ リ を 十分 に 確保 し 
て いる か を 確認 し な けれ ば な り ま せん 。-MINREAL ス イッ チ は 、 最 低 限 確保 し て お く リ アル 
モー ド の メモ リ 量 を 指定 し ます 。 こ の 最低 限 必要 な メモ リ 硬 も 確保 で き な い 場合 、D0S-Ex 
tender は プロ グラ ム を 実行 し ませ ん 。 

-MAXREAL ス イッ チ は 、 確 保 す べき リア ルモード メモ リ の 最大 量 を 指定 し ます 。 DO0S-Exte 
nder は 最低 限 -MINREAL メ モリ が 確保 され る こと 、 最 大 -MAXREAL メ モリ まで を で きる か ぎり 
確保 する こと を 保証 し ます 。 

-MINREAL ス イッ チ と -MAXREAL ス イッ チ は 、 引 数 と し て 数 値 を 指定 し ます 。 こ の 致 値 は 、 
メモ リサ イズ を 16 バ イト パラ グラ フ 単 位 (MS-DOS の 標準 と され る メモ リ 割 当て 単位 ) で 指 
定 し ます 。 引 数 は 、65535 (FFFFh) 以下 で な けれ ば な り ま せん 。 デ フォル ト で は 、DOS-Ex 
tender は -MINREAL と -MAXREAL の 両 ス イッ チ を ゼロ に 設定 し ます 。 こ れ ら の スイ ッ チ は プロ 
グラ ムリ ンク 時 に も 指定 で きま す 。 


形式 : -MINREAL nparagraphs 
-MAXREAL nparagraphs 


省略 形 : -MINR nparagraphs 
-MAXR nparagraphs 


例 : run386 -minreal 100h hello 
run386 -minr 128 -maxr 512 hello 


2.3.2 シス テム コー ル デ ー タ バッ ファ スイ ッ チ 

-MINIBUF ス イッ チ と -MAXIBUF ス イッ チ は 、MS-DOS と BIO0S の シス テム コー ル に 使用 され る 
デー タバ ッ フ ァ に 割り 当て る メモ リ 量 を 制御 する の に 使用 され ます 。 こ の バッ ファ は ファ 
イル の 入出 力 を する 際 に 最も 重要 で す 。 プ ログ ラム が 一 度 に 大 量 の デー タ を 読み 取っ た り 
書き 込ん だ りす る 場合 に 効率 を 良く する た め に 大 量 の バッ ファ を 割り 当て る 必要 が あり ま 
す 。 

-MINIBUF と -MAXIBUF の 両 ス イッ チ は 、 引 数 に 数 字 を 指定 し ます 。 こ の 数 は 、 バ ッ フ ァ サ 
イズ を 1 KB 単位 で 指定 し 、 1 か ら 64 ま で の 任意 の 数 字 を 指定 し ます 。 デ フォ ルト で は 、D0 
S-Extender は 、-MINIBUF を 1 (KB) に 、-MAXIBUF を 64(KB) に 設定 し ます 。D0S-Extender が 最 
低 限 必要 な -MINIBUF で 指定 され た バッ ファ を 割当 て で き な い 場合 、D0S-Extender は プロ グ 
ラム を 実行 し ませ ん 。 割 当て 可能 な 場合 、-MAXIBUF で 指定 され た サイ ズ が 割り 当て られ ま 
す 。-MAXREAL パ ラメ ー タ と -NAXIBUF パ ラメ ー タ の 両方 を 満足 させ る メモ リ が 不足 する 場合 
は 、-MAXIBUF パ ラメ ー タ が 優先 し ます 。 こ の スイ ッ チ は プロ グラ ムリ ンク 時 に も 指定 で き 
ます 。 


形式 : -MINIBUF nkilobytes 
-MAXIBUF nkilobytes 


省略 形 : -MINI nkilobytes 
-MAXI nkilobytes 


例 : run386 -maxibuf 2 hello 
run386 -mini 64 filecopy 


2.3.3 混合 モー ド プ ログ ラム スイ ッ チ 

-REALBREAK ス イッ チ と -CALLBUFS スイ ッ チ は 、 リ アル モー ドコ ー ド と 386 ネイ ティ プ モ 
ー ド コー ド の 両方 を 持つ プロ グラ ム の ロー ド 制 御 に 使用 され ます 。 こ の 事項 は 、 第 8 章 で 
詳し く 説 明 し ます 。 

-REALBREAK ス イッ チ は 、 リ アル モー ド で 実行 、 ア クセ ス す る た め に LOW メモ リ に ロー ド 
する 必要 の ある プロ グラ ムサイ ズ を 指定 し ます 。 こ の スイ ッ チ は 、 プ ログ ラム の サイ ズ を 
旨 定 する 引数 を と り ま す 。 こ の スイ ッ チ は リン ク 時 に も 指定 で きま す 。 リ ンク 時 に この ス 
イッ チ を 指定 する の が 便利 な の は 、 引 数 が リア ルモード の コー ド と デー タ の 最後 に ある パ 
プリ ッ ク シ ン ボ ル の 名 前 を と りう る と き で す 。 こ の スイ ッ チ が 実行 時 に 使用 され る 場合 、 
引数 は リン クマ ッ プ の 情報 か ら 計 算 さ れ た 絶対 数 で な けれ ば な り ま せん 。 

-CALLBUFS スイ ッ チ は モー ド 間 呼出 し バッ ファ の サイ ズ を 指定 し ます 。 モ ー ド 間 呼 出し 
バッ ファ は 、 ア プリ ケー ショ ンプ ログ ラム が モー ド 間 プロ シ ジ ャ の コー ル 時 に デー タバ ッ 
ファ と し て 使用 する た め に 、LOW メモ リ 内 に 割り 当て られ ます 。 バ ッ フ ァ ア ドレ ス は 、 プ 
ログ ラム 実行 時 に D0S-Extender の シス テム コー ル に よっ て 得 ら れ ま す 。 引数 は バッ ファ サ 
イズ (単位 : KB) で 、64 以 下 の 値 で な けれ ば な り ま せん 。 デ フォ ルト の バッ ファ サイ ズ は 
0 で す 。 こ の スイ ッ チ は リン ク 時 に も 指定 で きま す 。 


形式 : -REALBREAK nbytes 
-CALLBUFS nkilobytes 


省略 形 : -REALB nbytes 
-CALLB nkilobytes 


例 : run386 -realbreak 200h -callb 2 switch 
386link switch -realb END_-REAL -callbufs 2 


2.3.4 スタ ッ ク 割 当て スイ ッ チ 
-NISTACK ス イッ チ と -ISTKSIZE スイ ッ チ は 、80386 を 386 ネイ ティ プ モ ー ド か ら リ アル 


モー ド に 切換 える と き 、 ス タッ ク 用 の バッ ファ に 割り 当て る メモ リ 量 を 制御 する の に 使用 
され ます 。 ス タッ ク バ ッ フ ァ の 割当 て の 詳細 は 、 第 8 章 を 参照 し て くだ さい 。 ほ と ん どの 
アプ リケーション プロ グラ ム に 対し て 、 こ れ ら の パラ メー タ は デフ ォ ル ト 設 定 値 で 問題 あ 
り ま せん 。 

両 ス イッ チ と も 引数 と し て 数 値 を と り ま す 。-NISTACK ス イッ チ は 、 割 り 当 て る スタ ッ ク 
バッ ファ の 数 を 指定 し 、 引 数 は 3 以上 の 数 で な けれ ば な り ま せん 。 -1STKSIZE スイ ッ チ は 、 
各 ス タッ ク バ ッ フ ァ の サイ ズ (単位 : KB) を 指定 し 、 引 数 は 1 か ら 64 ま で の 難 で な けれ ば 
な り ま せん 。 デ フォ ルト で は 、D0S-Extender は 、 1 KB の スタ ッ ク バ ッ フ ァ を 4 個 割 り 当 て 
ます 。 こ れ ら の スイ ッ チ は プロ グラ ムリ ンク 時 に も 指定 で きま す 。 


形式 : -NISTACK nbuffers 
-ISTKSIZE nkilobytes 


省略 形 : -NI nbuffers 
-1STK nkilobytes 


例 : run386 -ni 6 -istk 2 switch. exp 
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3. 1 





プロ グラ ム の 構造 

386 ネイ ティ プ モ ー ド で は セグ メン ト の 最大 長 は 4 608 で 、 セ グ メ ント 内 の オフ セッ ト 長 
は 、32 ビ ッ ト で す 。 セグメント は 、DOS-Extender に よっ て 保持 され る グロ ー バ ルディ スク 
リプ タテ ー プ ブル (GDT) と ロー カル ディ スク リプ タテ ー プ ブル (LDT) に よっ て 制御 され ます 。 
セグ メン トレ ジス タ に は セグ メン ト セ レク タ と 呼ば れる 値 が ロー ド さ れ ま す 。 セ グン ト セ 
レク タ は 16 ビ ッ ト 値 で 、 次 の 三 つ の フィ ー ル ド を 持ち ます 。 

(1) GDT か LDT か を 識別 する 1 ビッ ト の フィ ー ル ド 。 

(2) 特権 レベ ル セ グ メン ト へ の アク セス 制御 に 使わ れる 2 ビッ ト の フィ ー ル ド 。 

(3) 選択 され た ディ スク リプ タテ ー プ ブル 内 の エン トリ を イン デック ス す る 13 ビ ッ ト の フィ 

ー ル ド 。 

各 デ ィ ス クリ プ タ テ ー プ ブル の エン トリ は 8 バイ ト 長 で 、 セ グ メ ント の リニア ベー ス ア ド 
レス 、 セ グ メ ント サイ ズ 、 特 権 レ ベル お よび その 他 を 保持 し ます 。 詳 細 に つい て は 、80386 
プロ グラ マ 用 の 文法 書 を 参照 し て くだ さい 。 

D0S -Extender は 、 自 分 自身 の セグ メン ト の マッ ピン グ に CGDT を 使い 、 ア プリ ケー ショ ン 
プロ グラ ム の セグ メン ト の マッ ピン グ に は LDT を 使用 し ます 。 プ ログ ラム は 、 党 に 特権 レ 
ベル :0 (最高 の 特権 レベ ル ) で 実行 され ます 。 そ の た め 、 デ ィ ス クリ プ タ テ ー プ ル エ ント 
リ と セグ メン ト セ レク タ 値 両方 の 特権 ビッ ト は 常に 0 で す 。386 ネイ ティ プ モ ー ド で 実行 
する た め に プロ グラ ム が リン ク さ れる 時 、 リ ンカ は 、 プ ログ ラム の コー ド 、 デ ー タ お よび 
スタ ッ ク セ グ メ ント の すべ て を 結合 し 、 単 一 の 大 き な プ ログ ラム セグ メン ト を 構築 し ます 。 
セグ メン ト 化 され た 386 ネイ ティ プ モ ー ド の リン ク は 現在 サポ ー ト され て いな い の で 、 プ 
ログ ラム 中 の セグ メン ト セ レク タ 値 を 動 的 に 得る こと は 不可 能 で す 。 プ ログ ラム に 最初 に 
割当 て られ る セグ メン ト は すべ て 、 ハ ー ド ウェ ア 固 定 の セグ メン ト セ レク タ 値 を 持ち ます 。 
DOS-Extender は 、 プ ログ ラム の ロー ド 時 、 こ の プロ グラ ム セ グ メン ト を マッ ピン グ す る 
2 つの エン トリ を LDT に 作成 し ます 。 セ グ メ ント セレ クタ 値 000Ch に よっ て アク セス され 
る ディ スク リプ タ は 、 読 出し 可能 コー ド セ グ メン ト と し て プロ グラ ム セ グ メン ト を マッ ピ 
ング し ます 。 こ の 値 は 、 最 初 に CS レジ スタ に ロー ド さ れる セレ クタ 値 で す 。 


3. 2 


セグ メン ト セ レク タ 値 0014h に よっ て アク セス され る ディ スク リプ タ は 、 書 込み 可能 ? 
ー タ セグ メン ト と し て プロ グラ ム セ グ メン ト を マッ ピン グ し ます 。 こ の 値 は 、DS、 SS、E 
F$ お よび GS$ の 各 セ グ メ ント レジ スタ に 最初 に ロー ド さ れる セレ クタ 値 で す 。 

プロ グラ ム の 最初 の 制御 狂 得 時 、 レ ジス タ に は 次 の よう な 値 が 格納 され て いま す 。 


DS = 0013h EAX = 00000000h 
ES = 0013h EBX = 00000000h 
FS = 00】4h ECX = 00000000h 
GS = 0014h EDX = 00000000h 
CS = 000Ch ESI = 00000000h 
EIP = プロ グラ ム エ ン トリ アド レス EDI = 00000000h 
SS = 0014h EBP = 00000000h 


ESP = スタ ッ ク の 初期 トッ プ 


プロ グラ ム セ グ メン ト 
前 節 で 簡単 に 説明 し た よう に 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム が メモ リ に ロー ド さ れる 
時 、 ハ ー ド ウェ ア 固 定 の セグ メン ト セ レク タ 値 を 持つ いく つか の セ ゲ ダメ ント が 、 プ ログ ラ 


ー ミル て 


ム 用 の LDT 中 に 設定 され ます 。 プ ログ ラム の 制御 獲得 時 、LDT 中 に 設定 され る セグ メン ト 
を 表 3-1 に 示し ます 。 


表 3 一 1 ハー ドウ ェ ア 固 定 の LDT セグ メン ト 







セグ メン ト 
セレ クタ 値 
0004h 
000Ch 


0014h 


001Ch 












プロ グラ ム 用 の MIS-DO0S プ ログ ラム セグ メン ト プ レ フィ ックス (PSP) を 
指す 書込み 可能 デー タ セ グ メ ント 。 


プロ グラ ム セ グ メン ト を 指す 読出 し 可能 コー ド セ グ メン ト 。 こ れ は 、 
CS レジ スタ に 最初 に ロー ド さ れる セレ クタ 値 で ある 。 









プロ グラ ム セ グ メン ト を 指す 書込み 可能 デー タ セ グ メ ント 。 こ れ は 、 
DS、SS、ES、FS お よび GS の 各 レ ジス タ に 最初 に ロー ド さ れる セレ クタ 値 
で ある 。 


VRAM を 示す 書込み 可能 デー タ セ グ メ ント 。 こ れ は 、VRAM を 直接 アク セ 
ス し た い プ ログ ラム で 使用 され る 。 


セレ クタ 値 000Ah で アク セス され る ディ スク リプ タ の コピ ー の 書込み 
可能 デー タ セ グ メ ント (つま り 、 プ ログ ラム の PSP を 指す ) 。 








ij 002Ch プロ グラ ム 用 の NMS-D0S 環 境 プ ロッ ク を 指す 書込み 可能 デー タ セ グ メ ン 
ト 。 環境 プ ロッ ク に は 環境 変数 を 識別 する 、 末 尾 が 0 の 一 連 の ASCII 
文字 列 が 入る 。 


MS-DO0S の 使用 する メモ リ の 下位 の 1MB す べ て を マッ ピン グ す る 書込み 
可能 デー タ セ グ メ ント 。 
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LDT(rxTOWNS 用 ) 


セレ クタ 値 
lm | スプ ライ ト パタ ー ン RAN 


これ ら の ハー ドウ ェ ア 固 定 の セグ メン ト の ほか に 、 新 し い セ グ メ ント が メモ リ 割 当て シ 
ステ ムコ ー ル を 使っ て LDT 内 に 作成 され ます 。 














プロ グラ ム セ グ メン ト プ レ フィ ックス (PSP) 

MS-D0S 上 で 実行 する プロ グラ ム は すべ て プロ グラ ム セ グ メン ト プ レ フィ ックス (PSP) を 
持ち ます 。PSP は 256 バイ ト の メモ リプ ロッ ク で 、 こ の 中 に は MS-DO0S に よっ て 維持 され る 
情報 と 実行 開始 時 に プロ グラ ム に 渡さ れる コマ ンド ライ ン が 格納 され ます 。PSP は MS-D0S 
で アク セス 可能 で ある 必要 が あり 、 常 に 下位 1 MB 内 の 空間 に 置か れ ま す 。 セ グ メ ント セレ 
クタ 0004h と 0024h は 、386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム の PSP を マッ ピン グ す る た め に 
設定 され ます 。 

コマ ンド ライ ン テ ー ル (プロ グラ ム を 起動 し た コマ ンド ライ ン 上 に ある プロ グラ ム 名 の 
後 の 文字 ) は 、PSP 内 の オフ セッ ト 0081h に あり ます 。PSP 内 の オフ セッ ト 0080h の バイ 
ト は コマ ンド テー ル 文 字 列 の 長 さ を 示し ます 。 こ の 文字 列 の 長 さ に は 、 コ マン ド テ ー ル を 
終了 させ る キャ リッ ジリ ター ン 文 字 は 含ま れ ま せん 。 

PSP 内 の オフ セッ ト 0080h の 128 バイ ト の バッ ファ は 、 初 期 デ ィ ス ク 転 送 領域 (DTA) と 
し て も 設定 され ます 。 こ の バッ ファ は MS-D0S デ ィ レ クト リ 検 索 シ ステ ムコ ー ル に よっ て 使 
用 され ます 。 

PSP の 先頭 128 バイ ト に は 、 プ ログ ラム に よっ て オー プン され た ファ イル の ファ イル ハ 
ンド ル を 含む MS-DOS に よっ て 維持 され る 情報 が 格納 され て いま す 。PSP の この 部 分 の 詳細 
は 、 参 考 文献 3 を 参照 し て くだ さい 。D0S-Extender は MS-DOS 情 報 の ほか に 、 プ ログ ラム サ 
イズ に 関す る 情報 を PSP に 格納 し ます 。D0S-Extender が PSP に 格納 する 情報 を 表 3-2 に 示 
し ます 。 
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表 3-2 DOS-Extender PSP フ ィ ー ル ド 


PSP オフ セッ ト 


0000005Ch 


00000060h 


OO98N 


| 








最小 限 必要 な プロ グラ ム セ グ メン ト の サイ ズ (単位 : バイ ト ) 。 こ 
れ は .EXP フ ァイル か ら 実 際 に 読込 まれ た バイ ト 数 と 、 プ ログ ラム に 
最小 限 割り 当て る 必要 の あっ た 割増 し の デー タ の 量 と プロ グラ ム の 
ベー ス オ フ セッ トリ ロケ ーション 値 (3.6 節 参照 ) と を 加え た 値 と 圭 
価 で ある (最小 限 必要 な 割増 し デー タ は 、 未 初期 化 デ ー タ 用 と スタ 
ッ ク メ モリ 用 に 使用 され る ) 。 



















割り 当て られ た プロ グラ ム セ グ メン ト の サイ ズ (単位 : バイ ト ) 。 
これ は 、 ロ ー ド 時 、 実 際 に プロ グラ ム に 割当 て られ た メモ リ 量 を 示 
し 、 プ ログ ラム セグ メン ト の リミット 1 と 等 価 で ある 。 


ロー ド 時 、 プ ログ ラム セグ メン ト に 割当 て られ る 割増 し メモ リ の 全 
量 (単位 : バイ ト ) 。 割り 当て られ た プロ グラ ム セ グ メン ト サ イ ズ 
か ら こ の 値 を 引い た 値 が 、.EXP フ ァイル か ら 読 込ま れ た デー タ 量 プ 
ログ ラム の 、 ベ ー ス オフ セッ トリ ロケ ーション 値 を 加え た も の と な 
る 。 


玩 六 ブ ロッ ク 

MS-D0S 上 で 実行 する プロ グラ ム は 、 す べ て 環境 プロ ッ ク を 持っ て いま す 。 環境 プロ ッ ク 
に は "mamesstring′ の 形式 の 末尾 が 00h で 終了 する 一 連 の 文字 列 が 含ま れ て いま す 。 プロ 
ッ ク 全 体 は 、00h を さら に 続け て 終了 し ます 。 環境 プ ロッ ク は MS-DO0S に よっ て 使用 され る 
の で 常に 下位 1 MB 以 内 の メモ リ 内 に お か れ ま す 。 セ グ メ ント セレ クタ 002Ch は 、 プ ログ ラ 
ム の 環境 プロ ッ ク を アク セス する た め に 使用 され ます 。 そ の ほか に 、 環 境 プ ロッ ク の リア 
ルモード パラ グラ フ ア ド レス が オフ セッ ト 002Eh で PSP に 格納 され ます 。 

環境 プロ ッ ク に は シス テム の コマ ンド イン タプ リタ (通常 、COMMAND.COM) に よっ て 使用 
され る 文字 列 が 格納 され て いま す 。 こ の プロ ッ ク は 、 情 報 を 親 プ ログ ラム か ら 子 プロ グラ 
ム に 受渡 し する の に も 使用 する こと が で きま す 。 詳細 は 参考 文献 3 を 参照 し て くだ さい 。 


メモ リ の 割当 て と 割当 て 解除 

386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム は 、 標 準 NS-D0S9 シ ステ ムコ ー ル を 使っ て メモ リ の 割当 
て と 解放 を 行う 機能 を 持ち ます 。 し か し 、 通 常 の MS-DO05 ン シス テム コー ル と 異な り 、DO0S-Ex 
tender は 、 メ モリ 割当 て コー ル を MS-DO0S に 渡さ ず に 、D0S-Extender 自 身 で 4 KB ペー ジ を 単 
位 と し た メモ リ の 割当 て と その 解放 を 行い ます 。 さ ら に 、"allocate memory" シス テム コ 
ー ル は 、 割 りら 当て られ た メモ リ を マッ ピン グ す る た め に 、LDT 内 の セグ メン トディ スク リ 
プ タ エ ント リ を LDT に 作成 し ます 。 
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DOS-Extender は 、MS-D0S メ モリ の 割当 て 解放 ファ ンク ショ ン の コー ル を 行う 機能 も 持 
ち ま す 。 こ の コー ル は LOW メモ リ か ら 必 要 な メモ リ を 割り 当て る た め に サポ ー ト され て い 
ます 。 こ れ ら の コー ル は 、 同 一 プア ログ ラム 中 に リア ルモード と 386 ネイ ティ プ モ ー ド の コ 
ー ド が 混在 し て いる プロ グラ ム で 必要 と され ます 。 こ れ に つい て は 第 8 章 で 詳し く 説明 し 
ます 。 

シス テム コー ル を 使っ て メモ リ の 割当 て 解放 を 行う プロ グラ ム は 、 プ ログ ラム の ロー 
ド 時 、 プ ログ ラム に 割り 当て られ た メモ リ 量 を 知る 必要 が あり ます 。 プ ログ ラム を リン ク 
する 時 . EXP フ ァイル 中 に ロー ド 時 に 割り 当て る 割増 し メモ リ の 最大 量 、 最 小 量 を 指定 する 
2 個 の パラ メー タ が 初期 設定 され ます 。 デ フォ ルト で は 、 リ ンカ は 、 割 り 当 て る 割増 し デ 
ー タ の 最小 量 を 未 初期 化 デ ゲー タ と プロ グラ ム の 使用 する スタ ッ ク メ モリ の 量 と の 合計 に 設 
定 し 、 最 大 量 を マシ ン 内 の 全 メ モリ に 設定 し ます 。 リ ンカ の -MINDATA ス イッ チ と -MAXDATA 
スイ ッ チ は 、 こ れ ら の デフ ォ ル ト を 変更 する の に 使用 で きま す 。 素 性 の よい プロ グラ ム に 
する に は 、 不 要 な メモ リ を 解放 する た め シ ステ ムコ ー ル を 行う か すべ て を -MAXDATA ス イッ 
チ を 用 いて リン ク し て プロ グラ ムロ ー ド 時 に 、 ロ ー ダ が 使用 可能 な メモ リ の すべ て を その 
プロ グラ ム に 割り 当て な いよ うに し て くだ さい 。 これ を 実行 し な い 場合 、 シ ステ ムコ ー ル 
に よっ て メモ リ の 割り 当て (お よび 、 別 の プロ グラ ム の EXEC) を する こと は 不可 能 で す 。 
その 理由 は 、 プ ログ ラム が 、 既 に マシ ン 内 の 全 メ モリ を 占有 し て いる か ら で す 。 


ヌル ポイ ンタ の 検出 

プロ グラ ム エ ラ ー の 一 つ に 、 ヌ ル (ゼロ ) ポイ ンタ を 使っ て メモ リ を 参 昭 し よう と する 
こと が あり ます 。 

DOS-Extender は 、 こ の エラ ー を 自動 的 に 検出 し ます 。 プ ログ ラム の リン グ 時 、-OFFSET 
スイ ッ チ を 使っ て 、 プ ログ ラム の 先頭 を プア ログ ラム セグ メン ト の ベー ス よ りら 1 ペー ジ (4 
KB プペ ー ジ ) 以上 の 上 位 に 置く こと が で きま す 。D0S-Bxtender は 、 プ ログ ラム を ロー ド し 
て プロ グラ ム セ グ メン ト を 初期 化す る 時 、 セ グ メ ント の 始め の 未 使用 ペー ジ を マッ ピン グ 
し ませ ん (ペー ジン グ の 詳細 は 、 第 7 章 を 参照 し て くだ さい ) 。 し た が っ て 、 プ ログ ラム 
セグ メン ト 内 の マッ ピン グ さ れ て いな い 領 域内 の ポイ ンタ で 参照 し よう と する と 、 プ ログ 
ラム の コー ド や デー タ を 汚す こと な く ペ ー ジ フォ ルト が 発生 し ます 。 

未 使用 ペー ジ は メモ リ に マッ ピン グ さ れ な い の で 、 こ の オプ ショ ン を 使用 し て も 、 メ モ 
リ を 浪費 する こと は あり ませ ん 。 


別 プ ログ ラム に 対す る EXEC の 実行 

標準 MS-D0S9 シ ステ ムコ ー ル ( 拡張 パラ メー タ あ り ) で 、 別 プロ グラ ム に 対し て EXEC を 実 
行 す る こと が で きま す 。 子 プロ グラ ム の 終了 時 、 制 御 権 は 親 プ ログ ラム に 戻り ます 。EXEC 
シス テム コー ル の 詳し い 形 式 は 、 付 録 D を 参照 し て くだ さい 。 

別 プ ログ ラム を 実行 する に は 、 プ ログ ラム の ロー ド に 必要 な 空き メモリ が 十分 な けれ ば 
な り ま せん 。 
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子 プ ログ ラム が 標準 M6S-DO0S9 リ アル モー ド プ ログ ラム の 場合 、 プ ログ ラム ロー ド に 必要 な 
LOW メモ リ が 十分 宅 い て いな けれ ば な り ま せん 。 子 プロ グラ ム が 386 ネイ ティ プ モ ー ド プ 
ログ ラム の 場合 、D0S-Extender の 2 番目 の コピ ー を ロー ド す る の に 十分 な LOW メモ リ ( 約 
100KB) が な けれ ば な り ま せん 。 そ の 上 、386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム 自 体 を ロー ド す 
る の に 十分 な 追加 メモ リ (LOW メ モリ か HIGH メ モリ ) も 必要 で す 。 

デフ ォ ル ト で は 、DOS-Extender は 、 ア プリ ケー ショ ンプ ログ ラム の メモ リ を 割り 当て る 
時 、 4 KB ペー ジ 単 位 で 、LOW メモ リ を すべ て 割り 当て ます 。 こ の デフ ォ ル ト 値 は 、 プ ログ 
ラム リン ク 時 か 、D0S-Extender に よる プロ グラ ム 実 行 時 に 、-MINREAL と -MAXREAL の コマ ン 
ドラ イン スイ ッ チ を 使用 し て 変更 する こと が で きま す 。 こ れ ら の スイ ッ チ は 、 別 プロ グラ 
ム を 実行 させ る た め に は 使用 し な けれ ば な り ま せん 。 

別 の 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム を 実行 する 場合 は 、 使 用 可能 な HIGH メ モリ 量 も 考 
上 席 し て お く 必 要 が あり ます 。 そ の 理由 は 、386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム は 、LOW メモ 
リ だ け で な く 、HIGH メ モリ も 使用 で きる か ら で す 。HIGH メ モリ は 、 プ ログ ラム が メモ リ 割 
当て シス テム コー ル を 行う と 、 動 的 に 割り 当て られ ます (3.5 節 参照 ) 。 し た が っ て 、 別 
の 386 ネイ ティ プ モ ー ド を EXEC (実行 ) する プロ グラ ム に は 、 子 プロ グラ ム に メモ リ を 残 
し て お く た め 、 実 際 に 必要 な メモ リ だ け を 割り 当て る 必要 が あり ます 。 メ モリ 割当 て の 詳 
細 は 、 第 7 章 を 参照 し て くだ さい 。 


款 境 検 出 

386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム は 、 標 準 MS-D0S 環 境 を D0S-Extender 上 で 実行 可能 で す 。 
プ ブログ ラム の 実行 環境 は 、INT 2Ih ファ ンク ショ ン 30h (get DOS version number) シ ステ 
ムコ ー ル 後に EAX レ ジス タ の 上 位 ワ ー ド を 調べ る こと に よっ て 決定 され ます 。 こ の シス テ 
ムコ ー ル は 、 付 録 D で 説明 し ます 。 

アプ リケーション プロ グラ ム か ら み る と 、 こ れ ら の 王 作 環境 間 に は ハー ドウ ェ ア 割 込み 
が 引き つが れる こと を 期待 する こと を 除い て 全く 違い が あり ませ ん 。 
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特権 レベ ル 

80386 プ ロ セ ッ サ は プロ グラ ム を 特権 レベ ル 0 か ら 3 (0 : 最高 特権 レベ ル ) で 実行 し 
ます 。 プ ロ セ ッ サ フラ グ ワ ー ド に は 入出 力 特権 レベ ルフ ィ ー ル ド が あり ます 。 現 特権 レベ 
ル が 入出 力 特権 レベ ル よ り 番 号 が 大 きい (低い 特権 レベ ル の ) 場 合 、IN 命 令 と 0UT 命令 ( ハ 
ー ド ウェ ア 入 出力 ポー ト の アク セス 用 ) 割込み 有効 命令 お よび 割込み 無効 藻 信 は 、 一 般 に 
保護 プロ セッ サ 例 外 を 引き 起こ し ます 。 

さら に 、 ゼ ロ 以 外 の 特権 レベ ル で の 実行 時 、 使 用 を 許さ れ な い プ ロ セ ッ サ レジ スタ の ロ 
ー ド 命 令 と スト アプ 命令 も 一 般 保護 例外 を 引き 起こ し ます 。 

D0S-Extender 上 の 386 ネ イ テ ィ プ モ ー ド プロ グラ ム は 、 常 に 特権 レベ ル 0 王 実 行 さ れ ま 
す 。 し た が っ て 、 こ れ ら の プロ グラ ム の 実行 制限 は な く 、0D0S-Extender が 持 管 命令 を シミ 
ュ レ ー ト する こと に よっ て 、 オ ー バ ヘッ ド を 持ち 込む 必要 は あり ませ ん 。 


ハー ドウ ェ ア 入 出力 

386 ネ イ テ ィ プ モ ー ド の ハー ドウ ェ ア 入 出力 は 、 リ アル モー ド の 場合 と 同じ 方 法 で 行わ 
れ ま す 。 す な わ ち 、IN 命 令 と 0UT 命令 と を 使っ て 、 入 出力 ポー ト の 読出 し と 書込み を 行い 
ます 。 メ モリ マッ プ ド ハー ドウ ェ ア デ バイ ス に 対し て は 、 シ ステ ムコ ー ル を 使用 し て 8038 
6 プロ セッ サ の 46GB ア ドレ ス 空 間 の 任意 の 場所 に 物理 メモ リ を マッ ピン グ す る LDT セグ メ 
ント を 作る こと が で きま す 。D0S-Extender シ ステ ムコ ー ル の 一 覧 表 を 付録 じ P に 示し ます 。 
メモ リ の 下位 の 1 MB 内 の メモ リマ ッ プ ド デ バ イス に は 、 セ グ メ ント セレ クタ 0034h で アク 
セス で きま す 。 こ の セグ メン ト セ レク タ は 、 物 理 メ モリ の 下位 1 MB 全 体 を マッ ピン グ し ま 
す 。 


画面 アク セス 

DOS-Extender は 、 セ グ メ ント セレ クタ 001Ch を 自動 的 に 設定 し て 、VRAM を マッ ピン グ し 
ます 。 人 性 能 上 の 理由 で VRAM を 直接 読み 出し た り 書 き 込ん だ り し た い プ ログ ラム は 、 セ グ メ 
ント 001Ch を 使え ば その 読み 書き が 可能 と な り ま す 。 


4.4 


80387 浮動 小数 点 コ プロ セッ サ の プロ グラ ミン グ 


80386 シ ステ ム で は 、80387 命 令 実行 時 の 80386 の 動作 モー ド に よっ て 決定 され ます 。 コ 
プロ セッ サ 通 信 が 正しく 行わ れ 、 常 に その 結果 が 期待 通り の 形式 で 格納 され る こと を 保証 
する た め に 、D0OS-Extender は 、 コ プロ セッ サ が 現 命令 の 実行 を 終了 し た こと を 確認 する た 
め に 、 モ ー ド の 切換 前 に 必ず FWAIT 命令 を 実行 し ます 。 

FSAVE、FRSTOR、FSTENV お よび FLDENV の 命令 ( ま た は 、80386 ま た は 80387 の 他 の 命 合 ) を 
含む プア ログラム の アセ ンプ ル 時 、 命 令 の オペ ラン ドサ イズ 属性 は 、 以 下 の 規 則 に よっ て 決 
定 さ れ ま す 。 


1. 現 セ グ メ ント の 使用 型 が USE16 の 場合 、 デ フォ ルト の オペ ラン ドサ イズ は 16 ビ ッ ト 
で す 。 そ の 使用 型 が USE32 の 場合 、 デ フォ ル テ の オペ ラン ドサ イズ は 32 ビ ッ ト で す 。 
リア ルモード で 実行 中 の プロ グラ ム は 、USE16 セ グ メ ント で の 実行 を 定義 され ます 。 
DOS-Extender の 設定 する 386 ネ イ テ ィ プ モ ー ド プロ グラ ム セ グ メン ト は 、 常 に USE32 
セグ メン ト で す 。 

2. オペ ラン ドサ イズ オー バラ イド プレ フィ ックス バイ ト (66h) が 命 合 op コー ド の 前 に 
ある 場合 、 そ の 命令 の 実際 の オペ ラン ドサ イズ 属性 は 切り 換え られ ます 。 


この よう に 、 ど ちら の オペ ラン ドサ イズ 属性 も ち 、 リ アル モー ド プ ログ ラム 、386 ネ イ テ ィ 
プ モ ー ド プロ グラ ム の 両方 に 使用 で きま す 。 特 に 指定 の な い 限り 、 オ ペラ ンド サイ ズ 届 人 性 
は り ア ルモード プロ グラ ム で は 16 ビ ッ ト と な り 、386 ネ イ テ ィ プ モ ー ド プロ グラ ム で は 32 
ビッ ト と な り ま す 。 オ ペラ ンド サイ ズ オ ー バ ライ ドバイ ト と アセ ンプ ラ に よる それ ら の 生 
記 生 件 の 詳細 は 、386 | ASM 文法 書 を 参照 し て くだ さい 。 

386 ネ イ テ ィ プ モ ー ド プロ グラ ム が 80387 コ プロ セッ サ を 使用 する 場合 に 問題 が あり ます 。 
それ は 、DO ス テッ プ 以 前 の 80386 を 使用 し た 時 、80837 4 プロ セッ サ の や り と り で マシ ン を 
ハン グ ア ッ プ す る こと が あり ます 。 こ の 問題 を 回 避 す る 方 法 と し て 、 次 の よう な も の が あ 
り ま す 。 

(1) 六 動 小数 点 演 算 を 80387 を 使わ ず に ソフ トウ ェ ア で シミ ュ レ ー ト する 。 

(2) DO0 ま た は それ 以後 の ステ ッ プ の 80386 を 使う 。 

(3) この バク が 発生 し た 時 に ハー ドウ ェ ア に 必要 な 機能 の ペー ジン グ 機 構 を 使わ な い 。 

これ は 、"-NOPAGE" ス イッ チ を 指定 する こと で 可能 と な り ま す 。 





5.2 


MS-DOS シ ステ ムコ ー ル 


DO0S-Extender 上 で は 、386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム は リア ルモード プロ グラ ム と 和 全 
く 同 じ よ うに MS-DO0S シ ステ ムコ ー ル は ソフ トウ ェ ア 割 込み を 使い ます 。DO5-Extender は ソ 
フト ウェ ア 割 込み を 検出 する と 、 必 要 に 応じ て 関数 パラ メー タ の 変更 を 行っ た 後 、 リ アル 
モー ド に 切換 えて 割込み を 再発 行 し て MS-D0S を 呼び 出し ます 。 通常 の シス テム コー ル に 対 
する 呼出 し シー ケン ス は 、 リ アル モー ド の 場合 と 全く 同じ で す 。 メ モリ 内 の デー タ か 、 バ パ 
ッ フ ァ が 示す ポイ ンタ を 渡す シス テム コー ル の 場合 、 リ アル モー ド で に ポイ ンタ の オフ セ 
ッ ト 部 の 幅 が 16 ビ ッ ト で ある の に 対し 、386 ネイ ティ プ モ ー ド で は 32 ビ ッ ト で す 。 こ れ は 、、 
リア ルモード セグ メン ト は 64KB に 制限 され て いる の に 対し 、386 ネイ ティ プ モ ー ド セグ メ 
ント の 最大 サイ ズ は 46B で ある か ら で す 。 

旧式 の ファ イル 制御 プロ ッ ク (FCB) の ファ イル 1I/0 コー ル は 、D0OS-Extender で は サポ ー 
ト さ れ な い の で 、 代 わり に ハン ドル ベー ス フ ァ イル 1/0 コー ル を 使用 し な けれ ば な り ま せ 
ん 。 ま た 、MS-DOS の 割込み ベク タ の 入手 と 設定 ファ ンク ショ ン は サポ ー ト され ませ ん 。 そ 
れ ら は DO0S-Extender シ ステ ムコ ー ル に 置き 換え られ 、2 つの プロ セッ サモ ー ド に よっ て 増 
えた 複雑 さ を 処理 し ます 。 割込み に つい て の 詳細 は 第 6 章 を 参照 し て くだ さい 。 

マニ ュ ア ル に 記載 され ませ ん が プロ グラ マ に よっ て 使用 され る MS-DO0S9 シ ステ ムコ ー ル は 
数 多く あり ます 。 マ ニュ アル に 記載 され て な い シ ステ ムコ ー ル は 、 レ ジス タ 内 容 を 変更 し 
な い 状 態 で 渡さ れ ま す 。 こ れ に よっ て 、 す べ て の ファ ンク ショ ン (た だ し 、 値 を セグ メン 
トレ ジス タ に 渡す 必要 の ある シス テム コー ル は 除く ) は リア ルモード の 場合 と 同様 に 機能 
し ます 。 各々 の MS-D0S シ ステ ムコ ー ル の 詳細 は 、 付 録 D を 参照 し て くだ さい 。 


386 |DOS-Extender シ ステ ムコ ー ル 


DO0S-Extender シ ステ ムコ ー ル は MS-DO0S シ ステ ムコ ー ル と 同様 に 、 ソ フト ウェ ア 割 込み に 
より 呼び 出さ れ ま す 。 システム コール は 、 割 込み 21h で 行わ れ ま す 。 この 時 レジ スタ Al は 
25h に 設定 され 、 希 望 す る シス テム コー ル の 関 コ ー ド は レジ スタ AL 中 に 設定 され ます 。 
各々 の DOS-Extender シ ステ ムコ ー ル の 詳細 は 付録 E を 参照 し て くだ さい 。 


5.3 


シス テム コー ル 時 の スタ ッ ク の 使用 
DOS-Extender は シス テム コー ル が 行わ れる 時 に 、 ユ ー ザ スタ ッ ク の 内 250 バ イト を 使用 


し ます 。 す べ て の プロ グラ ム は シス テム コー ル を 行う 時 に 、 少 な く と も 250 バ イト 以上 の 
スタ ッ ク を 用 意 し な く て は な り ま せん 。 
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6.1 


386 | DOS-Extender 標 準 割込み 処理 
多 込み は 、 次 の 三 つ に 分 類 で きま す 。 


(1) ハー ドウ ェ ア 割 込み (外部 ハー ドウ ェ ア に より 発生 ) 
(2) ソフ トウ ェ ア 割 込み (INT 命令 の 実行 に より 発生 ) 
(3) プロ セッ サ 例 外 (80386 プロ セッ サ が プロ グラ ミン グ エ ラ ー を 后 出 し た 時 に 発生 ) 


上 記 三 つの 割り 込み は DOS-Extender に より 同じ よう に 処理 され ます 。 この 意 で は 、386 
ネイ ティ プ モ ー ド で 割込み が 発生 し た 時 の 処理 に つい て 説明 し ます 。 ま た 各 説 で は 、 各 割 
込み 処理 で 、 標 準 処 理 と 異な る 処理 に つい て 説明 し ます 。 

割込み が 386 ネイ ティ ブ プ モー ド で 発生 する と 、 ア プリ ケー ショ ン が 割込み ベク タ を イン 
タ セ プ ト し た 場合 を 除い て 、D0S-Extender は 必ず 制御 権 を 獲得 し ます 。 制 御 権 を 獲得 し た 
後 DOS-Extender は 、 プ ロ セ ッ サ を リア ルモード に 切換 え 、 割 込み を ソフ トウ ェ ア 割 込み と 
し て 再発 行 し ます 。 す べ て の 汎用 レジ スタ と プロ セッ サフ ラグ の 値 は 、 リ アル モー ド 割 込 
み ハ ンド ラ へ の モー ド 切 換え に 渡っ て 保存 され ます 。5SS:SP レジ スタ は 、D0OS-Extender に 
よっ て 内 部 的 に 維持 され る スタ ッ ク メ モリ バッ ファ を 指す よう に 設定 され ます 。 ス タッ ク 
バッ ファ デフ ォ ル ト 時 の サイ ズ は 1 KB で す 。 ス タック バッ ファ は プロ グラ ム 実 行 時 -ISTKS 
IZE コマ ンド ライ ンス イッ チ に よっ て 制御 され ます 。 CS:IP レジ スタ は 、 リ アル モー ド で 
の 割込み 再発 行 時 は 、DO0S-Extender コ ー ド 内 を 指し ます 。 他 の セグ メン トレ ジス タ (DS、 
ES、FS、GS) の 内 容 は 、 リ アル モー ド ハ ン ドラ の 制御 狂 得 時 に 不定 と な り ま す 。 リア ル モ 
ー ド 割込み ハン ドラ の 処理 終了 時 、D0S-Extender は モー ド を 再び 386 ネイ ティ プ モ ー ド に 
切換 え 、 割 込み 発生 時 に 実行 し て いた 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム に 戻り ます 。386 
ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム か 制御 権 を 得る 時 に リア ルモード 割込み ハン ドラ の 残し た 値 
が 汎用 レジ スク と フラ グ す べ て に 入っ て いま す 。 当然 、SS:ESP レ ジス タ と CS:EIP レ ジス タ 
の 内 容 は 、386 ネイ ティ プ モ ー ド に お ける 割込み 発生 時 の 値 に 戻さ れ ま す 。DS、ES、FS$ お よ 
び GS の レジ スク タ 内容 も 元 の 値 に 戻さ れ ま す 。 

DO0S-Extender を いっ た ん 386 ネイ ティ ブ プ モ ー ド か ら リ アル モー ド に 切換 え 、 再 び 386 ネ 
イ テ ィ プ モ ー ド に 戻す の に 必要 な 総 オ ー バ ヘッ ド は 、 約 200 /S$ で す 。 





6.2 


ソフ トウ ェ ア 割 込み 


ソフ トウ ェ ア 割 込み が 386 ネイ ティ プ モ ー ド で 発生 する と 、D0S-Extender は プロ グラ ム 
を リア ルモード に 切換 え 、 割 込み を 再発 行 し ます 。 ソ フト ウェ ア 割 込み が MS-DO0S ま た は BI 
0S シ ステ ムコ ー ル の 場合 、D0S-Extender は 必要 に 応じ 、 ま ず 初 め に パラ メー タ を 32 ビ ピット 
の 386 ネイ ティ プ モ ー ド 形式 か ら 、DOS の 16 ビ ッ ト リ アル モー ド 形 式 に 変換 し ます 。WMS-D 
0S5 シ ステ ムコ ー ル の 32 ビ ッ ト の 386 ネイ ティ プ モ ー ド 形式 に つい て は 、 付 録 D で 説明 し ま 
す 。 

パラ メー タ と し て ポイ ンタ を 持た な い シ ステ ムコ ー ル は 、 通 常 は な は に も し な いで その ま 
ま リ アル モー ド に 渡さ れ ま す 。 す な わ ち 、6.1 節 で 述べ た 標準 割込み 処理 が 実行 され ます 。 
ポイ ンタ を 伴う シス テム コー ル は 、 変 更 の 必要 が あり ます 。 そ の 理由 は 、 セ グ メ ント レジ 
スタ の 内 容 は 、386 ネイ ティ プ モ ー ド で は GDT か LDT の エン トリ へ の イン デ ク ス で あり 、 
リア ルモード で は メモ リ パ ラ グラ フ ア ド レス で ある た めで す 。 さらに 386 ネイ ティ プ モ ー 
ド デ ー タ バッ ファ は 、 物 理 メ モリ の 1MB よ り 上 位 の アド レス に 位置 する こと が あり ます 。 
その 場合 リア ルモード で は その バッ ファ に アド レス 指定 する こと か 不可 能 で す 。 従っ て ポ 
イン クタ パラメータ 付き の シス テム コー ル が 実行 され る 場合 、 ポ イン タ の 一 部 に 使用 され る 
セグ メン トレ ジス タ の 内 容 は リア ルモード ハン ドラ の 制御 猪 得 時 に 破壊 され る こと は あり 
ませ ん 。 し か し 、 そ の セグ メン トレ ジス タ の 内 容 は 386 ネイ ティ プ モ ー ド の 場合 と 同じ で 
は な く 、 適 当 な リア ルモード の 値 に 変換 され て いま す 。 

ポイ ンタ を 伴う シス テム コー ル が 実行 され る と 、D0OS-Extender は ポイ ンタ を 386 ネイ テ 
ィ プ モー ド か ら リ アル モー ド の ポイ ンタ に 変換 する か 、 ま た は デー タ を 内 部 バッ ファ に 格 
約 し ます 。 デ ー タ サイ ズ が ある 一 定 の 値 (現在 は 1 KB) を 超え な い 限り 、 デ ー ク は 必ず バ 
ッ フ ァ に 入れ られ ます 。 そ の 理由 は 、 ポ イン タ 変 換 の オー バ ヘ ッ ド の 方 が 、 デ ー タ を バッ 
ファ に 入れ る オー バ ヘ ッ ド より 大 きい か ら で す 。 大 量 の デー タ に 対し て は 、 デ ー タ バッ フ 
ァ が アド レス より 下位 に ある 場合 、D0S-Extender は 386 ネイ ティ プ モ ー ド ポイ ンタ を 等 価 
な リア ルモード ポイ ンタ に 変換 し ます 。 シ ステ ムコ ー ル 時 の デー タ 格 納 用 の 内 部 バッ ファ 
の サイ ズ は 、 1 KB か ら 64KB の 男 因 で 、-MINIBUF と -MAXIBUF の コマ ンド ライ ンス イッ チ に よ 
っ て 制御 され ます 。 格納 す る デー タ 量 が 内 部 バッ ファ より 大 きい 場合 、00S-Extender は 、 
すべ て の デー タ の 転送 が 終了 する まで MS-DOS ま た は BI0S5 シ ステ ムコ ー ル を 繰り 返し 実行 し 
ます 。 シ ステ ムコ ー ル の 復帰 時 、 標 準 割込み 処理 の と ころ で 述べ た よう に 、 通 常 シ ステ ム 
コー ル 前 の セグ メン トレ ジス タ 値 が 復元 され ます 。 これ に 関す る 例外 は た だ 一 つ 、 シ ステ 
ムコ ー ル が 結果 の 一 つと し て ポイ ンタ を 返す 場合 で す 。 こ の 場合 、D0S-Extender は 、 こ の 
リア ルモード ポイ ンタ を 386 ネイ ティ プ モ ー ド ポイ ンタ に 変換 し ます 。 こ の 変換 は 通常 、 
セグ メン ト 0034h (物理 メモ リ の 下位 の 1 MB 全 体 を マッ ピン グ す る セグ メン ト ) を 使い ま 
す 。 

DO0S-Extender は 、 上 記 の 方 法 で シス テム コー ル の 拡張 を マニ ュ ア ル に 記載 され た WS-DOS 
シス テム コー ル と 標準 BI105 シ ステ ムコ ー ル に 対し て だ け 行 いま し た 。 マ ニュ アル に 記載 さ 
れ な いす べ て の シス テム コー ル 、 つ まり ポイ ンタ を 使用 する 他 の プロ グラ ム ( た と えば ネッ 
トワ ー ク ドラ イ バ ) に 対す る シス テム コー ル は 、 ア プリ ケー ショ ンプ ログ ラム に よっ て 扱 
われ な く て は な り ま せん 。 


6.3 


6.4 


6.5 


DOS-Extender は 、 指 定 さ れ た 場合 に は セグ メン トレ ジス タ を 含む 、 す べ て の リア ル モ ー 
ドレ ジス タ の 値 を 伴う 、 任 意 の リア ルモード 割込み を 発行 する た め の シ ステ ムコ ー ル 人 ( 付 
録 F を 参照 ) を 提供 し ます 。 こ の シス テム コー ル は 、 リ アル モー ド 割 込み ヘン ドラ に よっ 
て セグ メン トレ ジス タ に 残さ れ た リア ルモード の 値 も 返し ます 。 こ の DO0S-Extender シ ステ 
ムコ ー ル は 、 ソ フト ウェ ア 割 込み で 実現 され る リア ルモード シス テム コー ル を 作る た め に 
使う こと が で きま す 。 第 8 章 で は , リア ルモード プロ グラ ム と や り と りす る 386 ネイ ティ 
プ モ ー ド プロ グラ ム の 作成 方 法 に つい て の 一 般 的 な 問題 を 説明 し ます 。 


ハー ドウ ェ ア 割 込み 


DO0S-Extender は 、 ハ ー ド ウェ ア 割 込み に 対し て 常に 標準 割込み 処理 (6.1 節 参照 ) を 行 
いま す 。 こ の 処理 で は 、 リ アル モー ド 割 込み ヘン ドラ は 汎用 レジ スタ と プロ セッ サフ ラグ 
の 内 容 を 変更 する こと が で きま す が 、 こ の 変更 は ハー ドウ ェ ア 割 込み ハン ドラ が 絶対 に し 
て は いけ な いこ と で ある こと に 注意 し て くだ さい 。 し た が っ て 、D0S-Extender で は リア ル 
モー ド で そう で ある よう に 、 誤 り の ある ハー ドウ ェ ア 割 込み ハン ドラ は シス テム を 破壊 し 
て し まい ます 。 


プロ セッ サ 例 外 


プロ セッ サ 例 外 が 386 ネイ ティ プ モ ー ド で 発生 する と 、D0S-Extender は り リア ルモード に 
切換 え 、 プ ロ セ ッ サ 例外 を ソフ トウ ェ ア 割 込み と し て 再発 行 し ます 。 プロセッサ 例外 は 、 
通常 アプ リケーション プロ グラ ム の バグ で ある こと を 示し ます 。 し た が っ て 、D0O5S-Extend 
er は すべ て の プロ セッ サ 例 外 (リア ルモード で の デバ ッ グ 例外 を 除く ) を 引き つぎ ます 。 
例外 の 発生 時 、D0S-Extender は プロ グラ ム を 終了 させ 、 例 外 を 識別 する メッ セー ジ と 例外 
発生 の 原因 を 作っ た 命令 の アド レス を 示し ます 。 

プロ セッ サ 例 外 が 原因 で プロ グラ ム が 終了 し た 場合 、 そ の プロ グラ ム は 、Phar Lap 社 の 

386 1DEBUC で デバ ッ グ する 必要 が あり ます 。 デ バッ ガ は 例外 の 発生 時 に 制御 権 を 獲得 し 、 
例外 の 原因 を 見 つけ る た め ユ ー ザ が レジ スタ 内 容 と メモ リ 内 容 を 調べ られ る よう に し ます 。 


書込み の イン タ セ プ ト 


割込み ベク タ の 保存 と 変更 に 使用 され る DOS-Extender シ ステ ムコ ー ル に は いく つか あり 
ます 。 これら の シス テム コー ル は 、 標 準 的 な MS-DOS 割 込み ベク タ 設 定 を 置き 換え る も の で 
す 。D0S-Extender シ ステ ムコ ー ル の 詳細 は 、 付 録 で 説明 し ます 。 

割込み の イン タ セ プ ト は 、 リ アル モー ド プ ログ ラム の 場合 より 386 ネイ ティ プ モ ー ド プ 
ログ ラム の 場合 の 方 が 複雑 で す 。 そ の 理由 は 、386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム は 、386 
ネイ ティ プ モ ー ド だ け で な く リ アル モー ド で 発生 する 割込み も 処理 で きる よう に し て お く 
必要 が ある か ら で す 。 割 込み が 386 ネイ ティ プ モ ー ド で 発生 する と 、 ハ ンド ラ が 割込み デ 
ィ ス クリ プ タ テ ー ブ ル (IDT) を 介し て 呼び 出さ れ ま す 。 IDT は 、 メ モリ 内 な ら ど こ で も 芝 
駐 で きま す 。 
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また IDT は 256 の 割込み 各々 に 対し て 8 バイ ト の ディ スク リプ タ を 持ち ます 。 ディスク 
リプ タ に は ディ スク リプ タ の 型 を 識別 する ゲー ト タ イ プ コ ー ド の 他 に 、 割 込み ヘン ドラ ル 
ー チ ン の エン トリ ポイ ント (セグ メン ト セ レク タ と オフ セッ ト ) が 含ま れ ま す 。386 プロ 
セッ サ で は IDT 中 に タス ク ゲ ー ト 、 割 込み ゲー ト お よび トラ ッ プ ゲー ト を 使用 で きま す 。 


DOS-Extender は 、 全 IDT ディ スク リプ タ エ ン トリ に 対し て 必ず 割込み ゲー ト を 使用 し ま 
す 。 こ れ は 、 ハ ンド ラ の 制御 斑 得 時 に 割込み が 必ず 無効 と され 、 ハ ンド ラ は タス ク 切 換え 
な し に 直接 実行 され る こと を 意味 し ます 。 

割込み が リア ルモード で 発生 する と 、386 プロ セッ サ は アド レス テー プル (メモ リ の 最 
初 の 1 MB 内 な ら ど こ で も 置く こと が で きま す が 、MS-D0S 上 で の 実行 時 は 必ず 00000h 一 003F 
Fh の 間 に 置 か れ ま す ) を 介し て 呼び 出し ます 。 各 テー プル の エン トリ に は 、 呼 び 出 され る 
割込み ハン ドラ の 4 バイ トリ アル モー ドア ドレ ス (セグ メン ト : オフ セッ ト ) が 登録 され 
て いま す 。 割 込み ヘン ドラ が リア ルモード 制御 を 獲得 する と 、 割 込み は 必ず 無効 と され ま 
す 。 割込み を イン タ セ プ ト す る 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム は 、 割 込み 発生 時 の プ 
ロ セ ッ サ 動作 モー ド を 知っ て いな けれ ば な り ま せん 。 ハ ー ド ウェ ア 割 込み は 、 い つ で も 発 
生 さ せる こと が で きる の で 、 ハ ー ド ウェ ア 割 込み を イン タ セ プ ト す る プロ グラ ム は 、386 
ネイ ティ プ モ ー ド だ け で な く リ アル モー ド で も 割込み の 発生 の 可能 性 が ある こと を 考慮 す 
る 必要 が あり ます 。 言う まで も な く 、 ソ フト ウェ ア 割 込み は プロ グラ ム が 割込み を 発行 し 
た 時 だ け 発 生 し ます 。 し た が っ て 、 ど の プロ グラ ム が どの ソフ トウ ェ ア 割 込み を 使用 する 
か を 知っ て いれ ば 、 割 込み 発生 時 の プロ セッ サ 実 行 モ ー ド が わか り ま す 。 プロセッサ 例外 
ミ 、 一 般 に プロ グラ ム に バグ が ある こと を 示す の で 、 通 常 ア プリ ケー ショ ンプ ログ ラム で 
イン タ セ プ ト さ れる こと は あり ませ ん 。 例外 は リア ルモード で も 386 ネイ ティ プ モ ー ド で 
も 発生 し ます が 、 純 粋 の 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム で は 、 プ ロ セ ッ サ 例外 を 386 ネ 
イ テ ィ プ モ ー ド で の み 発 生 さ せま す 。 リ アル モー ド 実 行 コ ー ド と 386 ネイ ティ プ モ ー ド 実 
行 コ ー ド の 両方 を 持つ プロ グラ ム は 、 当 然 ど ちら の モー ド で も プロ セッ サ 例 外 が 発生 し ま 
す 。 

386 ネイ ティ プ モ ー ド 割込み ベク タ 設 定 シ ステ ムコ ー ル (ファ ンク ショ ン 2504h) は 、 
386 ネイ ティ プ モ ー ド 割込み ハン ドラ を 設定 する た め に 、IDT だ け を 変更 し ます 。 こ の 変 
更 は 386 ネイ ティ プ モ ー ド で し か 発生 し な いこ と を プロ グラ ム が 認識 し て いる ソフ トウ ェ 
ア 割 込み と プロ セッ サ 例 外 を トラ ッ プ する 場合 に 役立ち ます 。 

リア ルモード 割込み の ベク タ 設 定 シ ステ ムコ ー ル ( ファ ンク ショ ン 2505h) は 、 リ アル モ 
ー ド 割込み ハン ドラ を 設定 する た め に 、 リ アル モー ド 割 込み ベク タテ ー ブ ル だ け を 変更 し 
ます 。D0S-Extender は 、386 ネイ ティ プ モ ー ド で の 割込み 発生 時 に 、 必 ず リ アル モー ド に 
切換 えて 割込み を 再発 行 し ます 。 こ の た め 、 リ アル モー ド 割 込み ベク タ の イン タ セ プ ト は 、 
割込み 発生 時 の モー ド と は 関係 な くり リア ルモード ハン ドラ が 制御 権 を 狂 得 する こと を 意味 
し ます 。 こ の ファ ンク ショ ン は リア ルモード 処理 の ハー ドウ ェ ア 割 込み を イン タ セ プ ト す 
る 場合 か 、 リ アル モー ド で 発行 し 、 リ アル モー ド で 処理 する 方 が 容易 な ソフ トウ ェ ア 割 込 
み (MS-D0S 重 大 エラ ー 割 込み な ど ) を イン タ セ プ ト す る 場合 に 役立ち ます 。 
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386 ネイ ティ プ モ ー ド で 制御 を 得る た め の 割 込み 設定 シス テム コー ル ( ファ ンク ショ ン 
2506h) は 、386 ネイ ティ プ モ ー ド 割込み ヘン ドラ を 設定 する た め に IDT を 変更 し 、 リ アル 
モー ド 害 込み ベク タテ ー プ ブル を 変更 し て 386 ネイ ティ プ モ ー ド へ の 切換 えと 割込み の 再発 
行 を 行う ルー チン を 指す よう に し ます 。 し た が っ て 、 こ の シス テム コー ル に よる 割込み の 
イン タ セ プ ト は 、386 ネイ ティ プ モ ー ド 割込み ハン ドラ に 、 最 初 の 割込み 発生 時 の モー ド 
と は 関係 な く 、 制 御 権 を 与え を ます 。 こ の ファ ンク ショ ン は 386 ネイ ティ プ モ ー ド で 処理 す 
る た め に ハー ドウ ェ ア 割 込み を イン タ セ プ ト す る 場合 か 、 リ アル モー ド で 発生 し た プロ グ 
ラム が 386 ネイ ティ プ モ ー ド で 処理 を 行う よう に 望む ソフ トウ ェ ア 割 込み を イン タ セ プ ト 
する 場合 に 役立ち ます 。 リ アル モー ド か ら 386 ネイ ティ プ モ ー ド に 切換 え を 経て 制御 権 を 
獲得 する 割込み ヘン ドラ に 対し て 与え られ る 環境 に つい て は 、6.5.2 項 を 参照 し て くだ さ 
い 。 

リア ルモード と 386 ネイ ティ プ モ ー ド の 割込み ベク タ 設 定 シ ステ ムコ ー ル ( ファ ンク シ 
ョ ン 2507h) は 、386 ネイ ティ プ モ ー ド 割込み ヘン ドラ を 設定 する た め に IDT を 変更 し 、 リ 
アル モー ド 割 込み ハン ドラ を 設定 する た め に リア ルモード 割込み ベク タテ ー プ ル を 変更 し 
ます 。 こ の シス テム コー ル と 、 フ ァ ン クシ ョ ン 2504h と 2505h の 2 つの 別れ た シス テム コ 
ー ル を 行う こと と の 違い は 、 こ の ファ ンク ショ ン は 両 ベ クタ を 不可 分 に 設定 する こと 、 っ 
まり 両 ベク タ の 変更 が 終了 し て 初め て 割込み が 有効 に な る こと で す 。 こ れ は 、 例 えば リア 
ルモード と 386 ネイ ティ プ モ ー ド の 別々 の ハン ドラ を 使っ て ハー ドウ ェ ア 83 下 信 み を イン タ 
セプト する 場合 に 重要 と な り ま す 。 


6.5.1 割込み ヘン ドラ の 作成 

割込み が 発生 し た 場合 、 プ ロ セ ッ サ は プロ セッ サフ ラグ と 現在 の CS:(E) iP 人 合 アド レス 
を スタ ッ ク に プッ シュ し た 後 、 制 御 を 割込み ハン ドラ に 移し ます 。 割 込み ハン ドラ は 変更 
する レジ スタ 内 容 を すべ て 保存 し 、 処 理 を 実行 し 、 保 存 し た レジ スタ 内 容 を すべ て 復元 し 、 
最後 に 割込み 復帰 命 信 で 復帰 (保存 され て いた フラ グ と 命令 アド レス を スタ ッ ク か ら 復 元 
する ) し ます 。 

割込み 人 復帰 命令 に は 、IRET 命 令 ニ ー モ ニッ ク を アセ ンプ ブル し て つく られ る 16 ビ ッ ト 形 式 
の IRET 命 信 と 、IRETD 命令 ニー モニ ッ ク を アセ ンプ ブル し て つく られ る 32 ビ ッ ト 形 式 の IRET 
D 命令 の 2 形式 が あり ます 。 正 し い 命 令 を 選択 する こと は きわ め て 重要 で す 。 割込み が 38 
6 ネイ ティ プ モ ー ド で 発生 する と 、 プ ロ セ ッ サ は セグ メン ト 使 用 型 属 性 な ど と は 関係 な く 、 
必ず 32 ビ ッ ト 形 式 で 情報 を スタ ッ ク に 保存 し ます 。 し た が っ て 、386 ネイ ティ プ モ ー ト ド 割 
込み ハン ドラ は 、 必 ず IRETD 命令 を 使っ て 復帰 し な けれ ば な り ま せん 。 割 込み が リア ル モ 
ー ド で 発生 し た 場合 は 、 プ ロ セ ッ サ は 、 必 ず 16 ビ ッ ト 形 式 で 情報 を スタ ッ ク に 保存 し ます 。 
し た が っ て 、 リ アル モー ド 割 込み ハン ドラ は 、 必 ず IRET 命 令 を 使っ て 復帰 し な けれ ば な り 
ませ ん 。 割込み 発生 時 に プロ セッ サ が 実行 する 処理 の 詳細 は 参考 文献 1 を 参照 し て くだ さ 
い 。 

ハー ドウ ェ ア 割 込み は いつ で も 発生 する こと が あり うる の で 、 ハ ー ド ウェ ア 割 込み ハン 
* ラ は 、 変 更 す る レジ スタ 内 容 を すべ て 保存 復元 し な けれ ば な り ま せん 。 ソフ トウ ェ ア 
割込み ハン ドラ は 、 シ ステ ムコ ー ル (例え ば MS-D0S コ ー ル ) を イン プリ メン ト す る の に よ 
く 使用 され る た め 、 ソ フト ウェ ア 割 込み ヘン ドラ は パラ メー タ を シス テム コー ル か ら 返 す 
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た め に レジ スタ 内 容 を 変更 する こと が よく あり ます 。 割 込み ヘ ハン ドラ で プロ セッ サフ ラグ 
を 変更 し た い 場 合 に は 、 ス タッ ク 上 に 退避 され た フラ グ を 変更 する 必要 が あり ます 。 な ぜ 
な ら 、 こ れ ら の フラ グ は 割込み 復帰 命 信 に よっ て 人 復元 され る か ら で す 。 

ハー ドウ ェ ア 割 込み は いつ で も 発生 する こと が ある の で 、 ハ ー ド ウェ ア 割 込み ハン ドラ 
は 自分 の 環境 を 仮定 する こと は で きま せん 。100 バイ ト 以 上 の スタ ッ ク を 使用 する ハン ド 
ラ は 、 制 御 を 受け 取る 時 に スタ ッ ク の 変更 を し な く て は な り ま せん 。 CS レジ スタ を 除く セ 
グ メ ント レジ スタ の 値 の 仮定 を し て は いけ ませ ん 。 も し 割込み ハン ドラ が 高 レ ベル 言語 で 
書か れ た ルー チン の 呼出 し を 行っ て いる 時 は 、 ハ ンド ラ は その 言語 に 必要 な 環境 の セッ ト 
アッ プ を し な けれ ば な り ま せん 。 は ほとん どの 言語 で は 、DS と ES が デー タ セ グ メ ント を 指し 
(セグ メン ト セ レク タ :0014h) 、SS レ ジス タ が DS と 同一 の セグ メン ト を 指し ( ハー ドウ ェ 
ア 割 込み ハン ドラ が 制御 を 受け 取っ た 時 は 除く ) 、 そ し て EFLAGS レ ジス タ の ディ レク ショ 
ン フ ラグ が クリ ア さ れ て いる 必要 が あり ます 。 ま た ハー ドウ ェ ア 割 込み ヘン ドラ は 再び 入 
られ る こと に 注意 し な く て は な り ま せん 。 こ の ハン ドラ は 、 リ エン トラ ント に 作成 する か 、 
また は 次 の 項目 を 守っ て 作成 する 必要 が あり ます 。 

(1) 残り の 割込み を 無効 に する 。 

(2) 8259 割 込み に 対し その 処理 が 終了 する まで EOI(End 0f Interrupt) を 発行 し な い 。 

(3) ハン ドラ の ゲー ト 入 口 に セマフォ を 使う 。 

遇 擬 に 、 ハ ー ド ウェ ア 割 込み ハン ドラ は 、MS-D0S ま た は BIO0S シ ステ ムコ ー ル を 使っ て は 
いけ ませ ん 。 理由 は MS-DO0S と BIOS ど ちら と も リエ ント ラン ト で な いか ら で す 。 

工 存 の リア ルモード 割込み ハン ドラ を 、386 ネイ ティ プ モ ー ド で 実行 する た め に 変更 す 
る 時 合 、 ま た は 既存 の リア ルモード ハー ドウ ェ ア デ バイ ス ド ラ イ バ を 使用 する プロ グラ ム 
を 件 成す る 場合 、 レ ジス タ 内 容 の 保存 に 注意 を 払う こと が 特に 重要 で す 。 こ の 良い 例 が Mi 
crosoft の マウ ス ド ラ イ バ で す 。 マ ウス ドラ イ バ の 典型 的 な 使用 方 法 は 、 マ ウス を 移動 す 
る た び ま た は マウ スポ ボタ ン を 押す た びに 制御 権 を 多 得 する 割込み ハン ドラ を 設定 する の に 
ファ ンク ショ ンコ ー ル を する こと で す 。 マ ウス ドラ イ バ は 、 マ ウス 割込み の 発生 の た びに 、 
16 ビ ッ ト レ ジス タ の 内 容 を すべ て 保存 し て か ら 、 指 定 の ハン ドラ を 呼び 出し ます 。 し た が 
っ て 、 マ ウス を 使用 する 8086 標 準 プ ログ ラム は レジ スタ 内 容 の 保存 に つい て 心配 する 必要 
は あり ませ ん 。 た だ し 、80386 プロ グラ ム が マウ ス ド ラ イ バ を 使用 する 場合 は 別 で す 。 そ 
の 理由 は 、 こ れ ら の プロ グラ ム は 80386 の 32 ビ ッ ト レ ジス タ の 内 容 を 変更 する 能力 を 持っ 
て いる か ら で す 。 この よう な こと は 、 特 に 386 ネイ ティ プ モ ー ド 割込み ヘン ドラ が DOS-Ex 
tender シ ステ ム フ ァ ンク ショ ン 2506h を 使っ て 設定 され た 場合 に 発生 し や すく な り ま す 。 


2 割込み を 使っ た モー ド の 切換 え 

アプ リケーション プロ グラ ム が ソフ トウ ェ ア 割 込み を 使っ て モー ド の 切換 え を 自由 に で 
きる こと は 、 既 に 説明 し まし た 。 こ の 割込み の 方 法 は 二 つ あ り ま す 。 一 つ は 386 ネイ ティ 
プ モ ー ド か ら リ アル モー ド に 切換 える の に 使用 され ます 。 もう 一 つ は 、 リ アル モー ド か ら 
386 ネイ ティ プ モ ー ド に 切換 える の に 使用 され ます 。 リ アル モー ド 割 込み ヘン ドラ は シス 
テム ファ ンク ショ ン 2505h を 使っ て 設定 され ます 。 ま た 、386 ネイ ティ プ モ ー ド 割込み ハ 
ンド ラ は シス テム ファ ンク ショ ン 2506h を 使っ て 設定 され ます 。 
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386 ネイ ティ プ モ ー ド で 実行 し て いる プロ グラ ム は 、 前 者 の 割込み を 発行 する だ け で リ 
アル モー ド に 切換 わる こと が で きま す 。 割 込み が 発生 する と 、 リ アル モー ド 割 込み ハン ド 
ラ は 、 汎 用 レジ スタ の 内 容 は 変わ る こと な く 制 御 権 を 獲得 し ます が 、 こ の 時 セグ メン トレ 
ジス タク の 内 容 は 破壊 され 、 一 時 スタ ッ ク に 退避 され ます 。 詳細 は 6.1 節 を 参照 し て くだ さ 
い 。 プ ログ ラム が リア ルモード で 実行 され て いる 場合 、 プ ログ ラム が 後者 の 割込み を 発行 
する こと に よっ て 386 ネイ ティ プ モ ー ド に 切換 える こと が で きま す 。 割 込み が 発生 する と 、 
386 ネイ ティ プ モ ー ド 割込み ハン ドラ は 、 す べ て の 汎用 レジ スタ と プロ セッ サフ ラグ の 内 
容 を どれ も 変更 し な いて 制御 権 を 獲得 し ます 。5SS:ESP レ ジス タ が 、 リ アル モー ド で 使用 さ 
れ て いた スタ ッ ク を どれ も 使用 する よう に 設定 され ます 。 こ の 設定 は 、SS を GDT 内 の 物理 
メモ リ の 最初 の 1 MB を マッ ピン グ す る セグ メン ト セ レク タ に 設定 し 、ESP を リア ルモード 
スタ ッ ク の 物理 アド レス に 設定 する こと に よっ て 行い ます 。DS、ES、FS、GS の 各 レ ジス タ 
は 、 初 期 設定 時 に プロ グラ ム が 最初 に 制御 権 を 獲得 し た 時 と 全く 同じ よう に 設定 され ます 。 

リア ルモード と 386 ネイ ティ プ モ ー ド コー ド の 両方 を 持つ プロ グラ ム の 作成 方 法 は 、 第 
8 章 で 詳し く 説明 し ます 。 
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= 
吐 - メモ リ 管 理 





DOS-Extender メモ リモ デル 


DOS-Extender は メモ リ 得 理 を 実行 する た め に 、80386 プロ セッ サ に 組込ま れ て いる ペー 
ジン グ 機 能 と セグ メン テー ショ ン 機 能 の 両方 を 使用 し ます 。 

386 ネイ ティ プ モ ー ド セグ メン ト は セグ メン ト セ レク タ と 呼ば れる 値 に よっ て 参照 され 
ます 。 セ グ メ ント セレ クタ は セグ メン トレ ジス タ に ロー ド さ れ 、GDT また は LDT( 第 3 章 を 
参 叶 ) 内 の ディ スク リプ タ エ ン トリ を 参照 し ます 。 セ グ メ ント ディ スク リプ タ に は セグ メ 
ント の 32 ビ ッ ト リ ニア ベー ス ア ドレ ス と セグ メン トリ ミッ ト が 格納 され て いま す 。 セ グ メ 
ント リミット を 超え て デー タ を 参照 し よう と する と 、 結 果 と し て プロ セッ サ 例 外 が 発生 し 
主 す 。 

803856 ペー ジン グ ハ ー ド ウェ ア は 、32 ビ ッ ト リ ニア ベー ス ア ドレ ス を アド レス バス 上 に 
出力 され る 32 ビ ッ ト 物 理 ア ドレ ス に 変換 し ます 。 リ ニア アド レス は 、 メ モリ の 物理 ペー ジ 
選択 用 の 20 ビ ッ ト と 選択 され た メモ リ ペ ー ジ 内 の オフ セッ ト を 示す 12 ビ ッ ト か ら 構 成 され 
ます 。 し た が っ て 、 物 理 メ モリ ペー ジ の サイ ズ は 4 KB で す 。80386 の ペー ジン グ と セグ メ 
ン テ ー シ ョ ン の 詳細 は 、 参 考 文献 1 を 参照 し て くだ さい 。80386 に お ける メモ リ 参 照 に は 、 
必ず セグ メン ト セ レク タ 値 ( 暗 瑞 に 指定 され る か 、 直 接 命令 で 指定 され る か の どちら か ) 
と 、 セ グ メ ント 内 の オフ セッ ト が 含ま れ ま す 。386 ネイ ティ プ モ ー ド で メモ リ 参 照 が 行わ 
れる 場合 、 プ ロ セ ッ サ は 次 の 方 法 で 物理 メモ リア ドレ ス を 構築 し ます 。 


1. プロ セッ サ は 参照 ミ れ た セグ メン ト の リニア ベー ス ア ドレ ス を 、LDT また は GDT の 
セグ メン トディ スク リプ タ か ら 得 る 。 

2. プロ セッ サ は セグ メン ト 内 の オフ セッ ト を 、 セ グ メ ント ベー ス ア ドレ ス に 加え て 、 
80386 の 4 GB ア ドレ ス 空 間 の リニア アド レス を 作成 し ます 。 

3. プロ セッ サ に 内 蔵 さ れ た ペー ジン グ 機 能 を 使っ て 、 リ ニア アド レス を アド レス バス 
上 に 出力 され る 物理 メモ リア ドレ ス に 変換 し ます 。 


386 ネイ ティ プ モ ー ド アプ リケーション プロ グラ ム は 通常 、 こ の 全 過 程 に か か わり ませ 


ん 。 本 章 は 、 シ ステ ム デ ィ ス クリ プ タ テ ー ブ プル また は ペー ジテ ー プ ブル を 使用 操作 する 必 
要 の ある プロ グラ ム 用 の 参考 情報 を 提供 する た め に 設け られ まし た 。 
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7.1.1 ペー ジン グ 


7.1. 


7.1. 


ペー ジン グ は 0D0S-Extender の 設定 する ペー ジテ ー プ ブル を 通し て 80386 に 制御 され ます 。 
全 ペ ー ジ テー ブル の サイ ズ は 4 KB で 、 物 理 ペ ー ジ 1 ペー ジ を マッ ピン グ す る 4 バイ ト の エ 
ント リ を 1024 個 持っ て いま す 。 各 々 の エン トリ に は 、20 ビ ッ ト ペ ー ジ フレ ー ム アド レス 
(物理 ペー ジ の サイ ズ は 4 KB な の で 、 4 GB ア ドレ ス 空 間 全 体 を 指定 する の に は これ で 十 
分 ) と フラ グ の 12 ビ ッ ト が 格納 され ます 。 

ペー ジ デ ィ レ クト り リ り と 呼ぶ 1 ペー ジ の テー ブル が シス テム 内 に あり ます 。80386 シス テ 
ムレ ジス タ CR3 は 、 ペ ー ジ ディ レク トリ の 物理 アド レス を 保持 し ます 。 ペ ー ジ ディ レク トリ 
の 各 エ ント リ は 、 ペ ー ジ テー ブル と し て 使用 され る 物理 メモ リ ペ ー ジ を マッ ピン グ し ます 。 
し た が っ て 最大 1024 の ペー ジテ ー プ ブル が シス テム 内 に 存在 し 得 ま す 。 ペ ー ジ テー プ ブル の 各 
エン トリ は 物理 メモ リ ペ ー ジ を マッ ピン グ し ます 。 

386 ネイ ティ プ モ ー ド の 32 ビ ッ ト リ ニア アド レス は 三 つ の 部 分 か ら 構 成 さ れ ま す 。 上 位 
10 ビ ッ ト は ペー ジ デ ィ レ クト リ 内 の 一 つの エン トリ を 選択 し ます 。 こ の エン トリ は 特定 の 
ペー ジテ ー ブ ル を 指し て いま す 。 次 の 10 ビ ッ ト は その ペー ジテ ー プ ブル 内 の 一 つの エン トリ 
を 選択 し ます 。 こ の エン トリ に は 特定 の 物理 メモ リ ペ ー ジ の ポイ ンタ が 入っ て いま す 。 下 
位 12 ビ ッ ト は 、 選 択 さ れ た 物理 メモ リ ペ ー ジ 内 の オフ セッ ト で す 。 処理 の 詳細 は 参考 文献 
1 を 参照 し て くだ さい 。 メ モリ 管理 を 行う た め に 、DOS-Extender は 、 セ クメン ト 内 の オフ 
セッ ト が 物理 メモ リア ドレ ス と 等 し いよ うな セグ メン ト を 設定 する 必要 が あり ます 。 こ の 
セグ メン ト は 386 ネイ ティ プ モ ー ド アプ リケーション プロ グラ ム の ロー ド 旨 の 初期 設定 時 
に 設定 され ます 。 プ ログ ラム の セグ メン ト は この DOS-Extender メ モリ 管理 セグ メン ト に 続 
いて 、 ペ ー ジ テー ブル に マッ ピン グ さ れ ま す 。 し た が っ て プロ グラ ム の セグ ダメ ント の リ ニ 
アベ ー ス アド レス は 、 マ シン の 全 物 理 メ モリ 量 を 超え た リニア アド レス か ら 始 まる で し ょ 
う 。D0S-Extender は メモ リ の 割当 て と マッ ピン グ を 1 度 に 1 物理 ペー ジ ず つ 行 う の で 、 セ 
グ メ ント 内 の 物理 ペー ジ は 、 必 ず し も 連続 する 必要 は あり ませ ん 。 


2 ロー カル ディ スク リプ タテ ー ブ ル セグ メン ト 

ロー カル ディ スク リプ タテ ー プ ブル (LDT) に は 、 ア プリ ケー ショ ンプ ログ ラム の 所 有する 
セグ メン ト が 格納 され て いま す 。 プ ログ ラム の 最初 の ロー ド 時 に 設定 され る LDT セグ メン 
ト の 一 覧 表 を 表 3-1 に 示し ます 。005-Extender は 、INT2lh フ ァ ン クシ ョ ン 48h シス テム 
コー ル で メモ リ 割 当て が 要求 され る た びに 、 新 し い セ グ メ ント を LDT 内 に 作成 し ます 。 


3 グロ ー バ ルディ スク リプ タテ ー ブ ル セグ メン ト 

グロ ー バ ルディ スク リプ タテ ー ブ ル (GDT) に は 、0D0S-Extender の 所 有する セグ メン ト が 
格納 され ます 。 こ れ ら の セグ メン ト は 通常 、 ア プリ ケー ショ ンプ ログ ラム に よっ て 使用 さ 
れる こと は あり ませ ん 。GDT 中 に 維 持 さ れる 一 部 の セグ メン ト を 表 7-1 に 示し ます 。 
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表 7-1 GDT セ グ メ ント 







セグ メン ト 
セレ クタ 舘 
0028h 






LDT シス テム セグ メン ト 。 こ の セグ メン ト は 、LDTR レ ジス タ に ロー ド さ 
れる セグ メン ト セ レク タ 値 で ある 。 












LDT を マッ ピン グ す る 書込み 可能 デー タ セ グ メ ント 。 こ の セグ メン ト は 、 
D0S-Extender が LDT の セグ メン トディ スク リプ タン ト を 変更 する た め に 
使用 する 。 


GDT を マッ ピン グ す る 書込み 可能 デー タ セ グ メ ント 。 こ の セグ メン ト は 、 
DOS-Extender が GDT の セグ メン トディ スク リプ タ を 変更 する た め に 使用 
する 。 





セグ メン ト 内 の オフ セッ ト ガ が 物理 メモ リア ドレ ス に 等 し く な る よう に メ 
モリ を マッ ピン グ す る 書込み 可能 デー タ セ グ メ ント 。 こ の セグ メン ト は 、 
DOS-Extender が シス テム ペー ジテ ー プ ブル の 保持 と 変更 の た め に 使用 する 。 





| 004Qh 














IDT( 割 込み ディ スク リプ タテ ー プ ブル) を マッ ピン グ す る 書込み 可能 デー 
タ セ グ メ ント 。 こ の セグ メン ト は 、D00S-Extender が IDT の 割込み ディ ス 
クリ プ タ を 変更 する た め 使用 する 。 





MS-D0S で 使用 され る 下位 1 MBP を マッ ピン グ す る 書き 込み 可能 デー タ セ グ 
メン ト 。MS-DO0S 上 で の 実行 時 、 こ の セグ メン ト 内 の オフ セッ ト は 、 物 理 
メモ リア ドレ ス と 等 し い 。 


2 7 


GDT(ruTOWNS 用 ) 


TOWNS BIOS(code) 
TOWNS BIOS(data) 


TOWNS VRAM (16.32K 色 モー ド ) 
TOWNS VRAM (256 色 モー ド ) 





7.2 メモ リ 割 当て 


DOS-Extender は 、 メ モリ の 割当 て と 解放 を 常に 4 KB ペー ジ 単 位 で 行い ます 。 ア プリ ケー 
ショ ンプ ログ ラム は 、LOW メモ リ (1MB 未 満 の メモ リ ) と HIGH メ モリ の 両方 を 使用 で きま 
す 。 

メモ リ を アプ リケーション プロ グラ ム に 割り 当て る 時 、LOW メモ リ が 割り 当て られ て か 
ら 、 次 に HIGH メ モリ が 割り 当て られ ます 。 さ ら に 、LOW メモ リ は 、 最 初 に 割り 当て られ る 
時 は 必ず 連続 し て 割り 当て られ ます 。 こ れ は 、 リ アル モー ドコ ー ド と 386 ネイ ティ プ モ ー 
ドコ ー ド の 両方 を 持つ プロ グラ ム を 作成 する 場合 に 意味 が あり ます (第 8 章 参照 ) 。 も ち 
ろ ん 、 い っ た ん プロ グラ ム が 不要 に な っ た メモ リ を 解放 すれ ば 、 そ れ 以 後 の メ モリ 割当 て 
コー ル は 、LOW メモ リ ま た は HIGH メ モリ の どちら か を 、 特 定 の 順序 に 従う こと な く 入 手 で 
きま す 。 


7.2.1 LOW メモ リ の 使用 
LOW メモ リ は 、D05-Extender が 初期 設定 時 に DOS を 呼び 出す こと に よっ て 入手 する メモ 
リプ ロッ ク か ら 割 り 当 て られ ます 。 し た が っ て 、 割 当て 可能 な LOW メモ リ の 量 は 、 初 期 設 
定時 に 決定 され ます 。 デ フォ ルト で 、D0S-Extender は 使用 可能 な すべ て の LOW メモ リ を 人 入 
手 し ます 。 
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-MINREAL コ マン ドラ イン スイ ッ チ と -MAXREAL コ マン ドラ イン スイ ッ チ を 、 リ ンク 時 また 
は 実行 時 に 使用 し て 、D0S-Extender に 対し て LOW メモ リ の 一 部 を 強制 的 に 未 使用 の まま に 
させ る こと が で きま す 。 こ れ は 、 プ ログ ラム が 子 プ ログ ラム に 対し て 、EXEC を 実行 し た い 
場合 に 必要 で す 。 子 プロ グラ ム を メモ リ に ロー ド で きる よう に 、 十 分 な LOW メモ リ が 未 使 
用 で ある 必要 が あり ます 。 

D0S-Extender は 自分 自身 が 使う た め の LOW メモ リ を 約 100 KB 要求 し ます 。D0S-Extender 
の LOW メモ リ の 使用 は 、-MINIBUF、-MAXIBUF、-NISTACK、-1STSIZE、CALLBUFS コ マン ドラ イン 
スイ ッ チ に 影響 され 、 こ れ ら の スイ ッ チ で どれ か が DOS-Extender の デフ ォ ル ト 値 より 大 き 


い LOW メモ リ デ ー タ バッ ファ を 割り 当て る の に 使用 され る と 、DOS-Extender が 使用 する LOW 
メモ リ 量 は 増加 し ます 。 
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8.1 


8.2 


概要 


ー つ の プロ グラ ム 中 に リア ルモード コー ド と 386 ネイ ティ プ モ ー ド コー ド を 両方 使う 場 
合 に は 、 解 決し な けれ ば な ら な い 問 題 が 三 つ あ り ま す 。 第 一 の 問題 は 、 リ アル モー ドコ ー 
ド が 必ず LOW メモ リ 内 で 終了 する よう に し な が ら 、 リ アル モー ド と 386 ネイ ティ プ モ ー ド 
の 両 コ ー ド を メモ リ に 格納 する こと で す 。 第 二 の 問 題 は 、 リ アル モー ド と 38S8 ネイ ティ プ 
モー ド 間 で デー タ を 受け 渡す 方 法 で す 。 最 後 の 問 題 は 、 両 モー ド 間 で プロ シン ジャ コー ル を 
行う 方 法 で す 。 これら の 問題 は 、 そ れ ぞ れ 、 独 立 な 複数 の 解決 策 を 持っ て いす す 。 本章 で 
は 、 可 能 な 選択 肢 に つい て 説明 し 、 選 択 基 槍 を いく つか 示し ます 。 


プロ グラ ム の ロー ディ シグ 


相互 に 通信 の 必要 な リア ルモード コー ド と 386 ネイ ティ プ モ ー ド コー ド を ロー ド す る の 
に 使用 で きる 選択 肢 は 三 つ あ り ま す 。 

第 一 の 方 法 は 、 リ アル モー ドコ ー ド と 386 ネイ ティ プ モ ー ド コー ド を リン ク し て 一 つの 
タス クイ メー ジ を 作成 する 方 法 で す 。 こ の 方 法 は 概念 的 に は 最も 簡単 な 方 法 で す が 、 コ ー 
ド が 正しく ロー ド さ れ た こと を 確 記 する た め に 、 リ ンク 時 の セグ メン ト の 順序 づけ と 、 ロ 
ー ド 時 の メモ リ 割 当て に 関す る 構成 作業 が 必要 に な り ま す 。 さ ら に この 方 法 は 、 リ アル モ 
ー ド コー ド が アセ ンプ ラ で 和書 か れ て いる 場合 に だ け う まく 機能 し ます 。 そ の 理由 は 、 同 一 
リン ク 内 で リア ルモード 用 と 386 ネイ ティ プ モ ー ド 用 の コン パイ ラ の 実行 時 ライ プラ リ を 
結合 し よう と する と 、 結 果 と し て 多く の シン ボル が 多重 定義 され ます 。 し か し 、 通 常 、 何 
ら か の リア ルモード コー ド を 必要 と する 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム は 、 既 存 の リア 
ルモード ハー ドウ ェ ア ド ライ バ か 同等 の プロ グラ ム と 通信 する た め に 若干 の リア ルモード 
コー ド を 必要 と する だ け で す 。 こ の 問題 の 解決 法 と し て アセ ンプ ラ 言 語 を 使用 し ます 。 

第 二 の 方 法 は 、 ま ず 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム を 起動 し て 、 次 に その プロ グラ ム 
に EXEC シ ステ ムコ ー ル させ て 別 の リア ルモード プロ グラ ム を メモ リ に ロー ド す る 方 法 で す 。 
386 ネイ ティ プ モ ー ド コー ド と リア ルモード コー ド は 、 全 く 別 の 実行 ファ イル な の で 、 別 
々 の コン パイ ラ を 使う か 、 別 々 の 高級 言語 を 使用 し て も 問題 は あり ませ ん 。 この 方 法 で 発 
生 す る 構成 上 の 問題 は た だ 一 つ で 、 リ アル モー ド プ ログ ラム の ロー ド に 必要 な LOW メモ リ 
を 十分 残す こと で す 。 
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この 方 法 の 難点 は 、 二 つの プロ グラ ム 間 の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 確立 する こと で す 。 こ れ 
は 、 プ ログ ラム 同士 は リン ク さ れ な か っ た の で 、 互 い に 相 手 の プ ログ ラム 中 の プロ シ ジ ャ 
と デー タ の アド レス を 持た な いか ら で す 。 

第 三 の 方 法 は 、 リ アル モー ド プ ログ ラム を 起動 し その プロ グラ ム が 386 ネイ ティ プ モ ー 
ド に 対す る EXEC を 実行 する 方 法 で す 。 こ の 場合 、 リ アル モー ド プ ログ ラム が 最初 に ロー ド 
され る の で 、LOW メモ リ の 割当 て に つい て の 問題 は 発生 し ませ ん 。 し か し 、 こ の 方 法 で も 
第 二 の 方 法 と 同じ コミ ュ ニ ケー ショ ン の 問題 が あり ます 。 さ ら に この 方 法 に は 、 デ バッ ガ 
か DO0S-Extender を 実行 する た め に 、386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム を デバ ッ グ し た い の 
か に よっ て EXEC シ ステ ムコ ー ル を 変更 し な けれ ば な ら な いと いう や っ か いな 問題 も ありま 
す 。 


8.2.1 リア ルモード コー ド と 386 ネイ ティ ブ モ ー ド コー ド の リン ク 

同一 プア ログ ラム 内 に リア ルモード コー ド と 386 ネイ ティ プ モ ー ド コー ド を リン ク す る 方 
法 は 、 リ アル モー ドコ ー ド 量 が 比較 的 少な く 、 し か も アセ ンプ ラ 言 語 で 作成 で きる 場合 に 
適し て いま す 。 リ アル モー ドコ ー ド は USE16 セグ メン ト 内 に 置か れ 、 80386 を ター ゲッ ト 
と し て アセ ンプ ブル され ます 。 この よう に 作成 し た コー ド は リア ルモード で 正しく 実行 され 
ます 。80186 で の リア ルモード は 386 ネイ ティ プ モ ー ド と 同じ アド レッ シン グモ ー ド と オ 
ペラ ンド サイ ズ を 使用 で き 、 ア セン プラ は 必要 な オー バラ イド バイ ト 等 を 自動 的 に 作成 す 
る の で 、 ア デア ドレッシング モー ド 、 オ ペラ ンド サイ ズ 、 ま た は 使用 可能 な 命 信 に 対す る 制限 
は 何 も ちゃ ぶり ま せん 。 プロ グラ ム は この 後 、386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム の 場合 と 同様 
に 、80O82GG を ター ゲッ トマ シン と し て リン ク さ れ ま す 。 

し か し 、 必 ず 守 る べき 制限 事項 が いく つか あり ます 。386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム 
を 作成 する 場合 、386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム を 生成 する 386 | LINK は 、 プ ログ ラム 
内 の すべ て の コー ド セ グ メン ト 、 デ ー タ セグ メン ト お よび スタ ッ ク セ グ メ ント を 結合 し て 、 
単 一 の 大 き な プ ログ ラム セグ メン ト を 作成 し ます 。 セ グ メ ント 化 さ れ た リン ク は サポ ー ト 
され な い の で 、 プ ログ ラム に よっ て 必要 と され る セグ メン ト 操 作 は 存在 し ませ ん 。 これ は 、 
リア ルモード コー ド は すべ て 単 一 セグ メン ト 中 に 置く 必要 が ある こと と 、NEAR コ ー ル と NE 
AR ジャ ンプ だ けが リア ルモード コー ド に よっ て 実行 で きる こと を 意味 し ます 。 

次 に 解決 する 問題 は 、 すべ て の リア ルモード の コー ド と デー タ は LOW メモ リ に ロー ド さ 
れる こと を 確認 し な けれ ば な ら な いこ と で す 。 言う まで も な く 、 リ アル モー ドコ ー ド は リ 
アル モー ド で 実行 する た め に 、LOW メモ リ に ロー ド し な けれ ば な り ま せん 。 さ ら に プロ グ 
ラム の リア ルモード 部 分 と 386 ネイ ティ プ モ ー ド 部 分 と の 間 の 通信 に 使わ れる プロ グラ ム 
の デー タ の 部 分 集合 が あり ます 。 こ の デー タ は 、 リ アル モー ドコ ー ド が この デー タ に アク 
セス で きる よう に 、LOW メモ リ に ロー ド す る 必要 が あり ます 。 

LOW メモ リ に ロー ド す る コー ド と デー タ は すべ て 、 プ ログ ラム の リン ク 時 に .EXP フ ァ イ 
ル の 先頭 に 置か な けれ ば な り ま せん 。 これ は 386 1LINK の セグ メン ト 順 序 規 則 に 従っ て 行 
われ ます (386 | LINK 使 用 手引 書 を 参照 し て くだ さい ) 。 リ アル モー ドコ ー ド と 、 リ アル モ 
ー ド で アク セス する こと か 必要 な デー タ は 、 そ れ ら 自身 の セグ メン ト に 格納 する 必要 が あ 
り ま す 。 リ ンカ に 処理 され る 最初 の オプ ジェ クト ファ イル の セグ メン ト の 順序 が 、 セ グ メ 
ント クラ ス お よび 他 の リン カ 順 序 規 則 と 共に 、.EXP フ ァイル の セグ メン ト の 順序 を 決定 し 
ます 。 最 終 的 に 、 以 下 の よ うに 順序 付け され た .EXP フ ァイル に な り ま す 。 
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プロ グラ ム セ グ メン ト の 始め 


上 関 ll 
トレ eee の 1 キク メン) 


リン カ は リン ク 時 に すべ て を 結合 し て ひと つの 大 き な セ グ メ ント を 作成 する の で 、 オ フ 
セッ ト は すべ て この 大 き な プ ログ ラム セグ メン ト の 開始 か ら の オフ セッ ト と な り ま す 。 リ 
アル モー ド の 実行 時 、CS セ グ メ ント と DS セグ メン ト は 、 プ ログ ラム セグ メン ト の 先頭 の リ 
アル モー ド セ グ メン トバ パラ グラ フ ア ド レス に 設定 され 、 リ アル モー ドコ ー ド と デー タ の 中 
の アド レス の 通常 の 参照 は 正しく 機能 し ます 。 要求 され る 事項 は た だ 一 つて で 、 リ アル モー 
ドコ ー ド と デー タ を 加え た サイ ズ が 64KB 未 満 で な けれ ば な ら な いこ と で す 。 

リア ルモード プロ シ ジ ャ が 制御 権 を 狂 得 する と 、CS5 レ ジス タ は プロ グラ ム セ グ メン ト の 
先頭 の リリ アル モー ド パ ラ グラ フ ア ド レス に 設定 され ます 。 リ アル モー ド プ ロ シ ジ ャ は この 
アド レス を CS か ら DS に コピ ー す る こと が 必要 な だ け で 、 プ ログ ラム 内 の すべ で の リア ル モ 
ー ド デー タク に 直接 アク セス で きま す 。 

386 ネイ ティ プ モ ー ド で の 実行 時 、CS と DS の 中 の セグ メン ト セ レク タ 値 に よっ て アク セ 
ス さ れる セグ メン トディ スク リプ タ は 、 通 常 プ ログ ラム セグ メン ト 全 体 を マッ ピン グ し ま 
す 。 し た が っ て 両 モ ー ド の デー タ セ グ メ ント 内 の デー タ を 直接 参照 で きま す 。 

デー タ 参 照 を 正しく 機能 させ る た め に 、 ア セン プラ の ASSUME 命 令 を 使用 する の は あま り 
良い 方 法 で は あり ませ ん 。 そ の 理由 は 、 プ ログ ラム の ソー スコ ー ド は いく つか の セグ メン 
ト に 分 割 さ れ ま す が 、 そ れ ら は リン ク 時 単 一 の セグ メン ト に 結合 され る か ら で す 。 リ ンカ 
は 、 単 一 プア ログ ラム セグ メン ト の 先頭 アド レス を 基準 に し て すべ て の アド レス を 再 配 置 す 
る の で 、DS セ グ メ ント レジ スタ が 上 述 の よう に 設定 され て いる 時 は 、 す べ て の 参照 は リア 
ルモード と 386 ネイ ティ プ モ ー ド の 両 モ ー ド で 正しく 機能 し ます 。 こ の 場合 の 問題 は た だ 
ー つ 、 ア セン プラ が 何 か 言っ て こない よう に この 事実 を アセ ンプ ラ に 通知 する こと で す 。 
この 問題 の 一 つの 解決 策 は 、ASSUME 命 令 を 使い 、DS レ ジス タ が 現在 アク セス し た い デ ー タ 
セグ メン ト を 指し て いる こと を アセ ンプ ラ に 通知 する こと で す 。 し か し も っ と 良い 方 法 は 、 
リア ルモード デー タ セ グ メ ント と 386 ネイ ティ プ モ ー ド デー タ セ グ メ ント の 両方 を 1 グル 
ー プ 内 に 置き 、 次 に ASSUME 命 令 を 使い アセ ンプ ラ に 対し て DS レジ スタ が この グル ー プ を 指 
すこ と を 知ら せる 方 法 で す 。 こ の 方 法 に より アセ ンプ ラ は 、ASSUME 命 令 を プロ グラ ム 中 に 
指定 し な いで 、 リ アル モー ド と 386 ネイ ティ プ モ ー ド の 両方 の デー タ 参 照 を 正しく アセ ン 
プル する こと が で きま す 。 こ れ が 386 ネイ ティ プ モ ー ド コー ド セ グ メン ト を 386 ネイ ティ 
プ モ ー ド デー タ セ グ メ ント の 後 で は な く リ アル モー ド デ ー タ セグ メン ト の 次 に 置く 理由 
で す 。 






ン ブログ ラム セグ メン ト の 終わ り 
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セグ メン ト は リン カ の セグ メン ト 順 序 付 け 規則 に 従っ て 1 グル ー プ に し て 格納 され ます 。 
いっ た ん セグ メン ト 順 序 付 けが 正しく 行わ れる と 、 残 る 問題 は すべ て の リア ルモード の 
コー ド と デー タ が 必ず LOW メモ リ に ロー ド さ れる こと を 保証 する こと で す 。 こ れ は プロ グ 
ラム の リン ク 時 か 、 ま た は プロ グラ ム が DOS-Extender 上 で 実行 する 時 、-REALBREAK コ マン 
ドス イッ チ を 使用 する こと に よっ て 実現 され ます 。 こ の コマ ンド スイ ッ チ は 、 連 続 し た LO 
W メ モリ に ロー ド す る 必要 が ある .EXP フ ァイル の サイ ズ を 指定 し ます 。 一般 に 、 プ ログ ラ 
ムリ ンク 時 に この スイ ッ チ を 使用 する こと が 最も 簡単 で 、 リ アル モー ド デ ー タ セグ メン ト 
の 最後 に ある パプ リッ クシ ン ボ ル 名 を 与え る こと に よっ て シン ボリ ッ ク に 処理 で きま す 。 
この スイ ッ チ が DOS-Extender 上 上 で プロ グラ ム の 実行 時 に 指定 され る 場合 、 絶 対数 の 指定 の 
必要 が あり ます 。 こ れ は 、 リ ンカ で 作成 され た マッ プ フ ァ イ ル を 使用 し て リア ルモード の 
コー ド と デー タ の サイ ズ を 算出 する こと が 必要 で ある こと を 意味 し ます 。 


8.2.2 386 ネイ ティ ブ モ ー ド プロ グラ ム か ら リ アル モー ド プ ログ ラム の 実行 (EXEC) 

第 2 の 方 法 は 、EXEC シ ステ ムコ ー ル を 使っ て 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム に リア ル 
モー ド プ ログ ラム を メモ リ に ロー ド さ せる 方 法 で す 。 リ アル モー ド プ ログ ラム が 制御 を 受 
け 取 る と 、386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム の 呼出 し は メモ リ に ロー ド さ れ て いる の で 可 
能 で す 。 この 方 法 が 使用 され る と リア ルモード プロ グラ ム の サイ ズ 制 限 や その プロ グラ ム 
の 持つ セグ メン ト 数 の 制限 は あり ませ ん 。 ま た この アプ ロー チ に は 、 特 殊 な セグ メン ト 順 
序 付 け の 問題 も も ちり ませ ん 。 必要 な こと は た だ 一 つ 、 リ アル モー ド プ ログ ラム の ロー ド に 
十分 な LOW メモ リ を 必ず 確保 する よう に 、-MINREAL ス イッ チ や -MAXREAL ス イッ チ を 用 いて 、 
386 そ ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム を リン ク ま た は 実行 する こと で す 。 

DOS-Extender シ ステ ムコ ー ル :25C3h は 、 シ ステ ム フ ァ ンク ショ ン :4Bh の 代わ り に 、 リ ア 
ルモード プロ グラ ム を EXEC す る の に 使用 され ます 。 こ れ は 、 シ ステ ム フ ァ ンク ショ ン :4Bh 
は 既存 の プロ グラ ム と の 互換 性 を 保持 する た め に 、EXEC の 実行 中 は 標準 MS-D0S の 割込み べ 
クタ の 設定 (6.6. 1 節 を 参照 の こと ) に シス テム ハー ドウ ェ ア 割 込み を 返す た めで す 。 こ 
れ は 、EXEC で 実行 され た プロ グラ ム が メモ リ 中 に まだ 常駐 し て いる 時 に 、 再 度 386 ネイ テ 
ィ プ モー ド プ ログ ラム が 制御 を 得 よ うと する 時 に 不適 当 で す 。386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ 

グラ ム か 実行 中 は 、 ハ ー ド ウェ ア 割 込み の ベク タ は DO0S-Extender が 予定 し て いる 場所 に な 
けれ ば いけ ませ ん 。 シス テム コー ル :25C3h は ハー ドウ ェ ア 割 込み の 再 配置 を せ ず に EXEC を 
実行 する た め 、 リ アル モー ド と 386 ネイ ティ プ モ ー ド の 混在 し た プロ グラ ム で 正しい コー 
ル を する た め に 使用 され ます 。 

この 方 法 に よれ ば 、 設 定 と プロ グラ ムロ ー ド は ずっ と 簡単 に な り ま す が 、 プ ログ ラム 間 
の 通信 は より 難し く な り ま す 。 そ の 理由 は 両 プ ログ ラム は お 互い 相手 の プロ シ ジ ャ と デー 
タ の アド レス を 保持 せ ず 、 さ ら に リア ルモード プロ グラ ム は 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グ 
ラム の デー タ に は 直接 アク セス で き な い (その デー タ は LOW メモ リ に な いか も し れ な い ) 
か ら で す 。 これら の 問題 の 解決 方 法 は 、 第 8.3 節 と 第 8.4 節 で 述べ ます 。 
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8.2.3 リア ルモード プロ グラ ム か ら 386 ネ イ テ ィ ブ モ ー ド プロ グラ ム の 実行 (EXEC) 

第 三 の プ ログ ラム ロー ド 方 法 は 、MS-D09 シ ステ ム フ ァ ンク ショ ン 4Bh: を 使用 し て 386 ネ 
イ テ ィ プ モ ー ド プロ グラ ム に 対し て EXEC を 実行 する 標準 リア ルモード プロ グラ ム を 起動 す 
る こと で す 。 い っ た ん 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム か が 制御 権 を 獲得 する と 、 リ アル モ 
ー ド プロ グラ ム の 呼出 し は メモ リ に ロー ド さ れ て いる の で 可能 で す 。 この 方 法 で は プロ グ 
ラム の ロー ド 時 、 特 別 な こと は 何 も 必 要 が あり ませ ん 。 メ モリ の 割当 て や プロ グラ ム 配 軒 
の 問題 が あり ませ ん 。 し か し 、 第 二 の 方 法 と 同様 に 、 プ ログ ラム 間 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 
が 困 趣 で す 。 詳細 は 、 以 下 の 節 を 参照 し て くだ さい 。 


8.2.4 二 つ の PSP の 管理 

リア ルモード や 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム と 違っ て 混在 モー ド の プロ グラ ム の 複 
雑 さ は 、 各 モー ド で PSP(Program Segment Prefix) を 持つ こと で す 。 プ ログ ラム 情報 を 管 
理 す る た め に MS-DOS で 使用 され る PSP に つい て は 、3.3 節 お よび 参考 文献 3 で 説明 し て い 
ます 。 

MS-DO0S は “カレ ント PSP ~ こと 言 う 概念 を 持ち ます 。 プ ログ ラム が 実行 の た め に メモ リ に 
ロー ド さ れる と その PSP は カレ ント PSP に セッ ト さ れ ま す 。 そ の プロ グラ ム が 次 の プロ グ 
ラム を 実行 (EXEC) さ せる 時 、 子 プロ グラ ム の PSP が カレ ント PSP と し て 設定 され ます 。 再 
び 赴 プロ グラ ム の PSP が 設定 され る の は 、 子 プロ グラ ム か ら 制 御 が 復帰 し た 時 で す 。 

リア ルモード と 386 ネイ ティ プ モ ー ド の プロ グラ ム が 、 お 互い に 呼び 出し 合う こと を 目 
的 と し て メモ リ 中 に 別々 に ロー ド さ れる 時 、 (EXEC コ ー ル を 使い ) 2 番目 に ロー ド さ れ た 
プロ グラ ム の PSP が カレ ント PSP と し て 使わ れ ま す 。 こ れ は プロ グラ ム が メモ リ に ロー ド 
され て いる 間 、 実 際 に 実行 し て いる いな い に か か わら ず 使 われ ます 。 通常 この こと は 問題 
な いよ うに 見 えま す が 、 望 まし く な い 副 作用 を 持つ 振る 銀 い を 起こ し ます 。PSP の 機能 の 
ー つ は プロ グラ ム で オー プン され た ディ スク ファ イル の リス ト を 管理 する こと で す 。 プロ 
グラ ム が 終了 し た 時 、 オ ー プ ン さ れ た すべ て の ファ イル は 自動 的 に クロ ー ズ され ます 。 こ 
の こと が 問題 を 引き 起こ す 場 合 に つい て 、 次 の 例 を 考え な が ら 見 て み ま し ょ う 。 386 ネイ 
ティ プ モ ー ド プロ グラ ム を 最初 に 実行 し 、 通 信 す る リア ルモード プロ グラ ム を 起動 し た と 
仮定 し ます 。 も し リア ルモード プロ グラ ム の 実行 中 に ファ イル が (どちら か の プロ グラ ム 
で ) オー プン され て いる と それ ら は リア ルモード プロ グラ ム の PSP で 参照 され 、386 ネイ 
ティ プ ブ モ ー ド の PSP で は あり ませ ん 。 リ アル モー ド プ ログ ラム が 終了 し 、 す べ て の ファ イ 
ル が 自動 的 に クロ ー ズ され る と 、386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム は その ファ イル を アク 
セス する こと が で きま せん 。 

も し 上 記 の 例 や PSP の その 他 の 使用 で 問題 を 引き 起こ す 場 合 、 各 プロ グラ ム は 制御 を 受 
け 取 っ た 時 に 自分 自身 の PSP に 変更 する と いう 対応 を し な く て は な り ま せん 。 こ れ は シス 
テム コー ル の Get PSP と Set PSP で 行う こと が で きま す 。Set PSP ファ ンク ショ ン (:50h) 
は リア ルモード で も 386 ネイ ティ プ モ ー ド で も 同じ で あり 、 カ レン ト PSP の アド レス を セ 
ッ ト す る た め に PSP の リア ルモード パラグラフ アド レス を MS-DOS へ 渡し ます 。Get PSP フ 
ァ ン クシ ョ ン (62h) は 両 モ ー ド で 処理 が 異な り ま す 。 リ アル モー ド で は 、PSP の リア ル モ 
ー ド パラ グラ フ ア ド レス を 返し 、386 ネイ ティ プ モ ー ド で は プロ グラ ム PSP の 386 ネイ テ 
ィ プ モー ド セ グ メン ト セ レク タ (O0024h) を 返し ます 。PSP の り ア ルモード アド レス (Set 
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6.3 


6.4 


PSP ファ ンク ショ ン に 必要 ) を 入手 する 方 法 は 、PSP セグ メン ト の ベー ス ア ドレ ス を 入手 
する た め に シス テム コー ル : 2508h を 使い ます 。PSP 切換 え の プ ログ ラム 例 は 付録 -C で 
示す グラ フィ ッ ク ラ イプ ブラ リ を 使用 し た 混合 モー ド の プロ グラ ム に あり ます 。 


モー ド 間 の デー タ 受 け 渡し 


DOS-Extender は 、 モ ー ド 間 プ ロ シ ジ ャ コー ル 時 の デー タ 受 け 渡 し 用 の 方 法 を 三 つ 用 意 し 
て いま す 。 第 一 の 方 法 は 、 デ ー タ を スタ ッ ク 上 で 受渡 す だ け で す 。 モ ー ド 間 プ ロ シ ジ ャ コ 
ー ル が リア ルモード か ら 386 ネイ ティ プ モ ー ド に 出さ れる 時 、 同 じ ス タッ ク が 保持 され ま 
す 。 こ の た め 、 リ アル モー ドコ ー ド に よっ て スタ ッ ク に 入れ られ た デー タ は 、386 ネイ テ 
ィ プ モー ド プ ロ シ ジ ャ に よっ て 自動 的 に アク セス 可能 と な り ま す 。 モ ー ド 間 プ ロ シ ジ ャ コ 
ー ル が 386 ネイ ティ プ モ ー ド か ら リ アル モー ド に 変更 され る と 、0D0S-Extender に 与え られ 
る 呼び 出し パラ メー タ の 一 つ は 、386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ シ ジ ャ の スタ ッ ク か ら リ アル 
モー ド プ ロ シ ジ ャ に 与え ら た スタ ッ ク へ ヘコ ピー する デー タ の 硬 で す 。 モ ー ド 間 プ ロ シ ジ ャ 
コー ル 時 の スタ ッ ク の 設定 と 使用 法 に つい て は 、 第 8.4 節 で さら に 詳し く 説 明 し ます 。 

DOS-Fxtender は 、 初 期 設定 時 に 、LOW メモ リ に 常駐 し て いる こと が 保証 され て いる バッ 
ファ を オプ ショ ン で 割り 当て ます 。 こ の バッ ファ サイ ズ は 0 か ら 64KB の 邊 囲 で あり 、-CAL 
LBUFS コマ ンド ライ ンス イッ チ に より 制御 され ます 。 こ の バッ ファ は アプ リケーション が 
自由 に 低 用 で きる 専用 バッ ファ で あり 、DOS-Extender が この バッ ファ を 使用 する こと は あ 
り ま せん 。 実行 時 に この バッ ファ の リア ルモード アド レス と 386 ネイ ティ プ モ ー ド アド レ 
ス の 両方 を 人 手 す る た め に シス テム コー ル が 用 竜 さ れ て いま す 。 し た が っ て 、 モ ー ド 間 プ 
ロ シ ジ ャ コー ル は この バッ ファ 内 で デー タ の 受け 渡し を する の に 必要 な プロ トコ ル を 定義 
する こと が で きま す 。 モ ー ド 間 で の デー タ 受 け 渡 し の 第 三 の 方 法 は 、80386 レジ スタ を 使 
用 する こと で す 。D0S-Extender は 第 8.4 節 で 述べ た 場合 を 除き 、 モ ー ド 間 プ ロ シ ジ ャ コー 
ル 時 に は レジ スタ を 変更 し ませ ん 。 


モー ド 間 制御 転送 


リア ルモード と 386 ネイ ティ プ モ ー ド 間 の 制御 の 転送 方 法 に は 二 つ あ り ま す 。 第 一 の 方 
法 は DO0S-Extender の モー ド 問 プロ シ ジ ャ コー ル を 使用 する 方 法 で す 。 第 二 の 方 法 は ソフ ト 
ウェ ア 割 込み を 使っ て モー ド を 切換 える 方 法 で す 。 モ ー ド 切換 え 時 の スタ ッ ク 設 定 方 法 は 
どちら も 同じ 方 法 で す 。 

リア ルモード か ら 386 ネイ ティ プ モ ー ド へ の 切換 え 時 、386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ シ ジ 
ャ は リア ルモード プロ シ ジ ャ の 使用 し て いた の と 同じ 物理 スタ ッ ク を 入手 し ます 。 こ の 入 
手 に は 、SS を GDT ( セグ メン ト :0060h) 内 の MS-D0S の 最初 の 1MB を マッ ピン グ す る DOS-Ex 
tender セ グ メ ント に 示す よう に 設定 する 必要 が あり ます 。 そ の 後 、ESP が り リア ルモード ス 
タッ ク の リニア アド レス に 設定 され ます 。 

386 ネイ ティ プ モ ー ド か ら リ アル モー ド へ の 切換 え 時 、 リ アル モー ド プ ロ シ ジ ャ は 、 
D0S-Extender に よっ て 内 部 的 に 維持 され て いる スタ ッ ク メ モリ バッ ファ を 与え られ ます 。 
これ ら の 内 部 スタ ッ ク バ ッ フ ァ の サイ ズ と 数 は 、-NISTACK コ マン ドラ イン スイ ッ チ と 
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-1STKSIZE コマ ンド ライ ンス イッ チ に よっ て 制御 され ます 。 デ フォ ルト で は 、 1 B 構 成 の 
バッ ファ が 4 個 指定 され ます 。386 ネイ ティ プ モ ー ド か ら リ アル モー ド へ の 切換 え を 、 入 
れ 子 に し て 行う た びに 、 別 々 の バッ ファ か が 必要 で す 。 さ ら に 、 ソ フト ウェ ア 割 込み また は 
モー ド 問 プロ シ ジ ャ コー ル に よっ て 起動 され た モー ド 切 換え 時 を 含め て 、 い つ で も 発生 し 
うる ハー ドウ ェ ア 割 込み で 使え る 余分 の バッ ファ を 一 用意 し て お く 必 要 が あり ます 。 し 
た が っ て 、 デ フォ ルト の 4 個 の バッ ファ は 、 モ ー ド 切換 え を 3 レベ ル よ り 深 く 入 れ 子 に す 
る プロ グラ ム 以 外 の すべ て の プロ グラ ム に 対し て 十分 な 数 で す 。 こ の 計算 時 、386 ネイ テ 
ィ プ モー ド で 発生 する ソフ トウ ェ ア 割 込み (DO0S シス テム コー ル と BIOS シ ステ ムコ ー ル を 
含む ) は 、 す べ て リア ルモード へ の 切換 え を する こと を 心 に と め て お いて くだ さい 。 


1 モー ド 間 プロ シ ジ ャ コー ル 

DOS-Extender シ ステ ム フ ァ ンク ショ ン : 250Eh と 2510h は 、386 ネイ ティ プ モ ー ド か ら 
リア ルモード 関数 を 呼び 出す た め に 用 意 さ れ て いま す 。 二 つの シス テム コー ル の 違い は 、 
ファ ンク ショ ン 2510h は セグ メン トレ ジス タ を 含む すべ て の レジ スタ の 値 を コー ル 側 で 指 
定 す る こと が で き 、 フ ァ ン クシ ョ ン 250BEh は DS レジ スタ の 内 容 を CS レジ スタ と 同じ 値 に し 、 
その 他 の セグ メン トレ ジス タ の 値 は 不定 と な る こと で す 。 こ の ファ ンク ショ ン は 入力 と し 
て 、 コ ー ル する プロ シ ジ ャ の FAR リア ルモード アド レス (セグ メン ト : オフ セッ ト ) と 、 
386 ネイ ティ プ モ ー ド スタ ッ ク か ら リ アル モー ド プ ロ シ ジ ャ に 与え られ る スタ ッ ク へ コピ 
ー す る 4 バイ ト 構 成 の DWORD 数 の カウ ント を 必要 と し ます 。 

リア ルモード プロ シ ジ ャ が 制御 権 を 獲得 する と 、(1) す べ て の 汎用 レジ スタ の 億 は 変更 さ 
れず 、(2)CS:IP は プロ シ ジ ャ の エン トリ ポイ ント を 示し 、 (3)SS:SP は DOS-Exiender の 内 部 
スタ ッ ク バ ッ フ ァ の アド レス に 設定 され 、 (4)DS レ ジス タ は CS と 同じ 内 容 に 初 凛 旋 定 され 

(リア ルモード と 386 ネイ ティ プ モ ー ド の コー ド が 一 緒 に リン ク さ れ た プロ グラ ム に と っ 

て は 望ま し いた め )、 そ し て (5)ES、FS と GS レジ スタ の 内 容 は 壊さ れ ま す (ファ ンク ショ ン : 
2510 h 用 に は 、 コ ー ル 側 は リア ルモード の DS/ES/FS/GS セグ メン トレ ジス タ の 値 を 設定 し 
な く て は な り ま せん ) 。 リ アル モー ドス タッ クサ イズ は 、-ISTKSIZE コマ ンド ライ ンス イ 
ッ チ に よっ て 市 御 さ れ 、 デ フォ ルト 値 は 1 KB で す 。 ス タッ ク は 、386 ネイ ティ プ モ ー ド ス 
タッ ク か ら コ ピー する よう 指定 され た デー タ と 、 そ の 後に FAR リア ルモード 復帰 アド レス 
を 持ち ます 。 リ アル モー ド プ ロ シ ジ ャ は その 処理 を 終了 する と 、FAR リタ ー ン を 実行 し て 
戻り ます 。 制 御 権 は 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ シ ジ ャ に 戻さ れ た 時 、 汎 用 レジ スタ の 内 容 
は すべ て リア ルモード プロ シ ジ ャ の 残し た 値 の まま で 、 セ グ メ ント レジ スタ の 内 容 は すべ 
て 元 の 386 ネイ ティ プ モ ー ド 値 に 戻さ れ ま す 。 プ ロ セ ッ サ フラ グ の 内 容 は 、 シ ステ ムコ ー 
ル の 成否 を 識別 する た め の 386 ネイ ティ プ モ ー ド に 返さ れる キャ リー フラ グ を 除き 、 両 方 
向 で 保持 され ます 。 シス テム コー ル : 250Eh と 2510h の 指定 方 法 は 付録 -E を 参照 し て くだ 
さい 。 

リア ルモード コー ド が 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ シ ジ ャ を コー ル し た いり 場合 、 実 行 時 に 
動 的 に アド レス が 決ま る DOS-Extender の り リア ルモード ルー チン に 対し て FAR コー ル を 実行 
し ます 。 この DO0S-Extender ル ー チ ン の アド レス は シス テム ファ ンク ショ ン : 250Dh を 386 
ネイ ティ プ モ ー ド か ら コ ー ル する こと に よっ て 得 ら れ ま す 。 こ の ルー チン に 渡さ れる 引数 
は 、386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ シ ジ ャ の FAR アド レス (DWORD オフ セッ ト と WORD セ グ メ ン 
ト セ レク タ 値 ) と 、 そ の 後に 続く 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ シ ジ ャ に 渡さ れる パラ メー タ 
で 構成 され ます 。 
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8.4. 


この コー ル が 実行 され る 時 、D0S-Extender は リア ルモード 復帰 アド レス と 386 ネイ ティ 
プ モ ー ド プロ シ ジ ャ アド レス を スタ ッ ク か ら ポ ッ プ し て 保存 し 、 そ の 後 386 ネイ ティ プ モ 
ー ド に 切換 そえ 、386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ シ ジ ャ に 制御 を 渡し ます 。386 ネイ ティ プ モ ー 
ド プ ロ シ ジ ャ が 制御 を 獲得 する と 、 (1) す べ て の 汎用 レジ スタ の 内 容 は 保持 され 、 (2)SS:ESP 
は リア ルモード スタ ッ ク の アド レス に セッ ト (これ は GDT 内 の MS-DO0S メ モリ の 最初 の 1 MB 
を マッ ピン グ す る DOS-Bxtender セ グ メ ント に SS を 設定 し 、ESP を スタ ッ ク の リニア アド レ 
ス に 設定 する こと に よっ て 行わ れ ま す ) し 、 (3)DS プ ES プ FS プ GS は 、386 ネイ ティ プ モ ー ド 
プロ グラ ム が 起動 し た 時 の 値 に 設定 され ます 。 し た が っ て 、 パ ラメ ー タ は スタ ッ ク に の せ 
て 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ シ ジ ャ に 直接 渡す こと が で きま す 。 

386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ シ ジ ャ は その 処理 を 終了 する と 、FAR リタ ー ン を 実行 し て 終 
了 し ます 。D0S-Extender は 制御 権 を り ア ルモード プロ シ ジ ャ に 戻し ます 。 こ の 時 、 汎 用 レ 
ジス タ の 内 容 は すべ て 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ シ ジ ャ の 残し た 値 の まま で 、 セ グ メ ント 
レジ スタ の すべ て の 内 容 は 元 の リア ルモード の 値 に 戻さ れ ま す 。 プ ロ セ ッ サ フラ グ の 内 容 
は コー ル の 、 ど ちら の 方 向 で も 保存 され ます 。 詳細 は 付録 -E を 参照 し て くだ さい 。 


2 割込み を 使っ た モー ド の 切換 え 

ソフ トウ ェ ア 割 込み で モー ド を 切換 えた い プ ログ ラム は 、 モ ー ド 切換 え 用 の 割込み ベク 
タ を 繕 承 す る 初期 設定 コー ド を 持っ て いな けれ ば な り ま せん 。 二 つの 割込み ベク タ が 最小 
限 必要 で す 。 一 つ は 、386 ネイ ティ プ モ ー ド か ら リ アル モー ド に 切換 える の に 使用 され る 
割込み で あり 、 “リア ル 割 込み " と 呼び ます 。 も う 一 つ は 、 リ アル モー ド か ら 386 ネイ テ 
ィ プ モー ドド に 切換 える の に 使用 され る 割込み で あり 、 “386 ネイ ティ ブ 割 込み "と 呼び ま 
す 。 初 衣 化 ル ー チ ン は 386 ネイ ティ プ モ ー ド で 実行 され な く て は な り ま せん 。 これ は 、 
割込み 発生 叶 に いつ で も ある 386 ネイ ティ プ モ ー ド ハン ドラ に 制御 が 渡る よう に 設定 し ま 
す 。 シ ステ ム フ ァ ンク ショ ン 2506h に よっ て 386 ネイ ティ ブ 割 込み を 引き つぎ ます 。 リ ア 
ル 割 込み は ある 割込み 発生 時 に 、 あ る リア ルモード ハン ドラ に 制御 が 渡る よう に 設定 する 
シス テム コー ル : 2506h に よっ て 引き つが れ ま す 。 

別 の 手段 と し て 、 リ アル モー ド 初 其 化 ルー チン は MS-DO0S フ ァ ン クシ ョ ン : 25h を コー ル 
し て リア ル 割 込み を 引き つぐ で ぐことができます 。 リ アル モー ド の コー ド は 、386 ネイ ティ プ 
の 割込み を 引き つぐ こと は で きま せん 。 

いっ た ん この 初期 設定 が 実行 され る と 、386 ネイ ティ プ モ ー ド コー ド は リア ル 割 込み を 
ソフ トウ ェ ア 割 込み と し て 発行 する こと に よっ て 、 い つ で も 制御 権 を り ア ルモード 割込み 
ハン ドラ に 移す こと が で きま す 。 リ アル モー ド 割 込み ハン ドラ が 制御 権 を 獲得 する と 、 す 
べ て の 汎用 レジ スタ と プロ セッ サフ ラグ の 内 容 は 、386 ネイ ティ プ モ ー ド で 割込み が 発行 
され た と き と 同 じ 値 を 持ち ます 。 た だ し 、 割 込み フラ グ は オフ (割込み 禁止 ) に な り ま す 。 
SS:SP レジ スタ の 内 容 は 、DO0S-Extender に よっ て 内 部 的 に 維持 され て いる スタ ッ ク メ モリ 
バッ ファ を 指す よう に 設定 され ます 。 こ の バッ ファ の サイ ズ は 、-!ISTKSIZE コマ ンド ライ 
ンス イッ チ に よっ て 制御 され ます 。 デ フォ ルト 値 は 1 KB で す 。DS ン ES ン FS プ GS の 各 レ ジス 
タ の 内 容 は 破壊 され ます 。 

処理 を 終了 する と 、 リ アル モー ド ハ ン ドラ は IRET 命 令 を 実行 し て 終了 し ます 。 
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6.5 


DOS-Extender は 制御 権 を 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ シ ジ ャ に 戻し ます 。 こ の 時 、 す べ て 
の 汎用 レジ スタ と プロ セッ サフ ラグ (割込み フラ グ と トラ ッ プ フラ グ を 除く ) の 内 容 は 、 
リア ルモード ハン ドラ の 残し た 値 の まま で す 。 全 セグ メン トレ ジス タ の 元 の 386 ネイ ティ 
プ モ ー ド 値 が 復元 され ます 。 

リア ルモード コー ド は 386 ネイ ティ ブ 割 込み を ソフ トウ ェ ア 割 込み と し て 発行 する こと 
に よっ て 、 い つ で も 制御 権 を 386 ネイ ティ プ モ ー ド 割込み ヘン ドラ に 移す こと が で きま す 。 
386 ネイ ティ プ モ ー ド ハン ドラ か が 制御 権 を 刈 得 する 時 、 す べ て の 汎用 レジ スタ と プロ セッ 
サフ ラグ の 内 容 は 、 リ アル モー ド で 割込み が 出さ れ た 時 と 同じ 値 を 持ち ます 。 た だ し 、 割 
込み フラ グ は オフ (割込み 禁止 ) と な り ま す 。SS:ESP レ ジス タ の 内 容 は 、 リ アル モー ドス 
タッ ク を 指す よう に 設定 され ます (この 設定 は 、GDT 内 の MS-DO0S メ モリ の 最初 の 1 MB を マ 
ッ ピ ング する DOS-Extender セ グ メ ント に 5S5 を 設定 し 、ESP を スタ ッ ク の リニア アド レス に 
設定 する こと に よっ て 行い ます ) 。 こ れ に よっ て スタ ッ ク を 経由 し て デー タク の 受け 渡し が 
で きま す 。DS ノ ES ノ FS プ GS レジ スタ の 内 容 は 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム が 起動 し た 
時 の 値 に 設定 され ます 。386 ネイ ティ プ モ ー ド ハン ドラ が 制御 を 受け 取る と 、 ス タッ ク は 
次 の よう に 設定 され ます 。 


00h DWORD 386 ネイ ティ プ モ ー ド の EIP リタ ー ン 値 

04h DWORD 386 ネイ ティ プ モ ー ド の CS リタ ー ン 値 

08h DWORD 386 ネイ ティ プ モ ー ド の EFLAGS リ ター ン 値 

OCh WORD リア ルモード IP リタ ー ン 値 

OEh WORD リア ルモード CS5 リ ター ン 値 

10h WORD リア ルモード FLAGS リタ ー ン 値 

12h リア ルモード 割込み 発行 前 に 置か れ た いく つか の バ パラメータ 


386 ネイ ティ プ モ ー ド ハン ドラ は 処理 を 終了 する と 、IRETD 命令 を 実行 し 終了 し ます 。 
その あと DO0S-Extender は 制御 権 を リア ルモード プロ シ ジ ャ に 戻し ます 。 こ の 時 、 す べ て の 
汎用 レジ スタ と プロ セッ サフ ラグ (割込み フラ グ と トラ ッ プ フラ グ を 除く ) の 内 容 は 386 
ネイ ティ プ モ ー ド ハン ドラ の 残し た 値 の まま で す 。 全 セグ メン トレ ジス タ の リア ルモード 
の 値 が 復元 され ます 。 


典型 的 な プロ グラ ム 編 成 


リア ルモード と 386 ネイ ティ プ モ ー ド コー ド を 使用 する プロ グラ ム を 設計 する 場合 、 希 
望 に 応じ て 上 記 の 方 法 を 混ぜ た り 、 併 用 し た りす る こと が 可能 で す 。 本節 で は 、 混 在 モー 
ド の プロ グラ ム を 編成 する の に 簡単 で 有用 な 方 法 を いく つか 説明 し ます 。 

単 一 の .EXP フ ァイル の 中 で リア ルモード と 386 ネイ ティ プ モ ー ド コー ド を 混用 する プロ 
グラ ム は 、 典 型 的 に 次 の よう な 初期 設定 ルー チン を 持っ て いま す 。(1) シ ステ ムコ ー ル : 25 
OFh で プロ グラ ム セ グ メン ト の 先頭 の MS-D0S9 ア ドレ ス を 入手 し 、 (2)2 シ ステ ム フ ァ ンク ショ 
ン : 250D を コー ル し て 、 リ アル モー ド か ら 386 ネイ ティ プ モ ー ド へ の 切換 え に 用 いる D0S- 
Extender ル ー チ ン の リア ルモード アド レス を 入手 し 、 こ の 情報 を リ り ア ルモード コー ド で ア 
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クセ ス で きる グロ ー バ ル デ ー タ に 保存 し ます 。 こ れ に よっ て プロ グラ ム は DOS-Extender モ 
ー ド 問 プ ロ シ ジ ャ コー ル で モー ド の 切換 え に 必 要 な すべ て の 情報 を 持つ こと が で きま す 。 
デー タ 転 送 は 、 ス タッ ク ま た は リア ルモード コー ド で アク セス で きる グロ ー バ ル デ ー タ の 
いずれ か を 使用 し て 行わ れ ま す 。 

386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム が 25C3h EXEC シ ステ ムコ ー ル を 使っ て メモ リ に リア ル 
モー ド プ ログ ラム を ロー ド す る よう に 設定 され た プロ グラ ム は 、 典 型 的 に 、 以 下 の ス テッ 
プ を 実行 する 初期 設定 ルー チン を 持ち ます 。 

1. シス テム ファ ンク ショ ン : 250Dh を コー ル し て 、 リ アル モー ド か ら 386 ネイ ティ プ 

モー ド へ の 切換 え に 使 用 され る DOS-Extender ル ー チ ン の リア ルモード アド レス を 入 
手 し 、 モ ー ド 間 コ ー ル 時 の デー タ 受 け 渡 し に 使用 され る デー タバ ッ フ ァ の リア ル モ 
ー ド と 386 ネイ ティ プ モ ー ド アド レス を 入手 する 。 

2. リア ルモード プロ グラ ム を 実行 する た め に シス テム ファ ンク ショ ン :25C3h を 呼び 出 
し 、 コ マン ドラ イン を 使い 、(4)386 ネイ ティ プ モ ー ド 呼出 し に 利用 され る DO0S-Exte 
nder ル ー チ ン の リア ルモード アド レス 、(b) 内 部 デー タバ バッファ の リア ルモード アド 
レス 、(c)386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム 内 の イン ター フェ イス ルー チン の 386 ネ 
イ テ ィ プ モ ー ド アド レス を 受け 渡す 。 

3. リア ルモード プロ グラ ム が その 後 制御 を 受け 取り 、 そ れ 自 身 の 初 期 化 を 実行 し 、38 
6 ネイ ティ プ モ ー ド へ 制御 を 戻す た め に 386 ネイ ティ プ モ ー ド の イン タフ ェ ー ス ル 
ー テ チン を コー ル し 、 リ アル モー ド プ ログ ラム の イン ター フェ イス ルー チン の リア ル 
モー ドア ドレ ス を 受け 渡す 。 


二 っ の プ ブログ ラム は 継 続 し て 実行 する こと が で き 、 相 互 の 呼出 し や 、 ス タッ ク ま た は 内 
部 デー タバ ッ フ ァ で デー タ の 受け 渡し も で きま す 。 プ ログ ラム が 処理 を 終了 し た 時 、386 
ネイ ティ ブ モ ー ド プロ グラ ム は ステ ッ プ 3 で 行わ れ た イン タフ ェ ー ス ルー チン の コー ル か 
ら 復 帰し ます 。 リ アル モー ド プ ログ ラム は MS-DO0S フ ァ ン クシ ョ ン : 4Ch に より 終了 し 、38 
6 ネイ ティ プ モ ー ド ルー チン は EXEC シ ステ ムコ ー ル 25C3h に 続く 命令 か ら 再び 実行 を 再開 
し ます 。 

最初 に リア ルモード プロ グラ ム を 実行 させ 、 次 に 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム を 実 
行 す る プロ グラ ム は 、 典 型 的 に 次 の 初期 化 手続 き を 実行 し ます 。 


1. 一 つ 以 上 の 割込み が 、 標 準 的 な リア ルモード MS-D0S 割 込み ベク タ 獲 得 設定 シス テム 
ファ ンク ショ ン を コー ル す る こと に よっ て 継承 され る 。 こ れ ら の 割込み は 、 制 御 権 
を リア ルモード プロ グラ ム に 戻す た め に 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム に よっ て 
使用 され る 。 

2. 標準 的 な MS-D0S シ ステ ム EXEC フ ァ ン クシ ョ ン :4Bh が 、386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グ 
ラム の ロー ド と 起動 を 行う た め に コー ル さ れる 。 

3. 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム は 、 シ ステ ム フ ァ ンク ショ ン : 2506h を 使っ て 一 
つ 以 上 の 割込み を 継承 する 。 こ れ ら の 割込み は 、 制 御 権 を 386 ネイ ティ プ モ ー ド プ 
ログ ラム に 戻す た め に リア ルモード プロ グラ ム に よっ て 使用 され る 。 
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8.6 


いっ た ん この 初期 設定 が 完了 する と 、 リ アル モー ド と 386 ネイ ティ プ モ ー ド コー ド は 、 
モー ド を 切換 える の に 前 も っ て 準備 し て お いた ソフ トウ ェ ア 割 込み を 使う だ け で す 。 デ ー 
タ は スタ ッ ク ま た は レジ スタ に よっ て 受け 渡さ れ ま す 。386 ネイ ティ プ モ ー ド コー ド は モ 
ー ド 問 コ ー ル デー タバ ッ フ ァ の アド レス を 入手 する た め に 、 シ ステ ム フ ァ ンク ショ ン : 25 
ODh を 使用 で きま す 。 その後 386 ネイ ティ プ モ ー ド コー ド は 、 デ ー タ バッ ファ が ソフ トウ 
ェ ア 割 込み を 使っ た モー ド の 切換 え 時 に 、 デ ー タ を 受け 渡す た め に 使用 で きる よう に リア 
ルモード コー ド に アド レス を 渡し ます 。 


独自 の リア ルモード シス テム コー ル の 作成 


DOS-Extender は マニ ュ ア ル に 記 寺 され て いる MS-D0S9 シ ステ ムコ ー ル の すべ て と ほとん ど 
の BI0S シ ステ ムコ ー ル を 拡張 し て お り 、 こ の た め 386 ネイ ティ プ モ ー ド か ら そ れ ら を 直接 
利用 する こと が で きま す 。 し か し 、 プ ログ ラム に よっ て は マニ ュ ア ル に 記載 され て いな い 
MS-DO0S フ ァ ン クシ ョ ン に アク セス する こと を 必要 と し た り 、 シ ステ ム プ ー ト 時 に メモ リ に 
イン スト ー ル され る ネッ トワ ー ク ドラ イ バ と いっ た 別 の プロ グラ ム へ の シス テム コー ル を 
つく る 能力 が 必要 と な り ま す 。 

入出 力 用 に 汎用 レジ スタ ( セグ メン トレ ジス タ は 除く ) の み を 使用 する シス テム コー ル 
は 、 リ アル モー ド か ら と 同じ よう に 386 ネイ ティ プ モ ー ド か ら 利 用 で きま す XE.} 節 を 参照 )。 
も し シス テム コー ル が セグ メン トレ ジス タ を 使用 する な ら 、386 ネイ ティ ブ モ ー ド プロ グ 
ラム に 追加 処理 が 要求 され ます 。 

DOS-Extender の シス テム コー ル :2511h は 、 セ グ メ ント レジ スタ を 含む すべ で の レジ スタ 
を 使っ て リア ルモード 割込み を 発生 させ る の に 使わ れ ま す 。 ま た 、 リ アル モー ド 割 込み ハ 
ンド ラ が 残し た セグ メン トレ ジス タ の 値 を 返し ます 。 こ の シス テム コー ル は 、 リ アル モー 
ド で 発行 で きる すべ て の 割込み の 発行 を 可能 に し ます 。 

残り の 問題 は デー タ の バッ ファ リン グ で す 。 セ グ メ ント レジ スタ を 使用 する シス テム コ 
ー ル は 、 デ ー ク タク を 含む バッ ファ へ の ポイ ンタ を 必要 と する た め 、 通 常 デ ー タ の バッ ファ リ 
ング を し ます 。 リ アル モー ドコ ー ド が その アド レス を 示せ る よう に する た めこ の バッ ファ 
は LOW メモ リ に ある 必要 が あり ます 。LOW メモ リ に ある こと が 保証 され る デー タバ ッ フ ァ 
は 、LOW メモ リ に 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム の 一 部 分 を 強制 的 に ロー ド す る か (8.2. 
1) 、 ま た は メモ リ を 直接 禄 り 当て る た め に MS-D0S を コー ル し て (8.7 節 ) 割り 当て られ ま 
す 。 し か し お そら く 最 も 単純 な 方 法 は 、-CALLBUFS コマ ンド ライ ンス イッ チ を 使っ て 初期 
化 時 に LOW メモ リ 内 に デー タバ ッ フ ァ を 割り 当て 、 実 行 時 に シス テム ファ ンク ショ ン :250 
Dh を 使っ て デー タバ ッ フ ァ の リア ルモード と 386 ネイ ティ プ モ ー ド の アド レス を 獲得 する 
こと で す 。 

シス テム コー ル が デー タバ ッ フ ァ へ の ポイ ンタ を 返す 時 、 先 頭 の 1 MBP の LOW メモ リ を マ 
ッ ピ ング する セグ メン ト セ レク タ :0034h を 使っ て デー タ は アク セス で きま す 。 
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6.7 


LOW メ モリ の 割当 て 


MS-DOS の 標準 メモ リ 割 当て の シス テム コー ル (48h, 49h, 4Ah ) は DOS-Extender で すべ て 
操作 され ます 。 こ れ ら の シス テム コー ル は HIGH メ モリ また は LOW メ モリ の 両方 の メモ リプ 
ロッ ク を 割り 当て た り 解 放 で きま す 。DOS-Extender に よっ て 割り 当て られ る メモ リプ ロッ 
ク は 4KB メ モリ ペー ジ で 構成 され 、 物 理 的 に 連続 し て も し な く て も か まい ませ ん (第 7 章 
を 参照 ) 。 

プロ グラ ム に よっ て は LOW メ モリ 内 に ある か 、 ま た は 物理 的 に 連続 し て いる こと が 保証 
され る メモ リプ ロッ ク を 要求 し ます 。D0S-Extender は シス テム コー ル (25COh. 25C1h. 25C2 
h) に より MS-D0S メ モリ 割当 て 機能 を 呼び 出す 機能 を 提供 し て いま す 。 こ れ ら の シス テム 
コー ル で 割り 当て られ た メモ リ は 、 先 頭 1 MB の LOW メ モリ を 示す セグ メン ト セ レク タ : 00 
34h を 使い 386 ネイ ティ プ モ ー ド か ら も アク セス 可能 で す 。 

初期 化 時 に D05-Extender に LOW メ モリ を 残さ せる た め に は 、-MINREAL/-MAXREAL コマ ン 
ドラ イン スイ ッ チ で その 値 を 指定 する 必要 が あり ます 。 こ の 指定 が な いと 、 LOW メ モリ 割 
当て が で き な く な り 、"“out of memory error" が 返さ れ ま す 。 


4 1 





互換 性 


し 
本 





9.1 


8 2 


HIGH メ モリ の 割当 て 


DOS-Extender は 386 ネイ ティ ブ プ モ ー ド アプ リケーション プロ グラ ム に 対し 他 の プロ グラ 
ム が 使用 し な い HIGH メ モリ を 割り 当て る こと が で きま す 。 こ れ ら の メモ リ 割 当て 方 式 の 詳 
細 は 第 7 章 を 参照 し て くだ さい 。 

HIGH メ モリ を 使用 し て も 、HIGH メ モリ の 割当 て に 標準 の 方 法 を 用 いな い プ ビグ ゲラ ム が シ 
ステ ム に イン スト ー ル され て いる 場合 は 、 矛 盾 を 避け る た め D0S-Extender の 法衣 する HIGH 
メモ リ 量 を 市 限 す る 必要 が あり ます 。 こ の 制限 は 、HIGH メ モリ 内 の どの アド : ス が 他 の プ 
ログ ラム に よっ て 使用 され て いる か を 調べ 、 次 に -EXTLOW と -EXTHIGH の コマ ドラ イン ス 
イッ チ を 使っ て DOS-Extender の 使う HIGH メ モリ を 制限 する こと に よっ て 行わ む 評 す 。 


アド レス ライ ン 20 の 有効 化 


ハー ドウ ェ ア の アド レス ライ ン 20 を 有効 化 ま た は 無効 化す る 機能 を 持ち ます 。 ア ドレ ス 

ライ ン 20 が 無効 に され る と 、80386 に よっ て バス に 載せ られ る 物理 アド レス は 、 外 部 ハー 
ドウ ェ ア に よっ て 20 ビ ッ ト ま で に 切り 捨て られ ます 。 こ の 切り 捨て は 1 MB の アド レス ラッ 
プラ ウン ド に 依存 する MS-D0S プ ログ ラム と 互換 を 維持 する た めで す 。 し た が っ て 、 ア ドレ 
スラ イン 20 は MS-D0S5 の リア ルモード 実行 中 は 無効 と な り ま す 。386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ 
グラ ム を 正しく 動作 させ る に は アド レス ライ ン 20 は 、 1 MB を 超え る メモ リ を アク セス で き 
る よう に する た め 、 有 効 に し て お く 必 要 が あり ます 。 省略 時 、D0S-Extender は 、 初 期 設 定 
時 に アド レス ライ ン 20 を 有効 に し 、 ア プリ ケー ショ ンプ ログ ラム 実行 中 は 有効 の まま に し 
て お きま す 。 プ ログ ラム が 終了 する と 、D0OS-Extender は アド レス ライ ン 20 を 最初 の 設 
(有効 また は 無効 ) に 戻し ます 。 

-A20 コ マン ドラ イン スイ ッ チ は 、00S-Extender に 対し て 386 ネイ ティ プ モ ー ド の 切換 時 
に アド レス ライ ン 20 を 有効 に し 、 リ アル モー ド の 切換 時 に は 無効 に な る よう に 強制 し ます 。 
この スイ ッ チ を 使う 理由 は 二 つ あ り ま す 。 

第 一 は 、 1 MB の アド レス ラッ プラ ウン ド に 依存 する リア ルモード プロ グラ ム を 386 ネイ 
ティ プ モ ー ド プロ グラ ム の 実行 中 に 動作 可能 に する た めで す (つま り 、 終 了 後 も 常駐 する 
プロ グラ ム が 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム か 実行 する リア ルモード プロ グラ ム の ど ち 
ら か で ある た め ) 。 た だ し 、 こ の よう な こと は あま りあ り ま せん 。 


4 2 


第 二 の 理由 は 、D0S-Extender ア プリ ケー ショ ン が 実行 中 に -A20 を 有効 また は 無効 に で き 
る メモ リ 常 駐 プ ログ ラム と 互換 を 維持 する た めで す 。HIGH メ モリ アク セス プロ グラ ム 、 た 
と えば RAM ディ スク ドラ イ バ ま た は ディ スク キャ ッシュ ドラ イ バ な ど が これ を 行う 必要 が 
ある か も 知れ ませ ん 。 こ れ ら の プロ グラ ム の 大 多数 は 、BI05 の プロ ッ ク 移 動 関数 コー ル を 
使っ て 拡張 メモ リ に アク セス し ます 。 DO0S-Extender は これ ら の BIO0S コ ー ル を 横取り し 、 
コー ル 終 了 後 に A20 を 再び 有効 に し ます の で 、 こ れ は 問題 に な り ま せん 。 た だ し 、 こ れ ら 
の プロ グラ ム の 一 部 は 標準 以外 の 方 法 で HIGH メ モリ に アク セス する の で 、 そ の よう な プロ 
グラ ム に よっ て A20 が 無効 に され た こと を DOS-Extender は 検出 で きま せん 。 こ の メモ リ 常 
駐 プ ログ ラム が シス テム に イン スト ー ル され て いる 場合 に は 、D0S-Extender の 実行 時 、-A 
20 ス イッ チ を 使用 する 必要 が あり ます 。 
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付 
386 | DOS-Extender 
5 の < コマ ンド ライ ン 


RUN386 switches name param(S) 





switches 3861D0S-Extender の デフ ォ ル ト の 動作 を 変更 する た め の オ プシ ョ ン 指 
定 の コマ ンド ライ ンス イッ チ 


name 実行 する .EXP フ ァイル また は .REX ファ イル の 名 前 
Daram(S) コマ ンド ライ ン パ ラメ ー タ が ネイ ティ プ モ ー ド アプ リケーション プロ グ 
ラム に 渡さ れ ま す 。 
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エラ アー メッ 一 ジ 





DO0S-Extender で 発生 の 可能 性 の ある エラ ー を 、 そ の 原因 と 処置 と 共に 以下 に 示し ます 。 
エラ ー メ ッ セ ー ジ は アル ファ ベッ ト 順 に 説明 し ます 。 





エラ ー:? Can't open executable file : filename 
原因 : 在 し な い .EXP、.EXE ま た は .REX の ファ イル を 実行 し よう と し た 。 
処 暫 : 1).EXP フ ァイル の 名 前 の 綴り を 直す 。 

2).EXP フ ァイル の ある 正しい ディ レク トリ 名 を 指定 する 。 

3)SS6 | LINK で . EXP フ ァイル を 作成 する 。 





エラ ー :?2Error reading file : filename 
原因 : .EXP フ ァイル が 壊れ て いる 
処 加 : リン クエ ラー の な いこ と を 確認 し て 、.EXP フ ァイル を 再 構築 する 。 





エラ ー : ? Insufficient memory to load program 
原因 : 使用 可能 な メモ リ よ り プ ログ ラム の 方 が 大 きい 
処置: 1) プ ログ ラム を 縮小 する 。 

2) メ モリ を 追加 する 。 

3) メ モリ 常駐 プロ グラ ム を シス テム か ら 削 除 す る 。 





エラ ー : ? Load error 

原因 : MS-D0S が リア ルモード .EXE フ ァイル を ロー ド し よう と し た 時 に 原因 不明 の エラ 
ー が 発生 し た 。 

処置 : シス テム を 再 プ ー ト する 。 





エラ ー:2Missing file name 
原因 : 実行 する 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム を 指定 せ ず に 、DOS-Extender を 実行 


し よう と お し た 。 
処置 : 実行 する プロ グラ ム を 収め た .EXP フ ァイル の 名 前 を 指定 する 。 





エラ ー : ? Not an executable file : filename 
原因 : ファ イル が .EXP、.EXE ま た は . REX の 形式 の ファ イル で は な い 。 








付 
天 80386 プロ グラ ム 例 





386 | ASM/LINK の 提供 ディ スク に は 、386 ネイ ティ プ モ ー ド MS-DO0S ア プリ ケー ショ ンプ 
ログ ラム の いく つか の 例 が 格納 され て いま す 。 各 プロ グラ ム は 、(1) フ ァイル 名 拡張 子 “.A 
SM" を 持つ アセ ンプ リ 語 ソー スコ ー ド ファ イル 、(2) フ ァイル 名 拡張 子 “.EXP" を 持つ 386 
ネイ ティ プ モ ー ド タス クイ メー ジ お よび (3) フ ァイル 名 拡張 子 ". BAT" を 持ち プロ グラ ム の ア 
セン プル と リン ク に 使用 可能 な MS-DO0S バ ッ チ ファ イル の 三 つ の ファ イル と し て 提供 され ま 


す 。 


これ ら の プロ グ ゲ グラム 例 に よっ て 、 シ ステ ムコ ー ル を 行う 386 ネ イ テ ィ プ モ ー ド アプ リ ケ 
ーション プロ ッ ラ ム の 基本 的 な 橋 造 を 具体 的 に 理解 で きま す 。 各々 の プロ グラ ム 例 に つい 
て 以下 に 簡 半 に 説明 し ます 。 


RMHELLO 


HELLO 


ECHO 


SCRTEST 


80386 命令 と 32 ビ ッ ト 命 令 オ ペラ ンド を 使用 する 簡単 な り ア ルモード プロ 
グラ ム 。 


文字 列 "Hello world" を 画面 に 表示 する 簡単 な アプ リケーション 。 こ の プ 
ログ ラム 例 は MS-D0S9 シ ステ ムコ ー ル の 方 法 を 示し ます 。 


コマ ンド ライ ン 引 数 を 画面 に ヒ に コー す る プロ グラ ム 。 こ の プロ グラ ム 例 は 
386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム か ら MS-DO0S コ マン ドラ イン に アク セス す 
る 方 法 を 示し ます 。 た と えば 、 以 下 の コ マン ド 

RUN386 ECHO TESTING 1 2 3 

は 、 画 面 に “TESTING 1 2 3" を 表示 し ます 。 

この プロ グラ ム は 、 セ グ メ ント セレ クタ 00ICh を 使用 し て 386 ネ イ テ ィ プ ブ 
モー ド プ ログ ラム か ら 物 理 画面 メモ リ へ 直接 アク セス する 方 法 を 示し ます 。 


この プロ グラ ム を 実行 する と 、 画 面 が クリ ア さ れ 、PC 文 字 セ ッ ト が 画面 上 
の メッ セー ジ ボ ッ クス 内 に 表示 され ます 。 
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《 こ の プロ グラ ム 例 は 、 そ の まま で は アセ ンプ ブル し て 動作 可能 な も の で は 
あり ませ ん 》 


DOSDEMO この プロ グラ ム は 386 ネ イ テ ィ プ モ ー ド か ら 種 々 の MS-DOS シ ステ ムコ ー ル 
(画面 、 キー ボー ド と ファ イル 入出 力 ) を 実行 し ます 。 
《 こ の プロ グラ ム 例 は 、 そ の まま で は アセ ンプ ブル し て 動作 可能 な も の で は 


あり ませ ん 》 


TAIL 本 文 の 8.5.1 項 で 説明 し た 、Microsoft マウ ス 使用 の リア ルモード と ネイ 
ティ プ モ ー ド 混用 プロ グラ ム 。 
《 こ の プロ グラ ム 例 は 、 そ の まま で は アセ ンプ ブル し て 動作 可能 な も の で は 
あり ませ ん 》 
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MS-DOS シ ステ ムコ ー ル 








MS-D0S5 シ ステ ムコ ー ル は 、 20h か ら 3Fh ま で の ソフ トウ ェ ア 割 込み に よっ て 行わ れ ま す 。 
/ パラ メー タ は レジ スタ に よっ て 受け 渡さ れ 、 結 果 を 返す レジスタ 以 外 は すべ て コー ル を 通 
じ て 保 持 さ れ ま す 。 本 付録 で は 、 使 用 で きる すべ て の MS-D0S シ ステ ムコ ー ル を 説明 し ます 。 
「 釧 込 み に よ っ て は 二 つ 以 上 の ファ ンク ショ ン を 実行 する 割込み ちい くつ か あり 、 入 力 の 一 

つ (通常 、AH レ ジス タ の 値 ) は 実行 し た い フ ァ ン クシ ョ ン の ファ ンク ショ ンコ ー ド で す 。 
マニ ュ ア ル に 記載 され て いな い MS-DOS 割込み と 多重 ファ ンク ショ ン 割 込み 用 ファ ンク シ 
ョ ン が DOS に 成 さ れる 時 、 す べ て の 汎用 レジ スタ の 値 は 変わ り ま せん が 、DS と ES の セグ メ 
ント レジ スタ の 内 容 は 破壊 され ます (本 文 の 第 6.1 節 参照 )。 
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表 MS-D0S シ ステ ムコ ー ル 一 覧 


割込み 番号 | 772 ク ショ ッ 番 号 | ファ ンク ショ ン 概 要 


00h プロ グラ ム 終 了 


直接 コン ソー ル 入 出力 【 注 】 





【 注 】 ruTOWNS で は コン ソー ル 出 力 は され な いこ と に 注意 


5 0 












べ ベリ ファ イフ ラグ の 設 

ディ スク 転送 アド レス の 入手 
64 

較 







MS-DOS デ ィ ス ク プ ロッ ク の 入手 

33h |CRTL/C( チ ェ ッ ク フ ラ グ の 入手 と 設定 | 

21h 割込み ベク タ の 入手 | w | 

本 上 ICPCCTXGCY 間 還 
zih 国情 報 の 入手 また は 放 

サ プ デ ィ レ クト リ の 作成 lg | 
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cool ファ ンク ショ ン 概 要 
Hm leee 
内 ーー 


ファ イル の クロ ー ズ 













ファ イル また は デバ イス の 読出 し 


3Fh 










40h ファ イル また は デバ イス へ の 書込み 












」 os 















2 1h ファ イル の 削除 
2 1h 42h | ファ イル の シー ク 

21h 43h | ファ イル 属性 の 入手 また は 設 73 
21h 44h イス 入出 力 の 制御 73 











ハン ドル の 二重化 
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な し ディ スク の 絶対 モー ド で の 書込み 88 
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=』 


な し 終了 後 の メ モリ 常駐 プロ グラ ム 
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割込み 番号 27 ファ ンク ショ ン 概 要 


プリ ント スプ ー ラ 


oon イン スト ー ル 情報 の 入手 
| oun | ラ zrwo ア リッ ト 還 


| 0zh le か so フ ァイル の 削除 ロ 


全 フ ァイル の 取消 し 
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INT 20h プロ グラ ム 終 了 





入力 な し 


出力 な し 
この プロ グラ ム 終 了 コ ー ル は 、D0S-Extender に よっ て INT2lhh フ ァ ン クシ ョ ン 4Ch 終了 コ 
ー ル に 変換 され る 。 この 時 、FFh の リタ ー ン コー ド が レジ スタ AL に ロー ド さ れる 。 





INT 21h MS-DOS シ ステ ム サ ー ビ ス 





INT 2ih の コー ル は 、MS-DO0S シ ステ ム サ ー ビ ス を 要求 する 場合 に 使用 され る 。 希望 の シ 
ステ ム フ ァ ンク ショ ン の 番号 が AH レジ スタ に よっ て 渡さ れる 。 正しく 動作 する ほとん ど 
の D0S プロ グラ ム は 、 こ の MS-DO0S イ ンタ ー フ ェ イ ス を 使用 する 。 











INT 21h 

A=00h プロ グラ ム 終 了 
入力 な し 
出力 な し 


この プロ グラ ム 終 了 コ ー ル は 、00S-Extender に よっ て 、INT 21h ファ ンク ショ ン 4C( 終 子 
コー ル に 変換 され る 。 リ ター ンコ ー ド FFh が AL レジ スタ に ロー ド さ れる 。 








INT 21h 
AH=01h 文字 入力 と エコ ー 
入力 な し 
出力 AL=8 ビ ッ ト 文 字 


標準 入力 装置 (通常 、 キ ー ボ ー ド ) か ら 文 字 を 読み 込み 、 そ れ を 標準 出力 装置 (通常 、 
ディ スプ レイ ) に 表示 する 。 入力 バッ ファ に 文字 の な い 場 合 、 こ の 関 数 は すぐ に 戻ら ず に 、 
文字 が 入力 され る まで 待つ 。 








入力 DL8 ビ ッ ト 文 字 





出力 な し 


指定 され た 文字 を 標準 出力 装置 (通常 、 デ ィ ス プレ イ ) に 出力 する 。 





AH=03h 補助 入力 





入力 な し 
出力 AL=8 ビ ッ ト 文 字 


標準 補助 装置 (通常 、 シ リア ル 通 信 ポ ー ト 1 ) か ら 文字 を 読み 込む を 。 


AH=04h 補助 出力 





入力 DL=8 ビ ッ ト 文 字 





出力 な し 


指定 され た 文字 を 標準 補助 装置 (通常 、 シ リア ル 通 信 ポ ー ト 1 ) に 出力 する 。 





AH=05h プリ ンタ 出力 





入力 DL=8 ビ ピット 文 字 





出力 な し 


標準 リス ト 装 置 (通常 、 パ ラ レ ル ポー ト 1 ) に 文字 を 出力 する 。 
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INT 21h 
骨 =06h 直接 コン ソー ル 入 出力 





入力 DLFFh (文字 を 読み 込む 場合 ) 
=00h-FEh (指定 され た 文字 コー ド を 出力 する 場合 ) 





出力 入力 要求 で 文字 が 入力 バッ ファ に ある 時 : 
Zero Flag= ク リア 
AL=8 ビ ッ ト 文 字 
入力 要求 で 文字 が 入力 バッ ファ に な い 時 : 
Zero Flag= セ ッ ト 
文字 出力 の 時 : 
な し 


標準 入力 装 四 (通常 キー ボー ド ) か ら 待 た ず に 文字 を 読み 込む か 、 標 準 出力 装置 (通常 
ディ スプ レイ ィ : に 、FFh 以外 の 任意 の 文字 を 出力 する 。 

















INT 21h 

07h フィ ル タ さ れ な い 文 字 入力 
入力 な し 
出力 AL=8 ビ ッ ト 文 字 


標準 入力 装置 (通常 キー ボー ド ) か ら 入 力 し た 文字 の エコ ー を せ ず に 文字 を 読み 込む 。 
入力 バッ ファ に 文字 の な い 場 合 入力 され る まで 待つ 。CTRL-C ま た は CTRL-BREAK 文 字 の 特別 
な 処理 は 行わ な い 。 








入力 な し 





出力 AL=8 ビ ッ ト 文 字 


標準 入力 装置 (通常 キー ボー ド ) か ら エ コー せ ず に 文字 を 読み 込む 。 入 力 バ ッ フ ァ に 文 
字 が な い 場 合 入力 され る まで 待つ 。 
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AH=09h 文字 列 の 出力 
入力 DS:EDX= 出 力 する 文字 列 の ポイ ンタ 
出力 な し 


指定 され た 文字 列 (末尾 の 文字 は ASCII の '$ で な けれ ば な ら な い ) を 標準 出力 装置 
(通常 画面 ) に 出力 する 。 








INT 21h 
AH=0Ah バッ ファ 付き 入力 
入力 DS:EDX ニ = データ を 読み 込む バッ ファ の ポイ ンタ 
出力 な し 


1 行 分 の 入力 を 標準 入力 装置 (通常 キー ボー ド ) か ら 読 み 込 みそ れ ぞ バッ ファ に 入れ る 。 
この ファ ンク ショ ン を 呼出 す プ ログ ラム は バッ ファ の 先頭 1 バイ ト に バッ ファ の 最大 数 を 
設定 する 必要 が ある 。 2 バイ ト 目 は 実際 に 入力 され た デー タ の バイ ト 刺 〈 優 帰 文字 は 除 
く ) が 設定 され 、 実 際 の デー タ は 3 バイ ト 目 移行 に 設定 され る 。 











INT 21h 
AH=0Bh 入力 ステ ー タ ス 入 手 

入力 な し 

出力 AL=0Oh (文字 が な い ) 


=FFh (文字 が ある ) 


標準 入力 装置 (通常 キー ボード) の ステ ー タ ス を 返す 。 
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凡 =OCh バッ ファ の フラ ッシュ と 入力 





入力 AL 三 呼出 す 入 力 フ ァ ン クシ ョ ン の 番号 
DS : EDX モバ ッ フ ァ の ポイ ンタ (ファ ンク ショ ン OAh の 場合 ) 





出力 刀 ー 読 み 込ま れ た 文字 (ファ ンク ショ ン OAh 以外 ) 


入力 バッ ファ を フラ ッシュ し 、 次 に 指定 され た MS-DOS の ファ ンク ショ ン (O1h. 06h. 07h。 
08h また は OAh) を 実行 する 。 


























INT 21h 
旭 =0Dh ディ スク リセ ッ ト 
入力 な し 
出力 な し 
ディ スク の すべ て の ファ イル バッ ファ を フラ ッシュ する 。 
INT 21h 
AH=OEh デフ ォ ル トディ スク の 選択 
入力 DL ニ = ドラ イブ 番号 (0=A:, 1=B: な ど ) 
出力 AL= テ シス テム の 論理 ドラ イプ の 数 
ディ スク 入出 力 に 用 いら れる デフ ォ ル ト の ディ スク を 選択 し 、 シ ステ ム の 論理 ドラ イブ 
の 総数 を 返す 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーTTTOTOOOOOOooooooooo 
INT 21h 
妖 0Fh-17h FCB を 使用 し た ファ イル 入出 力 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ン ーー 
D0S-Extender は FCB (ファ イル 制御 プロ ッ ク ) を 使用 する MS-D0S フ ァイル 入出 力 ファ ン 
クシ ョ ン を サポ ー ト し な い 。 代 わり に ハン ドル ベー ス の ファ イル 入出 力 機能 を 使用 し な け 
れ ば な ら な い 。 











AH=19h デフ ォ ル トディ スク の 入手 
入力 な し 
出力 AL= ニ ドラ イブ 番号 (0=A:,1=B: な ど ) 


ディ スク 入出 力 用 の カレ ント の デフ ォ ル トディ スク を 返す 。 








INT 21h 
AH=1Ah ディ スク 転送 アド レス の 設定 
入力 DS:EDXYs デー タク バッファ の ポイ ンタ 
出力 な し 


ディ スク 転送 アド レス (DTA) を 指定 され た バッ ファ に 設定 する 。 こ の バッ ファ は 、 最 低 
限 、 使 用 する 機能 に と っ て 十分 な 大 き さ が な く て は な ら な い 。 こ の バッ プッ ァ を 使用 する フ 
ァ ン クシ ョ ン は 、4Eh( 最 初 に 一 致す る ファ イル の 探索 ) と 4Fh( 次 に 一 致す る ファ イル の 探 
索 ) だ け で ある 。 こ れ ら の 関数 は 、 デ ー タ バッ ファ 内 の 43 バ イト を 使用 する 。 

呼出 し 元 プ ログ ラム の DTA バ ッ フ ァ が LOW の メモ リ 内 に な い 場 合 が ある の で 、009S-Exte 
nder は 別 の 128 バ イト DTA バ ッ フ ァ を 持っ て いる 。 DTA バ ッ フ ァ を 使用 する シス テム コー 
ル が 行わ れる と 、D0S-Bxtender は 、 ま ず DO05 を 呼出 し DTA バ ッ フ ァ を その 内 部 バッ ファ に 
設定 する 。 フ ァ ン クシ ョ ン が デー タ を バッ ファ で DO0S に 渡す 場合 に は 、 呼 出し 元 プ ログ ラ 
ム の DTA バ ッ フ ァ か ら 内 部 デー タバ ッ フ ァ に デー タ を コピ ー す る 。 その後 、 指 定 さ れ た NIS 
-DO0S シ ステ ムコ ー ル を 行う 。 最 後に 、 フ ァ ン クシ ョ ン が デー タ を DTA バ ッ フ ァ に 返す 場合 
その デー タ は 呼出 し 元 プ ログ ラム の DTA バ ッ フ ァ に コピ ー さ れる 。 

プロ グラ ム が 最初 に ロー ド さ れる 時 、 デ フォ ルト と し て プロ グラ ム の PSP 内 の オフ セッ 
ト 80h か ら 始 まる 128 バ イト の 領域 が DTA バ ッ フ ァ に 指定 され る 。 
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尋 =1Bh デフ ォ ル ト の ディ スク サイ ズ 情 報 の 入手 





入力 な し 





出力 AL= セク タ 数 プク ラス タ 
DS : EBX= FAT 識別 バイ ト の ポイ ンタ 
CX= 物理 セク タ の サイ ズ (単位 バイ ト ) 
DX= クラ スタ 数 ディ スク 


現在 の デフ ォ ル トディ スク ドラ イプ の サイ ズ 情 報 を 返す 。 





AH1Ch ディ スク サイ ズ 情 報 の 入手 








入力 DL= ドラ イブ プ 番 号 (0 現在 の 省略 値 、1=A:, 2=B: な ど ) 


出力 AL= セク タ 数 / ク ラス タ 
03 : EBX= FAT 識別 バイ ト の ポイ ンタ 
CX= 物理 セク タ の サイ ズ (単位 バイ ト ) 
9X= クラ スタ 数 / デ ィ ス ク 


旨 定 され た ディ スク ドラ イブ の サイ ズ 情 報 を 返す 。 





INT 21h 
旭 =21h ご 24h FCB を 用 いた ファ イル 入出 力 





DOS-Extender は FCB (ファ イル 制御 プロ ッ ク ) を 使用 する MS-DOS フ ァイル 入出 力 機能 を 
サポ ー ト し な い の で 、 代 わり に 、 ハ ンド ル ベ ー ス ファ イル 入出 力 関 到 を 使用 し な けれ ば な 
ら な い 。 





INT 21h 
H=25h 割込み ベク タ の 設定 





MS-DOS の 割込み ベク タ 入 手 と 設定 の ファ ンク ショ ン に 代わ っ て 、DOS-Extender シ ステ ム 
コー ル が 使用 され る 。 こ れ ら の シス テム コー ル に つい て は 、 付 録 E を 参照 。 
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INT 21h 
AH=26h PSP の 作成 





DOS-Extender は この 旧式 の ファ ンク ショ ン を サポ ー ト し な い 。 





INT 21h 
AH=27h…29h FCB を 用 いた ファ イル 入出 力 





DOS-Extender は FCB (ファ イル 制御 ) を 使用 する MS-DOS フ ァイル 入出 力 フ ァ ン クシ ョ ン 
を サポ ー ト し な い の で 、 代 わり に 、 ハ ンド ル ベ ー ス ファ イル 入出 力 フ ァ ン クシ ョ ン を 使用 














する 必要 が ある 。 
INT 21h 
AH=2Ah シス テム 日 付 の 入手 
入力 な し 
出力 AL= 曜日 (0 日 曜 、1= 月 曜 な ど ) 
CX= 年 (1980-2099) 
DH= 月 (1-12) 
DL= 日 (1-31) 
現在 の シス テム 日 付 を 返す 。 
INT 21h 
AH=2Bh シス テム 日 付 の 設定 
入力 CX= 年 (1980-2099) 
DH= 月 (1-12) 
DL= 日 (1-31) 
出力 AL=00Oh (日 付 が 設定 され た ) 


=FFh (日 付 が 無効 で ある ) 


シス テム 日 付 を 指定 され た 年 月 日 に 設定 する 。 
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峰 2Ch シス テム 時 間 の 入手 
本 
入力 な し 
出力 CH= 時 (0-23) 
CL= 分 (0-59) 
DH= 秒 (0-59) 


DL= 1/100 秒 (0-99) 

















現在 の シス テム 時 間 を 返す 。 
INT 21h 
財 =2Dh シス テム 時 間 の 設定 
入力 CH= 時 (0-23) 
(= 分 (0-59) 
唄 = 秒 (0-59) 
DL= 1/100 秒 (0-99) 
出力 AL=00h (時 間 が 設定 され た ) 
=FFh (時 間 が 無効 で ある ) 
シス テム 時 間 を 指定 され た 時 間 に 設 定 する 。 
INT 21h 
尋 =2Eh ベリ ファ イフ ラグ の 設定 
入力 AL=00h (ベリ ファ イフ ラグ を オフ に する 場合 ) 
=01h (ベリ ファ イフ ラグ を オン に する 場合 ) 
出力 な し 


シス テム ベリ ファ イフ ラグ (ディ スク に 書き 込ま れ た デー タ を 自動 的 に 検証 する た め の 
フラ グ ) を 、 指 定 さ れ た と お り に 設定 する (この 動作 で 、 性 能 が 低下 する ) 。 
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=2Fh ディ スク 転送 アド レス の 入手 
入力 な し 
出力 ES:EBX=DTA バ ッ フ ァ の ポイ ンタ 


プロ グラ ム 用 の 現在 の ディ スク 転送 アド レス (DTA) バ ッ フ ァ の ポイ ンタ を 返す 。 








INT 21h 
AH=30h MS-DOS と DOS-Extender の バー ジョ ン 番 号 の 入手 
入力 EBX="PHAR_ (MS-D0S バ ー ジ ョ ン に 加え て 、D0S-Extender バ ー ジ ョ ン 
を 入手 する 場合 ) 
= 他 の 任意 の 値 (MS-D0S バ ー ジ ョ ン だ け 入 手 す る 場合 
出力 AL = MS-DO0S メジ ャ ー バ パー ジョ ン 番 号 (2 進 ) 


AH = MS-DOOS マイ ナー バー ジョ ン 番 号 (2 進 ) 
EBX<16-31 ビッ ト > = "DX"( DOS-Extender 用 ) 
DOS-Extender の バー ジョ ン が 要求 され た 時 は 、 以 下 の 値 が 返る 。 
BL = DO5-Extender メジ ャ ー バ パー ジョ ン 番 号 (ASCII) 
BH = DOS-Extender マイ ナー バー ジョ ン 番 号 (ASCII) 
EAX<16-23 ビッ ト >= DOS-Extender バー ジョ ン レ ター サ プ コ ー ド (ASCII) 
また は ASCI1 空白 文字 
EBX<24-31 ビッ ト >= ASCII 空 白 文 字 


ECX = 環境 
= "DOS" な ら MS-D0S の み の 環 境 
EDX = 0 


この ファ ンク ショ ン は MS-D0S バ ー ジ ョ ン 番 号 と DOS-Extender の 存在 を 示す サイ ン と を EA 
X レジ スタ の 上 位 ワ ー ド に 返す 。 加 えて DO0S-Extender バ ー ジ ョ ン 番 号 が 要求 され た 場合 、 
バー ジョ ン 番 号 が EBX に 返さ れ 、ECX と EDX は 将来 の 拡張 に 備え て 確保 され る 。DO0S-Exte 
nder バ ー ジ ョ ン 番 号 は ASCII で 返さ れる 。 そ の 形式 は 、EBX レジ スタ の 内 容 を メモ リ に 格 
納 し 、 そ れ を ASCII 文 字 列 と し て 操作 で きる 形式 で ある 。 た と えば 、D0S-Extender の バー 
ジョ ン 1.2 は 、 文字 列 ~12" を EBX に 返す 。 バージョ ン レ ター サ プ コ ー ド は 、D0O5S-Extend 
er の 内 部 イン クリ メン タル リリ ー ス に だ け 使 用 され る 。 
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凡 31h メモ リ 常 駐 (TSR) プロ グラ ム 指 定 
ーー 
入力 AL = リタ ー ン コー ド 
出力 な し 


この 機能 で は 制御 は D0S に 戻る が . プロ グラ ム お よび DOS-Extender は メモ リ 中 に 常駐 さ 
れ た まま で 、 オ ー プ ン さ れ た ファ イル も その まま オー プン され た まま の 状態 に な る 。TSR 
プロ グラ ム は LOW/HIGH メ モリ と も 別 の プロ グラ ム で 利用 で きる よう に で きる だ け 解 放す る 
必要 が ある 。TSR プロ グラ ム の 詳細 は 8.8 節 を 参照 の こと 。 





INT 21h 
央 32h MS-DOS デ ィ ス ク ブ ロッ ク の 入手 
入力 0L= ドラ イブ 番号 (0= 省 略 値 、1=A: な ど ) 
出力 ドラ イブ が 存在 する 場合 : 
AL=00h 
DS:EBX= MS-DO0S デ ィ ス ク プ ロッ ク の ポイ ンタ 
ドラ イブ 番号 が 無効 の 場合 : 
AL=FFh 
指定 され た ドラ イプ ブ の MS-DO0S デ ィ ス ク プ ロッ ク の ポイ ンタ を 返す 。 ディ スク プロ ッ ク は 
以下 の 情報 が ある 。 


ォ 7 も セッ ト 























00h BYTE | ドラ イブ 番号 (0=A:, 1=B: な ど ) 

Oh BYTE | ドラ イ バ 内 の ユニ ッ ト 

02h WORD | バイ ト 数 / セク タ 

04h BYTE | セク タ 数 / クラ スタ か ら 1 を 引い た 値 
05h BYTE | クラ スタ か ら セ クタ へ の シフ ト 

06h WORD | 確保 され た セク タ の 数 

08h BYTE | ファ イル 割当 て テー プル の エン トリ 数 
09h WORD | ルー ト ァ 2 トリ の エン トリ 数 

0Bh WORD | クラ スタ 2 の セク タ 番 号 

ODh WORD | クラ スタ の 数 に 1 を 加え た 値 

OFh BYTE [FAT 用 の セク タ 

10h WORD | 7 げ (L21 リ の セク タ 番 号 

12h DWORD | ドラ イプ ヘッダ の 7ME- ド アド レス 

16h BYTE | 媒体 712297》9 バイ ト 

17h BYTE | ディ スク が アク セス され た 場合 ゼロ 
18h DWORD | 次 の 0D005 ディ スク プロ ッ ク の 7 ル - ド アド レス 
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INT 21h 
AI=33h CTRL/C チ ェ ッ ク フ ラ グ の 入手 と 設定 





入力 フラ グ を 人 入手 する 場合 : 
AL=00h 
フラ グ を 設定 する 場合 : 
AL=OIh 
DL=00h (CTRL/C チ ェ ッ ク を オフ に する ) 
=01h (CTRL/C チ ェ ッ ク を オン に する ) 





出力 DL00h (CTRL/C チ ェ ッ ク が オフ の 場合 ) 
=O1h (CTRL/C チ ェ ッ ク が オン の 場合 ) 


MS-DOS CTRL/C チェ ッ ク フ ラグ の ステ ー タ ス の 入手 また は 設定 する 。 





INT 21h 
AH=35h 割込み ベク タ の 入手 

MS-D0S の 割込み ベク タ 入 手 と 設定 の 機能 は 、386 | D0S-Extender シ ステ ムコ ー ル に 置き 
換 そ えら れる 。 こ れ ら の シス テム コー ル に つい て は 、 付 録 E を 参照 の こと 。 








AH=36h ディ スク 使用 可能 スペ ー ス の 入手 
ーー 
入力 DL= ニ ドライブ 番号 (0 現在 の 省略 値 、1A=:, 2=B: な ど ) 
トー 
出力 ドラ イブ 番号 が 無効 な 場合 : 
AX 三 FFFFh 
ドラ イブ 番号 が 有効 な 場合 : 


AX ニセ クタ 数 / クラ スタ 

BX 三 使用 可能 な ディ スク クラ スタ の 数 
CX ニ バ イト 数 / セク タ 

DX= ニ クラ スタ 数 / ディ スク 


ディ スク サイ ズ 情 報 と 、 デ ィ ス ク の 使用 可能 量 を 返す 。 
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INT 21h 
旭 =38h 国情 報 の 入手 また は 設定 





入力 AL 三国 の 選択 
三 00h (現在 の 国 の 場合 ) 
三 O1h-FEh(255 未満 の 国 コ ー ド の 場合 ) 
ーーFFh (BX 内 の 国 コ ー ド の 場合 ) 
BX 三 国 コ ー ド (255 以 上 の 国 コ ー ド の 場合 ) 
現在 の 国情 報 を 入手 する 場合 : 
DS:EDX=34 バ イト バッ ファ の ポイ ンタ 
現在 の 国 を 設定 する 場合 : 
EDX ニ FFFFFFFFh 


出力 正常 終了 : 

キャ リー フラ グ = テ クリ ア 

現在 の 国情 報 を 入手 する 場合 : 
DS:EDX の バッ ファ に 入れ られ る 

エラ ー 終 了 : 

キャ リー フラ グ ニ テ セ ッ ト 

AX ニー エ ラー コー ド 
ーー 2 の 時 、 国 コー ド が 無効 で ある 。 


MS-D0S に よっ て 使用 され て いる 現在 の 国 を 入手 また は 設定 する 。 バ ッ フ ァ に 格納 され る 
デー タ の 形式 は 、 参 考 文献 一 3 を 参照 の こと 。 











INT 21h 
如 =39h サブ ディ レク トリ の 作成 
入力 DS:EDX= 未 尾 が ゼロ の パス 名 の ポイ ンタ 
出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ = テ クリ ア 
エラ ー 終 了 : 


キャ リー フラ グ ニ = テ セ ッ ト 
AX ニー エ ラー コー ド 
三 3 : パス が な か っ た 
5 : アク セス が 拒否 され た 


指定 され た 位置 に サ プ デ ィ レ クト リ を 作成 する 。 
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AH=3Ah サブ ディ レク トリ の 削除 
入力 DS:EDX ニ 末尾 が ゼロ の パス 名 の ポイ ンタ 
出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ ニ ク リア 
エラ ー 終 了 : 


キャ リー フラ グ = ニ セット 
AX= ニ エラ ー コ ー ド 
3 : パス が な か っ た 
ーー 5 : アク セス が 拒否 され た か ディ レク トリ が 空 で ある 
ー16 : カレ ント ディ レク トリ で ある 


指定 され た サ プ デ ィ レ クト リ を 削除 する 。 こ の ディ レク トリ は 空 で な く て は な ら な い 。 
また 、 カ レン トディ レク トリ で あっ て は な ら な い 。 





INT 21h 
AH=3Bh カレ ント ディ レク トリ の 設定 
入力 DS:EDX= 未 尾 が ゼロ の パス 名 の ポイ ンタ 
出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ = テ クリ ア 
エラ ー 終 了 : 


キャ リー フラ グ ニ = テ セッ ト 
AX= ニ エラ ー コ ー ド 
3 : パス が な か っ た 


現在 の カレ ント ディ レク トリ を 指定 され た ディ スク ドラ イブ と パス に 設定 する 。 








ファ イル の 作成 





入力 CX テニ ファ イル 属性 
三 0 : 通常 ファ イル 
ー 1 : 読出 し 専用 ファ イル 
三 2 : 隠し ファ イル 
4 : シス テム ファ イル 
DS:EDX= 未 尾 が ゼロ の ファ イル 名 の ポイ ンタ 





出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ = テ クリ ア 
AX= ニ ファ イル ハン ドル 
エラ ー 終 了 : 
キャ リー フラ グ ニ テ セ ッ ト 
AX ニ エ ラ ー コ ー ド 
ー 3 : パス が な か っ た 
4 : オー プン ファ イル が 多 過 ぎる 
ーー 5 : アク セス が 拒否 され た 


現在 の カレ ント ディ レク トリ また は 指定 され た ディ レク トリ に ファ イル を 作成 し 、 以降 


の ファ イル 入出 力 コー ル で 使用 され る ファ イル ハン ドル を 返す 。 フ ァイル が 既に 存在 し て 
いる 場合 に は 、 そ の ファ イル が オー プン され ファ イル の 大 き さ を 0 に する 。 
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INT 21h 
AH=3Dh 


ファ イル の オー プン 





入力 AL= ニ アク セス と ファ イル シェ アリ ング (参考 文献 一 3 を 参照 ) 
DS:EDX= 末 尾 が ゼロ の ファ イル 名 の ポイ ンタ 





出力 正常 終了 : 

キャ リー フラ グ = テ クリ ア 

AX= ニ ファ イル ハン ドル 

エラ ー 終 了 : 

キャ リー フラ グ ニ = ニセ ッ ト 

AX= ニ エラ ー コ ー ド 
三 1 : ファ イル シェ アリ ング コー ド が 無効 
2 : ファ イル が な い 
ー 3 : パス が な い 
4 : オー プン ファ イル が 多 過 ぎる 
5 : アク セス が 拒否 され た 
三 12 : ファ イル アク セス コー ド が 無効 


現在 の カレ ント ディ レク トリ また は 指定 され た ディ レク トリ 中 の 指定 され ね た ファ イル を 
オー プン し 、 以 降 の ファ イル 入出 力 コ ー ル で 使用 され る ファ イル ハン ドル を 返す 。 





INT 2jh 
AH=3Eh 


ファ イル の クロ ー ズ 








入力 BX= フ ァイル ハン ドル 
出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ = テ クリ ア 
エラ ー 終 了 : 


キャ リー フラ グ ニ テモ セット 
AX= エ ラー コー ド 
6 : ハン ドル が 無効 
指定 され た ファ イル ハン ドル で 以前 オー プン され た ファ イル を クロ ー ズ する 。 





EYFh ファ イル また は デバ イス の 読出 し 





入力 BX= ニ ファ イル ハン ドル 
ECX= 読 み 出す バイ ト 数 
DS:EDX テ データ を 読み 込む バッ ファ の ポイ ンタ 





出力 正常 終了 : 

キャ リー フラ グ = テ クリ ア 

EAX= 実 際 に 読み 込ま れ た バイ ト 数 

エラ ー 終 了 : 

キャ リー フラ グ ニ = セッ ト 

AX ニ エ ラ ー コ ー ド 
5 : アク セス が 拒否 され た 
三 6 : ハン ドル が 無効 


利 定 され た フェ ァイル ハン ドル で 、 既 に オー プン され た ファ イル また は デバ イス か ら デ ー 
タ を 読み 出す 。 頑 浪 出 し 中 に ファ イル の 終り に 達し た 場合 、 要 求 以 下 の デ ー タ (バイ ト 
数 ) が 返さ れる こと が ある 。 














INT 21h 
尋 =40h ファ イル また は デバ イス の 書込み 
入力 BX= ニ ファ イル ハン ドル 
BCX テ 書き込む バ イト 数 
DS:EDX= ニ 書き込み デー タ を 格納 する バッ ファ の ポイ ンタ 
出力 正常 終了 : 


キャ リー フラ グ ニ = テク リア 
EAX 三 実際 に 書き 込ま れ た バイ ト 数 
エラ ー 終 了 : 
キャ リー フラ グ = テ セッ ト 
AX ニニ エラ ー コ ー ド 
三 5: アク セス が 拒否 され た 
6 : ハン ドル が 無効 


指定 され た ファ イル ハン ドル で 、 以 前 に オー プン され た ファ イル また は デバ イス に デー 
タ を 書き 込む 。 フ ァイル の ある デバ イス が オー バフ ロー し た 場合 、 実 際 に 書き 込ま れ た デ 
ー タ が 要求 に 満た な いこ と が ある 。 











AH=41h ファ イル の 削除 
入力 DS:EDX= 未 尾 が ゼロ の ファ イル 名 の ポイ ンタ 
出力 成功 し た 場合 : 
キャ リー フラ グ = テ クリ ア 
失敗 し た 場合 : 


キャ リー フラ グ ニ セ ッ ト 
AX= ニ エラ ー コ ー ド 
ーー 2 : ファ イル が な い 
5 : アク セス が 拒否 され た 


指定 され た ファ イル が 削除 され る 。 


INT 21h 
AH=42h ファ イル の シー ク 


入力 AL= ニ オフセット の オリ ジン 
00h : オフ セッ ト が ファ イル の 始め か ら の 場合 
=Olh : オフ セッ ト が 現在 の ファ イル ポイ ンタ か とら の 場合 
02h : オフ セッ ト が ファ イル の 終り か ら の 場合 
BX= フ ァイル ハン ドル 
CX テオ フ セ ッ ト 値 の 上 位 ワ ー ド 
DX= テ オフセット 値 の 下位 ワー ド 





出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ = テ クリ ア 
DX 新しい ファ イル ポイ ンタ の 上 位 ワ ー ド 
AX 新しい ファ イル ポイ ンタ の 下位 ワー ド 
エラ ー 終 了 : 
キャ リー フラ グ ニ テ セ ッ ト 
AX= ニ エラ ー コ ー ド 
三 1 : 妃 内 の 原点 コー ド が 無効 
6 : ファ イル ハン ドル が 無効 


ファ イル 読出 し 書込み ポイ ンタ を 位置 づけ る 。 ダ プル ワー ド の オフ セッ ト が 設定 され 
る 。 








INT 21h 
AH=43h ファ イル 属性 の 入手 また は 設定 


入力 AL 三 00h : ファ イル 属性 を 入手 する 場合 
01h : ファ イル 届 性 を 設定 する 場合 
DS:EDX= テ 末尾 が ゼロ の ファ イル 名 の ポイ ンタ 
ファ イル 属性 を 設定 する 場合 : 
CX= 新 し い 居 人 性 
ビッ ト 0 = 読出 し 専用 
ビッ ト 1 = 隠し (hidden) 
ビッ ト 2 テシス テム 
ビッ ト 5 テア ー カ イプ 


出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ = テ クリ ア 
ファ イル 属性 を 入手 する 場合 : 
CX 三 属性 
エラ ー 終 了 : 
キャ リー フラ グ ニ テ セ ッ ト 
AX エラ ー コ ー ド 
三 1 : AL 内 の ファ ンク ショ ンコ ー ド が 無効 
2 : ファ イル が な い 
三 3 : パス が な い 
5 : 属性 を 変更 で き な い 


旨 定 され た ファ イル の 届 性 の 読出 し また は 変更 を 行う 。 


INT 21h 
AH=44h デバ イス 入出 力 の 制御 


入力 デバ イス 情報 を 入手 する 場合 : 
AL 三 00h 
BX= フ ァイル また は デバ イス ハン ドル 
デバ イス 情報 を 設定 する 場合 : 
AO01h 
BX= ニ ファ イル また は デバ イス ハン ドル 
DX= デ バイ ス 情 報 
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キャ ラク タデ バイ ス 制 御 チ ャ ネル か ら 読 み 出す 場合 : 
A 三 02h 
BX= デ バイ スハ ンド ル 
CX= 読 出し バイ ト 数 
DS:EDX= デ ー タ バッ ファ の ポイ ンタ 
キャ ラク タデ バイ ス 制 御 チ ャ ネル に 書き 込む 場合 : 
A 三 03h 
BX= デ バイ スハ ンド ル 
CX= 書 込み バイ ト 数 
DS:EDX= ニ デー タバ ッ フ ァ の ポイ ンタ 
プロ ッ ク デ バイ ス 制 御 チ ャ ネル か ら 読 み 出す 場合 : 
AL 三 04h 
BL ニ = デバ イス 番号 (0= デ フォ ルト 、1l=A: な ど ) 
CX= 読 出し バイ ト 数 
DS:EDX= ニ デー タバ ッ フ ァ の ポイ ンタ 
プロ ッ ク デ バイ ス 制 御 チ ャ ネル に 書き 込む 場合 : 
ん 05h 
BL ニ = ドラ イブ 番号 (0= デ フォ ルト 、1=A: な ど ) 
CX= 書 込み バイ ト 数 
DS:EDX= ニ デー タバ ッ フ ァ の ポイ ンタ 
入力 ステ ー タ ス を 入手 する 場合 : 
AL=06h 
BX= フ ァイル また は デバ イス ハン ドル 
出力 ステ ー タ ス を 入手 する 場合 : 
ん 07h 
BX= フ ァイル また は デバ イス ハン ドル 
プロ ッ ク デ バイ ス が 変更 可能 か どう か 調べ る 場合 : 
AL 三 08h 
B 包 テニ ドラ イブ 番号 (0= デ フォ ルト 、1=A: な ど ) 
ドラ イプ が ロー カル か リモ ー ト か を 調べ る 場合 : 
ん 09h 
BL= ニ ドラ イブ 番号 (0= デ フォ ルト 、1l=A: な ど ) 
ハン ドル が ロー カル か リモ ー ト か を 調べ る 場合 : 
AL= OAh 
BX= テ デバ イス ハン ドル 
共用 リト ライ カウ ト を 変更 する 場合 : 
AL=0Bh 
BX= テ デバ イス ハン ドル 
CX= 遅 延 ル ー プ の 数 
DX= テ リト ライ の 数 
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出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ ニ テク リア 
ファ ンク ショ ン 00h: 
DX= ニ デバ イス 情報 
ファ ンク ショ ン 02h-05h: 
AX 転送 され た バイ ト 数 
ファ ンク ショ ン 06h-07h: 
AL=00h (デバ イス が レデ ィ で な い ) 
デーFFh (デバ イス が レデ ィ で ある ) 
ファ ンク ショ ン 08h: 
AX 三 0 (取外し 可能 媒体 ) 
1 (固定 媒体 ) 
エラ ー 終 了 ょ : 
キャ リー フラ グ ニ テニ セ ッ ト 
AX ニー エラ ー コ ー ド 
三 1 : A 内 の ファ ンク ショ ン が 無効 な 
5 : アク セス が 拒否 され た 
三 6 : ハン ドル が 無効 
ー13 : デー タ が 無効 
三 15 : ドラ イプ 番号 が 無効 


この ファ ンク ショ ン は 、 デ バイ ス ド ラ イ バ パ ラメ ー タ を 入手 また は 変更 する 場合 に 使用 
され る 。 ファンクション 00h と 01h が 使用 する デバ イス 情報 ワ ー ド の 形式 は 、 キ ャ ラク タ 
デバ イス と プロ ッ ク デ バイ ス と で は 異な る 。 参考 文献 一 3 を 参照 の こと 。 











INT 21h 

=45h ハン ドル の 二重化 
入力 BX= テ ファ イル また は デバ イス ハン ドル 
出力 正常 終了 : 


キャ リー フラ グ テ ク リア 
AX 新しい ハン ドル 
エラ ー 終 了 : 
キャ リー フラ グ = テ セッ ト 
AX= ニ エラ ー コ ー ド 
4 : オー プン され て いる ファ イル が 多 過 ぎる 
三 6 : ハン ドル が 無効 


この ファ ンク ショ ン は 、 指 定 さ れ た ハン ドル と 同じ ファ イル また は デバ イス に 関連 する 
新しい ハン ドル を 作成 する 。 





AH=46h ハン ドル の 強制 的 な 二重化 





入力 BX= コ ピー する ハン ドル 
CX 新しい ハン ドル 





出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ = テ クリ ア 
エラ ー 終 了 : 
キャ リー フラ グ ニ = ニセ ッ ト 
AX ニ = エラ ー コ ー ド 
4 : オー プン され て いる ファ イル が 多 過 ぎる 
三 6 : ハン ドル が 無効 


新しい ハン ドル は 元 の ハン ドル と 同じ ファ イル また は デバ イス に 関連 する と 強制 的 に み 
な され る 。 新しい ハン ドル が オー プン され て いる ファ イル に 関連 する 場 今 、 ハ ンド ル を コ 
ピー 前 に ファ イル が クロ ー ズ され る 。 





AH=47h カレ ント ディ レク トリ の 入手 





入力 DL= ニ ドラ イブ 番号 (0= 省 略 時 、1=A: な ど ) 
DS:ESI= ニ ディレク トリ 名 を 格納 する 64 バ イト バッ ファ の ポイ ンタ 





出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ = テ クリ ア 
エラ ー 終 了 : 
キャ リー フラ グ = テ セッ ト 
AX ニテ エラ ー コ ー ド 
三 15 : ドラ イブ 番号 が 無効 
指定 され た ディ スク ドラ イブ の 現在 の カレ ント ディ レク トリ (末尾 が ゼロ の ) の 名 前 を 
返す 。 








セグ メン ト の 割当 て 





入力 EBX= 割 り 当 て る 4 KB メモ リ ペ ー ジ の 数 


出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ ニ = テク リア 
AX 王 割 り 当 て られ た セグ メン ト の セグ メン ト セ レク タ 
エラ ー 終 了 : 
キャ リー フラ グ ニ テ セ ッ ト 
AX ニテ エラ ー コ ー ド 
三 8 : メモ リ が 不足 し て いる か 、LDT が 最大 サイ ズ 
EBX= メ モリ の 使用 可能 な ペー ジ の 数 


ロー カル ディ スク リプ タテ ー プ ブル (LDT) の セグ メン トディ スク リプ タ を 割り 当て 、 セ グ 
メン ト 診 昭 用 の セグ メン ト セ レク タ を 返す 。 セ グ メ ント は 常に 、 書 き 込 み 可 能 な デー タ セ 
グ メ ント に 作成 され る 。 ゼ ロペ ー ジ の メモ リ 割 り 当 て は 可能 で ある 。 こ れ は プロ グラ ム 自 
身 の 婦 求 に 合う よう に 変更 可能 な LDT ディ スク リプ タ を 割り 当て る た めで ある 。 











セグ メン ト の 解放 
入力 ES== 解 放す る セグ メン ト の セグ メン ト セ レク タ 
出力 正常 終了 : 


キャ リー フラ グ ニ = ニク リア 

ES= 0000h( メル セグ メン ト セ レク タ ) 
エラ ー 終 耳 : 

キャ リー フラ グ ニ セ ッ ト 
EAXs エ ラー コー ド 

=9 : セグ メン ト セ レク タ が 無効 


指定 され た セグ メン ト を 解放 し 、 そ の セグ メン ト に 割り 当て られ た メモ リ ペ ー ジ の すべ 

て を 解放 する 。 セ グ メ ント は ロー カル ディ スク リプ タテ ー プ ブル (LDT) の 中 に な く て は な ら 
ず DO0S-Extender に よっ て 設定 され た ハー ド ワ イ ヤ ド な セグ メン ト で あっ て は な な い 。 (た 
だ し 、 元 の コー ド と デー タ セ グ メ ント を 除く ) 。 コ ー ド また は デー タ セ グ メ ント が 解放 さ 
れる 場合 、 プ ログ ラム は まず その スタ ッ ク を 別 の セグ メン ト に 移動 し て か ら 、 別 の セグ メ 
ント か ら 実 行 し て いな けれ ば な ら な い 。 そ うし な いと シス テム は 暴走 する 。 
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コー ド セ グ メン ト と デー タ セ グ メ ント は 別名 で あり 、 す べ て 同じ プロ グラ ム セ グ メン ト に 
ある と し て 処理 され 、 一 方 が 解放 され れ ば 、 両 方 の LDT ディ スク リプ タ が 解放 され る 。 





セグ メン ト の メモ リ 割 当て の 変更 








入力 ES= 変 更 す る セグ メン ト の セグ メン ト セ レク タ 
EBX= 新 し い セ グ メ ント サイ ズ (4 キロ バイ トペ ー ジ 単位 ) 





出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ = テ クリ ア 
エラ ー 終 了 : 
キャ リー フラ グ = テ セット 
EAXY= エ ラー コー ド 
ー 8 : メ モリ が 不足 し て いる 
9 : セグ メン ト セ レク タ が 無効 
EBX= 使 用 可能 な メモ リ の ペー ジ 数 


セグ メン ト に 割り 当て られ た メモ リサ イズ を 変更 し 、LDT 内 の セグ メン トリ ミッ ト を 変 
更 す る 。 セ グ メ ント は ロー カル ディ スク リプ タテ ー プ ブル (LDT) 内 に な けれ ば な ら ず 、 ま た 
DOS-Extender が 設定 する ハー ド ワ イ ヤ ド な セグ メン ト で あっ て は な ら な い (た だ し 、 元 の 
コー ド 、 デ ー タ お よび スタ ッ ク セ グ メ ント は 除く ) 。 

DOS-Extender は 新しい セグ メン トリ ミッ ト が 正しい こと を 確認 する た め に セグ メン トレ ジ 
スタ を 再 ロ ー ド する 。 

コー ド セ グ メン ト と デー タ セ グ メ ント は 別名 で あり 、 両 方 と も 同一 プア ログ ラム セグ メン 
ト に 属す る と みな され 、 一 方 が 変更 され れ ば 両方 の セグ メン トリ ミッ ト が LDT 内 で 変更 さ 
れる 。 

この ファ ンク ショ ン は プロ グラ ム に 不要 な メモ リ を 解放 し て 他 の プロ グラ ム が 使用 で き 
る よう に する 場合 に 役立つ 。 デ フォ ルト で は 、 マ シン 内 の すべ て の メモ リ が プロ グラ ム の 
ロー ド 時 に 割り 当て られ る 。 し た が っ て 、 正 し く 動 作 す る プロ グラ ム は 不要 な メモ リ を 初 

設定 時 に 解放 する 。 最 初 の プロ グラ ムサイ ズ に 関す る 情報 は 、PSP に ある 。 本文 第 3.3 
節 を 参照 の こと 。 

この ファ ンク ショ ン に よっ て セグ メン ト が 拡大 し た 場合 、LDT セグ メン トディ スク リプ 
タ 中 の セグ メン ト の リニア ベー ス ア ドレ ス が 変わ る こと が ある 。 こ の 副作用 は アプ リ ケ ー 
ショ ン に は わか ら な い 。 








INT 21h 
AlE4Bh プロ グラ ム の 実行 





入力 AL=00h (プロ グラ ム を ロー ド し 実行 する 場合 ) 
ー 他 の 値 は すべ て 無効 
ES:EBX ニ パラ メタ プロ ッ ク の ポイ ンタ 
DS:EDX= 未 尾 が ゼロ の プロ グラ ム フ ァ イル 名 の ポイ ンタ 


出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ = テ クリ ア 
レジ スタ は すべ て 変更 され な い 。 
エラ ー 終 了 : 
キャ リー フラ グ ニ = テ セ ッ ト 
EAX = ニ エラ ー コ ー ド 
三 1 : AL 内 の 関数 コー ド が 無効 
三 2 : ファ イル が な いか 、 パ ス が 無効 
三 5 : アク セス が 拒否 され た 
8 : プロ グラ ムロ ー ド 用 の メモ リ が 不足 
三 10 : 環境 が 無効 
11 : ファ イル 形式 が 無効 
他 の すべ て の レジ スタ は 変更 され な い 。 


この ファ ンク ショ ン は 他 の リア ルモード プロ グラ ム ま た は 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グ 
ラム を ロー ド し て 実行 する 場合 に 使用 され る 。 子 プロ グラ ム の ロー ド が で きる よう に 、 十 
分 な メモ リ を 確保 し な けれ ば な ら な い 。 本文 の 第 3.8 節 を 参照 の こと 。 

ES=EBX の 示す パラ メタ プロ ッ ク の 形式 を 以下 に 示す 。 

DWORD 環境 文字 列 の オフ セッ ト 


WORD 環境 文字 列 の セグ メン ト セ レク タ 
DWORD コマ ンド テー ル 文 字 列 の オフ セッ ト 
WORD コマ ンド テー ル 文 字 列 の セグ メン ト セ レク タ 


ヌル (ゼロ ) セグ メン トレ ジス タ が 環境 文字 列 用 の セグ メン ト セ レク タ と し て 渡さ れ た 
場合 、 親 プロ グラ ム の 環境 プロ ッ ク が コピ ー さ れ て 子 プ ログ ラム に 割り 当て られ る 。 これ 
以外 で は 環境 文字 列 は 末尾 ゼロ の 文字 列 で も あり 、 プ ロッ ク 全 体 は も う 一 つの ゼロ バイ ト で 
終わ る 。 

コマ ンド テー ル 文 字 列 は 、 カ ウン トバ イト と それ に 続く (キャ リッ ジリ ター ン 文 字 で 終 
る )ASCII 文 字 列 か ら 構 成 さ れる 。 カ ウン ト 値 に は 、 カ ウン トバ イト 自体 また は 終了 の た め 
の キャ リッ ジリ ター ン 文 字 は 含 れ ず 、ASCII 文字 列 中 の バイ ト 数 を 示す だ け で ある 。 





INT21ih 
AH=4ch プロ グラ ム の 終了 





入力 AL テリ ター ンコ ー ド 





出力 な し 


プロ グラ ム を 終了 し 、 制 御 を MS-D0S9 ま た は 親 プ ログ ラム に 戻す 。 プ ログ ラム の 終了 に 先 
立ち 、 す べ て の オー プン 済 の ファ イル が クロ ー ズ され ファ イル バッ ファ の 内 容 が ディ スク 


に 書き 出さ れる 。 





AH=4Dh 子 プ ログ ラム の リタ ー ン コー ド の 入手 


入力 AH 王 出 口 コ ー ド 
デ 00h( 通 常 の 出口 の 場合 ) 
三 O01h(CTRL/C を 使っ て 終了 し た 場合 ) 
三 02h( 重 大 デバ イス エラ ー の 発生 し た 場合 ) 
03h( 終 了 後 も 常駐 し た 場合 ) 
AL= 子 プロ グラ ム に よっ て 渡さ れ た リタ ー ン コー ド 





EXEC シ ステ ムコ ー ル (4Bh) が 正常 終了 し た 後 、 こ の 機能 を 使用 し て 子 プ ログ ラム の リ 
ター ンコ ー ド と 子 プ ログ ラム の 終了 の 状態 を 入手 で きる 。 


AH=4Eh 最初 に 一 致す る ファ イル の 探索 
as 
入力 CX= ニ ファ イル 属性 
DS:EDX= 末 尾 が ゼロ の ファ イル パス の ポイ ンタ 
1 デー 
出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ = テ クリ ア 
エラ ー 終 了 : 
キャ リー フラ グ = ニ セッ ト 
AX ニ = ニ エ ラ ー コ ー ド 
ーー 2 : パス が 無効 
三 18 : 一 致す る ディ レク トリ エン トリ が な い 
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ファ イル 名 が 一 致し 、 指 定 さ れ た ファ イル 属性 の サ プ セ ッ ト を 持つ 、 指 定 さ れ た ディ レ 
クト リ 内 の 最初 の ファ イル を 返す 。 フ ァイル パス の 名 前 部 に は '* "と "9 "の ワイ ルド カー 
ド 文 字 を 使用 で きる 。 結果 は プロ グラ ム の DTA バッ ファ に 以下 の 形式 で 格納 され る 。 


味 
















00h | 21 BYTEs| MS-DOS の リザ ー プ 
15h | BYTE ファ イル 届 人 性 
16h | WORD ファ イル 時 間 
18h | WORD ファ イル 日 付 






DWORD 
13 BYTEs 






ファ イル サイ ズ (単位 バイ ト ) 
末尾 が ゼロ の ファ イル 名 


INT21h 
AH=4Fh 次 に 一 致す る ファ イル の 探索 
入力 な し 
出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ ニ ク リア 
エラ ー 終 了 : 


キャ リー フラ グ ニ セ ッ ト 
AX ニ = エラ ー コ ー ド 
ー18 : 一 致す る ディ レク トリ エン トリ が な い 


この シス テム コー ル か が 実行 され る 場合 、 直 前 の シス テム コー ル : 4 Eh また は 4Fh の 結果 
が DTA バッ ファ に な けれ ば な ら な い 。DTA バッ ファ 内 の 結果 の 格納 形式 は 、 シ ステ ムコ ー 
ル 4 Eh で 述べ た 形式 と 同じ で ある 。 


INT21h 
AH=54h ベリ ファ イフ ラグ の 入手 
入力 な し 
出力 ALー00h( ベ リフ ァ イ フ ラグ が オフ の 場合 ) 


デ テ 01h( ベ リフ ァ イ フ ラグ が オン の 場合 ) 


ディ スク に 書き 込ま れ た デー タ を 自動 的 に ベリ ファ イ で きる よう に する の に 使用 され る 
シス テム フラ グ の 現在 の 状態 を 返す 。 
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INT21h 
AH=56h ファ イル の リネ ー ム 





入力 DS:EDX= テ 末尾 が ゼロ の カレ ント ファ イル 名 の ポイ ンタ 
ES:EDI= 未 尾 が ゼロ の 新しい ファ イル 名 の ポイ ンタ 





出力 正常 終了 : 

キャ リー フラ グ = テ クリ ア 
エラ ー 終 了 : 

キャ リー フラ グ = ニ セッ ト 
AX= ニ エラ ー コ ー ド 

2 : ファ イル が な い 

三 3 : パス 名 が な い 

5 : アク セス が 拒否 され た 

三 17 : デバ イス が 異な る 


ファ イル 名 を つけ 直し て 、 同 一 ディ スク の 別 デ ィ レ クト リ に その ファ イル 名 を 移す ( オ 


プシ ョ ン ) 


AH=57h ファ イル の 日 付 と 時 間 の 入手 また は 設定 
ーー ニー ニー ニーー ーーー ーー ニュ ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニニ ニー ニー ニー ニー ニュ ミー ニニ ニー ニニ ミー 
入力 BX= ニ ファ イル ハン ドル 
日 付 と 時 間 を 入手 する 場合 : 
AL=00h 
日 付 と 時 間 を 設定 する 場合 : 
AL=0Olh 
CX= 時 間 
DX= 日 付 
ーー ンー ニー ニー ニニ ーー ニー ニッ こ < ニー ニュ ニー ニー ニテ ャ ニニ ニー ニニ ーー < ュー 。 = 
出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ ニ = テ クリア 
日 付 と 時 間 を 入手 する 場合 : 
CX= 時 間 
DX= 日 付 
エエ ラー 終了: 
AX ニー エ ラー コー ド 
1 : 妃 内 の 関数 コー ド が 無効 
ー6 : ハン ドル が 無効 
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指定 され た ファ イル の 日 付 と 時 間 を 返す か また は 、 変 更 す る 。 返 され る デー タ の 形式 を 
以下 に 示す 。 
時 間 の デー タ の 形式 
ビッ ト 0 一 4 = 秒 (2 秒 に 1 づつ 増加 ) 
ビッ ト 5 10= 分 
ビッ ト 11 一 15 時 間 
日 付 の デー タ の 形式 
ビッ ト 0 一 4 三 日 
ビッ ト 5 一 8 月 
ビッ ト 9 一 15= 年 (1980 か ら の 年 ) 


INT21h 
AH=58h LCW メモ リ の 割当 て 方 式 の 入手 また は 設定 
入力 割り 当て 方 式 を 入手 する 場合 : 
AL 三 00h 
割り 当て 方 式 を 設定 する 場合 : 
AL=0Olh 
BX 王 方 式 コ ー ド 
0 : 下位 の プロ ッ ク か ら 検 索 し 、 最 初 に 見 つか っ た プロ ッ ク を 割り 
当て る 。 
三 1 : 利用 可能 な プロ ッ ク を 検索 し 、 必 要 最 小 の 利用 可能 プロ ッ ク を 
割り 当て る 。 
2 : 上 位 の プロ ッ ク か ら 検 索 し 、 最 初 に 見 つか っ た プロ ッ ク を 割り 
当て る 。 


出力 正常 終了 : 

キャ リー フラ グ ニ テク リア 
方 式 を 入手 する 場合 : 

AX 三方 式 コ ー ド 
エラ ー 終 了 : 

キャ リー フラ グ ニ テモ セット 

AX= ニ エラ ー コ ー ド 

三 1 : AL 内 の ファ ンク ショ ンコ ー ド が 無効 


この ファ ンク ショ ン は 、MS-DO0S の LOW メモ リ の 割り 当て 方 法 を 入手 また は 設定 する 。D0 
S-Extender シ ステ ムコ ー ル 25COh - 25C2h に よっ て 実行 され る メモ リ 割 当て は 、 こ の 影響 
を 受け る 。 こ の 割当 て 方 式 は 、INT2lth フ ァ ン クシ ョ ン 48h-4Ah で 実行 され る メモ リ 割 当 
て と は 関係 な い 。 
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INT21h 
AH=59h 拡張 エラ ー 情 報 の 入手 
入力 BX ニ 0 
出力 AX= 拡 張 エ ラー コー ド 
BH= エ ラー クラ ス 
BL 三 対処 方 法 


CH= エ ラー 発生 場所 
CL, DX, SI, DI, BP. DS. ES= 破 壊さ れる 


前 の MS-DOS V2.0 に 対し て 拡張 さ た エラ ー 情 報 を 返す 。 エ ラー コー ド に つい て は 、 参 考 
文献 一 3 を 参照 の こと 。 





INT21h 
AH=5Ah テン ポラ リフ ァイル の 作成 
入力 CX= テ ファ イル 怖 人 性 
DS:EDX= 未 尾 が ゼロ の パス 名 の ポイ ンタ 
出力 正常 終了 : 


キャ リー フラ グ = テ クリ ア 
AX= ニ ファ イル ハン ドル 
DS:EDX= ニ パス 名 の 後に 追加 され た ファ イル 名 
エラ ー 終 了 : 
キャ リー フラ グ ニ テ セ ッ ト 
AX= ニ エラー コー ド 
デー 3 : パス が な い 場 合 
5 : アク セス が 拒否 され た 場合 


旨 定 され た ディ レク トリ 中 に テン ポラ リフ ァイル を 作成 し 、 そ の ファ イル 名 を 返す 。D 
S:EDX の 示す バッ ファ は パス 名 の 後に 13 バ イト の 空白 が な けれ ば な ら な い 。 


INT21h 
財 =5Bh ファ イル の 作成 


入力 CX ニ フ ァ イル 必 性 
DS :EDX= 未 尾 が ゼロ の ファ イル 名 の ポイ ンタ 


出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ = テ クリ ア 
AX デフ ァイル ハン ドル 
エラ ー 終 了 : 

キャ リー フラ グ ニ テ セ ッ ト 

AX エラー コー ド 
ー 3 : パス が な い 
4 : オ ー プ ン フ ァイル が 多 過 ぎる 
三 5 : アク セス が 拒否 され た 場合 
三 80 : ファ イル が 既に 存在 する 


指定 され た ディ レク トリ また は カレ ント ディ レク トリ 中 に 指定 され た ファ イル を 作成 す 
る 。 


INT21h 
AH=5Ch ファ イル の ロッ ク 


入力 ALー00h( フ ァイル 領域 を ロッ ク す る 場合 ) 
ー01 (ファ イル 領域 を アン ロッ ク す る 場合 ) 
BX= フ ァイル ハン ドル 
CX= 領 域 オ フ セ ッ ト の 上 位 ワ ー ド 
DX= 領 域 オ フ セ ッ ト の 下位 ワー ド 
S1= 領 域 サ イズ の 上 位 ワ ー ド 
DI= 領 域 サイ ズ の 下位 ワー ド 


出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ = テ クリ ア 
エラ ー 終 了 : 
キャ リー フラ グ ニ = ニセ ッ ト 
AX テニ エ ラー コー ド 
三 1 : AL 内 の ファ ンク ショ ンコ ー ド が 無効 
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6 : ハン ドル が 無効 
三 33 : 領域 の 全部 また は 一 部 が 既に ロッ ク さ れ て いる 


この ファ ンク ショ ン は マル チタ スク 環境 か ネッ トワ ー ク 環境 で 、 フ ァイル 領域 を ロッ ク 
また は アン ロッ ク す る の に 使用 され る 。 ロ ッ ク す る 領域 の オフ セッ ト と 領域 サイ ズ は 、 と 
も に バイ ト 単 位 で 示さ れる 。 











INT21h 
AH=62h プロ グラ ム セ グ メン ト プ レ フィ クス の 入手 
入力 な し 
出力 BX= プ ログ ラム の セグ メン ト プ レ フィ クス の セグ メン ト セ レク タ 


プロ グラ ム の PSP を マッ ピン グ す る セグ メン ト の セレ クタ を 返す 。 





INT 22h 終了 ルー チン の アド レス 


この ファ ンク ショ ン は 、 リ アル モー ド の 割込み ベク タ で 、 終 了 ル ー チ ン の 了 7 ドレ ス を 得 
る 。 一般 に MS-D0S の も と で 実行 中 の プロ グラ ム を 終了 させ る 場合 は 、INT 21i: の ファ ンク 
ショ ン 4ch を コー ル す る 。 








INT 23h CRTL プ C ハ ンド ラ 





この 割込み は 、 リ アル モー ド で DO0S の ファ ンク ショ ン を コー ル す る 度 に 、 そ し て 、 キ ー 
ボー ド の 入力 バッ ファ に CRTL プ C キャ ラク タ が ある と き に MS-DO0S に より 起こ る 。 

プロ グラ ム で 、 リ アル モー ド の ハン ドラ (8386 1D0S-Extender シ ステ ム の ファ ンク ショ ン 
2505h) に よる 制御 か 、 ま た は プロ テク トモ ー ド の ハン ドラ (386 10D0S-Extemder シ ステ ム ) 
の ファ ンク ショ ン 2506h) に よる 制御 か の いずれ か に より この 割込み が 発生 する 。 
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INT 24h クリ ティ カル エラ ー ハ ンド ラ 





この 割込み は 、MS-DO0S の リア ルモード の ハン ドラ (386 | DOS-Extender シ ステ ム の ファ ン 
クシ ョ ン 2505h) に よる 制御 か 、 ま た は プロ テク トモ ー ド の ハン ドラ (386 1 D0S-Extender シ 
ステ ム の ファ ンク ショ ン 2506h) に よる 制御 か の いずれ か に より 発生 する 。 


INT 25h ディ スク の 絶対 モー ド で の 読込 み 


入力 AL= ドラ イブ 番号 (0=A:, 1=B:, な ど ) 
DOS 3.3 で 拡張 フォ ー マ ッ ト を 使用 する 場合 
CX=FFFFHh 
DS:FBX= コ ー ル パラ メー タ の ポイ ンタ 
32MB 以 下 の デ ィ ス ク で 標準 フォ キー マット を 使用 する 場合 
CX= 読 込む セク タ 番 号 
DX= 読 込み を 開始 する 論理 セク タ 番 号 
DS:EBX= デ ー タ を 読込 む バ ッ フ ァ の ポイ ンタ 


出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ = ク リア 
AX, BX, CX. DX SI, DI, BP= 破壊 され る 
エラ ー 終 了 : 
キャ リー フラ グ = セ ッ ト 
AX= エ ラー コー ド 
BX, CX, DX, SI, DI, BP= 破壊 され る 


この ファ ンク ショ ン は 、 答 理 デ ィ ス クセ クタ を 指定 し て デー タ を 読み 込む 場合 に 使用 する 。 
DO0S3.3 の も と で 拡張 フォ ー マ ッ ト を 指定 する と 、 そ の パラ メー タ は DS:EBX で 指定 され た 次 
の 情報 を 与え ます 。 

DWORD 開始 論理 セク タ 番 号 

WORD 読込 む セ クタ 番号 

DWORD 読込 む デ ー タ バッ ファ の オフ セッ ト 

WORD デー タバ ッ フ ァ の セグ メン ト セ レク タ 





INT26h ディ スク の 絶対 モー ド で の 書込み 





入力 AL= ドラ イブ 番号 (0= ニ A : 1 テ B : な ど ) 
DOS3.3 用 の 拡張 形式 を 使用 する 場合 : 
CX=FFFFh 


DS:EBX= コー ル パ ラ メー タ が 入っ た パケ ッ ト の ポイ ンタ 
32MB 未 満 の ディ スク パー ティ ショ ン 用 の 標準 形式 を 適用 する 場合 : 

CX= 書き 込む セク タ 数 

DX= 開始 論理 セク タ 番 号 

DS:EBX= 書き 込む デー タ が 入っ て いる バッ ファ の ポイ ンタ 





出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ = クリ ア 
AX. BX.CX. DX, S1, DI, BP= 破壊 され る 
エラ ー 終 了 : 
キャ リー フラ グ = セッ ト 
AX= エラ ー コ ー ド 
BX.CX. DX, SI1.Dl,.BP = 破壊 され る 


この 関数 は 、 デ ー タ を 論理 122 も 2? に 書き 込む 。DOS3.3 用 に 定義 され た 太宗 形式 が 使用 
され る 場合 、DS:EBX の 示す た 位 y ト に は 以下 の 情報 が 記憶 され る 。 
DWORD 開始 論理 セク タ 番 号 
WORD 災 き 込む セク タ 数 
DWORD 書き 込む データ が 入っ た デー タバ ッ フ ァ の オフ セッ ト 
WORD デー タバ ッ フ ァ の セグ メン ト セ レク タ 





INT27h 終了 後 の メ モリ 常 隊 プ ログ ラム 





386#7777 モ - ド の 終了 後 も 常駐 する 70724 は DOS-Extender に よっ て 詳 - ト され な い 。 この 関 
数 コー ル は 、 実 行 さ れる と 、D0S-Extender に よっ て INT21h 関 数 4 Ch2- ミ イト ュ - ル に 変換 され 
る 。 こ の と き 、 り 2-> コ - ド FFh が LZ22AL に ロー ド さ れる 。 





INT2Fh プリ ント スプ ー ラ 


ーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


INT2Fh コ ー ル は 、MS-D0S7 リ ッ ト 27-2 の す - ビ 2 を 要求 する 場合 に 使用 され る 。 











1NT2Fh 

刀 =00h イン スト ー ル 情報 の 入手 
入力 な し 
出力 正常 終了 : 


キャ リー フラ グ = テ クリ ア 

AL ニス テー タス 
00h( ス プー ラ が イン スト ー ル され て いな い 場 合 、 イ ンス トー ル 可 ) 
01h( ス プー ラ が イン スト ー ル され て いな い 場 合 、 イ ンス トー ル 不 

可 ) 

=FFh( ス プー ラ が イン スト ー ル され て いる 場合 ) 

エラ ー 終 了 : 

キャ リー フラ グ ニ = ニセ ッ ト 

AX ニテ エラ ー コ ー ド 


ガッ 727-2 の 化 A ト - ル 情報 を 返す 。 この コー ル は 、 他 の 7-5-》』 を 行う 前 に 、 ガ リッ ト 27-? の 有 
無 を 設 べ る の に 使用 する 必要 が ある 。 


INT2Fh 
A=01h ラ ァ イル の プリ ント 
入力 DS:EDX= 7 バイト パケ ッ ト の ポイ ンタ 
出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ = テ クリ ア 
エラ ー 終 了 : 


キャ リー フラ グ ニ = ニセ ッ ト 
AX ニ = エ ラー コー ド 


ガッ ト の た め の 待 ち 行列 に 入れ る の に 、77 信 を 27- ぅ に 投入 する 。 性 y ト は レベ ル お よび 7 リッ ト 
され る 7 爺 名 と 77 偽 尽 を 以下 の 形式 で 指定 する 。 


BYTE レベ ル 
DWORD 末尾 が ゼロ の ファ イル 名 文字 列 の オフ セッ ト 
WORD ファ イル 名 文字 列 の セグ メン ト セ レク タ 











AL=02h 待ち 行列 か ら の ファ イル の 削除 
入力 DS:EDX= 末 尾 が ゼロ の ファ イル 名 文字 列 の ポイ ンタ 
出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ テ ク リア 
エラ ー 終 了 : 


キャ リー フラ グ ニ テニ セ ッ ト 
AX ニ = ニ エ ラ ー コ ー ド 


指定 され た 77 條 を 力作 待ち 行列 か ら 削 除 す る 。'"* ま "と '? "の 9 信 ド か ド 文字 は 、77 侯 名 文 
字 列 中 に 使用 する こと が で きる 。 














INT2Fh 
AL=03h 全 フ ァイル の 取消 し 
入力 な し 
出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ テ ク リア 
エラ ー 終 耳 : 
キャ リー フラ グ ニ = ニセ ッ ト 
AX ニ = エラ ー コ ー ド 
現在 リッ ト 待 ち 行 列 に ある すべ て の 77 侯 を 取消 す 。 
INT2Fh 
AL=04h ステ ー タ ス 読 み 込み の 保留 
入力 な し 
出力 正常 終了 : 


キャ リー フラ グ ニ テク リア 
DX= エ ラー カウ ント 

DS:ESI1= ニ プリ ント 待ち 行列 の ポイ ンタ 
エラ ー 終 了 : 

キャ リー フラ グ ニ = ニセ ッ ト 
AX= エ ラー コー ド 
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ガッ ト 待 ち 行 列 中 の ジ ョ プ を 保留 し て 、 そ れ ら を 走査 で きる よう に する 。 他 の 77-2 コ ー ル を 
発行 する と 保留 が 解除 され る 。7 リ ッ ト 待ち 行列 は 、64 バ イト の 末尾 が ゼロ の 77 侯 名 文字 列 の 
配列 か ら 構 成 さ れる 。 最 初 の 剛 は 現在 ガット 中 の 77 化 で ある 。 待ち 行列 の 終り に は 、 最 初 の 
バイ ト に ゼロ を 持つ 欄 が ある 。 








INT2Fh 
過 =05h 保留 状態 の 終了 
入力 な し 
出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ テ = テク リア 
エラ ー 終 了 : 


ず ギャ リー ママ ゲー セット 
AX ニ = エラ ー コ ー ド 
関数 Qih に よっ て 保留 0 され た ガッ ト 待ち 行列 の ジョ プ を 解除 する 。 
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付 386 | DOS-Extender 
_ 角 は 『  、 ジス ーー コール ョ ー 


DOS-Extender シ ステ ムコ ー ル は 、AX レ ジス タ に ファ ンク ショ ンコ ー ド を 入れ て ソフ トウ 
ェ ア 制 込み 21h を 使用 し て 行わ れ ま す 。 こ れ ら の シス テム コー ル は 386 ネイ ティ プ モ ー ド で 
の み 実 行 で きま す 。 

INT 21h 割込み は MS-D0S9 シ ステ ムコ ー ル の た め に も 使用 され ます 。D0S-Extender シ ステ 
ムコ ー ル は 旭 レ ジス タ の 25h の 値 に よっ て 識別 され ます 。 リ アル モー ド で は 、 こ の 値 は 割 
込み ベク トル の 設定 の MS-D0S シ ステ ムコ ー ル で す 。386 ネイ ティ プ モ ー ド で は 割込み ベク 
トル を 操作 する いく つか の D0S-Extender シ ステ ムコ ー ル に 置 き 換 そえ られ ます 。 これから 説 
明 す る DO0S-Extender の シス テム コー ル の コー ド は AL レジ スタ で 受け 渡さ れ ま す 。 

すべ て の レジ スタ (結果 を 返す の に 使用 され る レジ スタ を 除く ) の 値 が DOS-Extender シ 
ステ ムコ ー ル の 前 後に わた っ て 保存 され ます 。D0S-Extender シ ステ ムコ ー ル は エラ ー 発 生 
時 に は プロ セッ サキ ャ リー フラ グ を セッ ト し 、 正 常 終了 時 は キャ リー フラ グダグダ を クリ ア し ま 
す 。 キャ リー フラ グ が セッ ト さ れ て 無効 な 値 が 返さ れ た 時 は 、EAX レジ スタ に "A5A5A5A5" 
を セッ ト し 他 の レジ スタ は 変更 され ませ ん 。 
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表 005-Extender シ ステ ムコ ー ル 一 覧 








95 
95 
2505h | リア ルモード 割込み ベク タ の 設 回 






リア ルモード プロ シ ジ ャ の 呼出 し (レジ スタ 指定 ) 
リア ルモード 割込み の 発行 (レジ スタ 指定 ) 
セグ メン トディ スク リプ タ の 別名 の 設 


386 ネイ ティ プ モ ー ド アド レス の MS-DO0S ア ドレ ス へ の 変換 
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機 能 概要 


セグ メン ト 必 性 の 変更 


25C0h |MS-D05 メ モリ プロ ッ ク の 割当 て 














MS-D0S メ モリ プロ ッ ク の 解放 





25C2h | MS-D0S5 メ モリ プロ ッ ク 割 当て の 変更 





INT21h 
AX=2501h DOS-Extender デ ー タ 構造 体 の リセ ッ ト 





入力 な し 





出力 キャ リー フラ グ ニ = テク リア 


リア ルモード と 386 ネイ ティ プ モ ー ド 間 の モー ド 切 換え 時 に 割り 当て られ た DO0S-Extend 
er デー タク 構造 体 が 解放 され る 。 こ の シス テム コー ル の 目的 は 1 レベ ル 以 上 エー ド 切 換え を 
し た 時 に プロ グラ ム が 自身 を 再 ス ター ト で きる よう に する こと で ある 。 
DOS-Extender は モー ド を 切換 える た びに プロ セッ サレ ジス タ を 保存 すう デー タ 構 造 体 を 
着 り 当て る 。 加 えて 、386 ネイ ティ プ モ ー ド か ら リ アル モー ド へ 切換 える 叶 に は 、 ス タッ 
ク メ モ リバ ッ フ ァ が リア ルモード の スタ ッ ク 用 に 割り 当て られ る 。 割り 当 < られ た デー タ 
構造 体 は 、 モ ー ド 切換 え 後 に 制御 権 を 糧 得 し た コー ド が 終了 する と 解放 され 、 そ の 結果 前 
の モー ド に 切換 えら れる 。 

アプ リケーション プロ グラ ム が 、 入 れ 子 に な っ た モー ド 切 換え を 一 つ ず つ 抜 け て 戻ら な 
いで 、 単 に 自身 の 再 ス ター ト を する だ け で あれ ば 、 割 り 当 て られ た DOS-Extender デ ー タ 構 
造 体 は 絶対 に 解放 され な い 。 そ の 結果 、D05-Extender は プロ グラ ム の 後 の 方 で デー タ 構造 
体 を 使い 果たす 可能 性 が ある 。 

典型 的 な 例 と し て は 、 リ アル モー ド で の WS-D0S 重 大 エラ ー 割 込み を 引き つぐ プロ グラ ム 
が ある 。 こ の プロ グラ ム は リア ルモード で 制御 権 を 欠 得 し た 時 、386 ネイ ティ プ モ ー ド に 
切換 えて 再 ス ター ト す る こと に する 。 再 スタ ー ト 処理 の 一 部 と し て 、 再 スタ ー ト ルー チン 
は 、 デ ー タ 構造 体 を 解放 する た め に この シス テム コー ル を 行う 必要 が ある 。 こ の シス テム 
コー ル を 行う 前 に 、 再 スタ ー ト ルー チン が アプ リケーション プロ グラ ム が 所 有する スタ ッ 
ク を セグ メン ト 内 に セッ ト ア ッ プ する こと が 重要 で ある 。 セットアップ を し な いと 、 ス タ 
ッ ク は 前 の モー ド 切 換え 時 に DO0S-Extender に よっ て 割り 当て られ た スタ ッ ク メ モリ バッ フ 
ァ 内 に ある か も し れ な い 。 い っ た ん シス テム コー ル が 実行 され る と 、 ス タッ ク バ ッ フ ァ は 
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再 使用 が 可能 に な る 。 こ れ は ハー ドウ ェ ア 割 込み が 、 同 一 スタ ッ ク バ ッ フ ァ を 再 割当 て さ 
せら れる こと を 意味 する 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


INT21h 
=2502h 386 ネイ ティ ブ モ ー ド 割込み ベク タ の 入手 





入力 CL= 入 手 す る 割込み の 番号 





出力 キャ リー フラ グ ニ = テク リア 
ES:EBX 三 386 ネイ ティ プ モ ー ド 割込み ハン ドラ ルー チン の アド レス 


この シス テム コー ル は 386 ネイ ティ プ モ ー ド 宙 込 み ベ クタ を 変更 する 前 に 、IDT( 割 込み 
ディ スク リプ タテ ー プ ブル) 内 の 386 ネイ ティ プ モ ー ド 割込み ベク トル を 退避 する た め に 使 
用 され る 。 こ れ に より 元 の ベク タ は 後 で 復元 きる 。 











INT21h 

A=2503h け ア ルモード 割 込み ベク タ の 入手 
入力 CL 三 入手 する 割込み の 番号 
出力 キャ リー フラ グ = テ クリ ア 


EBX ニー リア ルモード 割込み ハン ドラ ルー チン の アド レス 





リア ルモード の セグ メン ト : オフ セッ ト ア ドレ ス は 、EBX の 上 位 16 ビ ッ ト に セグ メン ト 
パラ グラ フ ア ド レス 、 下 位 16 ビ ッ ト に オフ セッ ト を 入れ て 返さ れる 。 こ の シス テム コー ル 
は リア ルモード 割込み ベク タ の オリ ジ ナ ル の 値 を 、 変 更 する 前 に 退避 する こと に 使用 され 
る 。 そ の 結果 最初 の ベク タ は プロ グラ ム の 終了 前 に 復元 で きる 。 








INT21h 
AX=2504h 386 ネイ ティ ブ モ ー ド 割込み ベク タ の 設定 





入力 CL= 設 定 する 割込み の 番号 
DS:EDX 三 386 ネイ ティ プ モ ー ド 割込み ハン ドラ の アド レス 
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出力 キャ リー フラ グ ニ テク リア 





386 ネイ ティ プ モ ー ド IDT 内 の 指定 され た 割込み 用 ベク タ は 、 指 定 さ れ た 割込み ハンド 
ラル ー チ ン を 指す よう に 設定 され る 。IDT ディ スク リプ タ エ ン トリ 中 の ディ スク リプ タタ 
イプ は 必ず “386 割込み ゲー ト “に 設定 され る 。 

















INT21h 

AX=2505h リア ルモード 割込み ベク タ の 設定 
入力 CL= 設 定 する 割込み の 番号 

EBX = ニ リ ア ルモード 割込み ハン ドラ の アド レス 

出力 キャ リー フラ グ = テ クリ ア 
MS-D05 メ モリ の 先頭 に ある リア ルモード 割込み テー ブル 中 の 指定 され た ベク タ が 、 指 定 
され た 割込み ハン ドラ ルー チン を 示す よう に 設定 され る 。 リ アル モー ド セ グ メン ト : オフ 
セッ ト ア ドレ ス は 、EBX の 上 位 16 ビ ッ ト に セグ メン ト の パラ グラ フ ア ド レス 之 、 下 位 16 ビ 
ッ ト に オフ セッ ト を 入れ て 渡さ れる 。 

INT21h 


AX=2506h 常に 386 ネイ ティ ブ モ ー ド て 制御 権 を 獲得 する た め の 割 込み 設定 





入力 CL= 設 定 する 割込み の 番号 
DS:EDX=386 ネイ ティ プ モ ー ド 割込み ヘ ペン ドラ の アド レス 





出力 キャ リー フラ グ ニ テク リア 


この ファ ンク ショ ン は 386 ネイ ティ プ モ ー ド また は リア ルモード で 割込み が 発生 し て も 、 
必ず 386 ネイ ティ ブ モ ー ド 割込み ハン ドラ か 制御 権 を 弄 得 する よう に 、 指 定 さ れ た 割込み 
を 引き つぐ 。 こ の ファ ンク ショ ン は 386 ネイ ティ ブ モ ー ド 割込み ディ スク リプ タテ ー ブ ル 
と リア ルモード 割込み ベク トル テー ブル の 両方 を 変更 する 。 し た が っ て 、386 ネイ ティ プ ブ 
モー ド と り ア ルモード 割込み の 両方 に 対す る 元 の 割込み 2 トル M は 、 こ の シス テム コー ル 実 行 
前 に 保存 し 、 プ ログ ラム 終了 前 に 人 復元 し な けれ ば な ら な い 。 

この シス テム コー ル は ハー ドウ ェ ア 割 込み を 引き つぐ 場合 か 、 リ アル モー ド か ら 386 ネ 
イ テ ィ プ モ ー ド へ の 切換 え に 使 われ る ソフ トウ ェ ア 割 込み を 設定 する 場合 に 役立つ 。 


96 


=2507h リア ルモード と 386 ネイ ティ ブ モ ー ド の 割込み ベク タ の 設定 





入力 CL= 設 定 する 割込み の 番号 
DS:EDX=386 ネイ ティ プ モ ー ド 割込み ハン ドラ の アド レス 
EBX = リア ルモード 割込み ハン ドラ の アド レス 


出力 キャ リー フラ グ = テ クリ ア 


この シス テム コー ル は シス テム コー ル : 2504h と 2505h が 行う 操作 を 組み 合わ せ て いる 。 
これ ら の シス テム コー ル と の 違い は 、 こ の ファ ンク ショ ン は リア ルモード と 386 ネイ ティ 
プ モ ー ド の 割込み ベク タ の 両方 を 一 括 し て 設定 する こと で ある 。 つ まり 、 両 方 の ベク タ が 
変更 され る まで 割込み は で き な い 。 こ れ は ハー ドウ ェ ア 割 込み に 対し て リア ルモード と 38 
6 ネイ ティ プ モ ー ド の 割込み ハン ドラ を 別々 に セッ ト す る 場合 な ど に 重要 な 機能 で ある 。 








INT21h 

AX=2508h セグ メン トリ ニア ベー ス ア ドレ ス の 入手 
入力 BX=t ダ ルト セレ クタ 
出力 正常 終了 ・ 


キャ リー フラ グ ニ テク リア 

ECX ニー セグメント の リニア ベー ス ア ドレ ス 
セグ メン ト セ レク タ が 無効 な 場合 : 

キャ リー フラ グ ニ = ニセ ッ ト 


指定 され た セグ メン ト の リニア ベー ス ア ドレ ス は GDT また は LDT の ディ スク リプ タ エ ン 
トリ か ら 取 出さ れ 、ECX に 格納 し て 返さ れる 。 








INT21h 

A=2509h リニア アド レス の 物理 アド レス へ の 変換 
入力 EBX 王 変換 する リニア アド レス 
出力 正常 終了 : 


キャ リー フラ グ = ニ クリ ア 
ECX = 物理 アド レス 
リニア アド レス が ペー ジテ ー プ ブル に マッ ピン グ さ れ て いな い 場 合 : 
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キャ リー フラ グ ニ = セット 


この ファ ンク ショ ン は リニア アド レス を 物理 アド レス に 変換 する 。 変換 され る リニア ア 
ドレ ス は セグ メン ト の リニア ベー ス ア ドレ ス を 入手 する た め に シス テム ファ ンク ショ ン : 
2508h を コー ル し 、 そ れ を セグ メン ト の 内 の 希望 する オフ セッ ト に 加算 する こと に よっ て 
得 ら れる 。 

この シス テム コー ル は リア ルモード と 386 ネイ ティ プ モ ー ド の 混在 プロ グラ ム 中 の リア 
ルモード コー ド の アド レス を 得る た め に 使用 し て は な ら な い 。 こ の 目的 に は ファ ンク ショ 
ン : 250Fh を 使用 する 必要 が ある 。 








INT21h 
AX=250Ah セグ メン ト の 終端 で の 物理 メモ リ の マッ ピン グ 
入力 ES = 変更 する セグ メン ト の LDT 内 の セグ メン ト セ レク タ 
FEBX= マ ッ ピ ング する メモ リ の 物理 ベー ス ア ドレ ス 。 4 KB の 倍数 で な けれ 
ば な ら な い 。 
ECX ニ マッピング す べき 4 KB 物理 メモ リ ペ ー ジ の 数 
出力 正常 終了 : 


キャ リー フラ グ ニ = ニク リア 
EAX ニ マ ッ ピ ング され た メモ リ の セグ メン ト 内 の オフ セッ ト 
エラ ー 終 了 : 
キャ リー フラ グ ニ テモ セ モット 
EAX ニー エラ ー コ ー ド 

ー 8 : ペー ジテ ー プ ブル 作成 用 メモ リ が 不 十分 

= 9 : セグ メン ト セ レク タ が 無効 


旨 定 され た セグ メン ト の リミット は マッ ピン グ さ れ た ペー ジ 数 だ け 増 や され 、 シ ステ ム 
ペー ジテ ー プ ブル は 指定 され た 物理 ペー ジ を マッ ピン グ す る よう に 設定 され る 。 メ モリ は 必 
ず セ グ メ ント の 終り に マッ ピン グ さ れる た め 、 マ ッ ピ ング され た メモ リ の 返さ れる オフ セ 
ッ ト は 必ず シス テム コー ル が 行わ れる 前 の セグ メン トリ ミッ ト 二 1 と 上 おなじ で ある 。 

この シス テム コー ル は 、 遂 常 セ グ メ ント を 設定 し て メモ リマ ッ プ ド ハ ー ド ウェ ア 装 置 に 
アク セス する た め に 使用 され る 。 通常 の 方 法 は ゼロ ペー ジ を 要求 する INT 21h ファ ンク シ 
ョ ン 48h コー ル す る こと に より 、 別 の LDT セグ メン トディ スク リプ タ を 割り 当て 、 次 に こ 
の ファ ンク ショ ン を コー ル し て 希望 する 物理 メモ リ に マッ ピン グ す る 方 法 で ある 。 こ の シ 
ステ ムコ ー ル は 既存 の セグ メン ト の 終り に メモ リ を マッ ピン グ す る の に も 使用 する こと が 
で きる 。 


INT2Ih ファ ンク ショ ン 49h( セ グ メ ント の 解放 ) また は INT21 ファ ンク ショ ン 4Ah( セ グ 
メン ト の メモ リ 割 当て の 変更 ) の シス テム コー ル は この ファ ンク ショ ン に より マッ ピン グ 
され た 物理 メモ リ を 持つ セグ メン ト 上 で 許さ れる こと に 注意 する こと 。 

割り 当て られ た メモ リ か マッ ピン グ さ れ た メモ リ を 既に 持っ て いる セグ メン ト に 対し て 
この コー ル を 行っ た 場合 、LDT セグ メン トディ スク リプ タ の セグ メン トリ ニア ベー ス ア ド 
レス が 変わ る こと が ある 。 こ の 副作用 は アプ リケーション プロ グラ ム に は み ら れ な い 。 





INT21h 
A=250Ch ハー ドウ ェ ア 割 込み ベク タ 入 手 





入力 な し 


出力 キャ リー フラ グ = テ クリ ア 
AIRQ0 一 IRQ7 ハ ー ド ウェ ア 割 込み の ベー ス 割 込み ベク タ 
AH 王 IRQ8 一 IRQ15 ハー ドウ ェ ア 割 込み の ベー ス 割 込み ベク タ 





この シス テム コー ル は ハー ドウ ェ ア 割 込み 発生 時 に 8259A 割込み コン トロ ー ラ に よっ て 
生成 され た 訓 込 み ベ クタ を 返す 。MS-DOS 下 で 実行 し て いる 場合 、IRQ8 一 IRQO15 の ベー ス 割 
込み ベッ は 、 常 に 割込み ベク タ 4Oh で あり 、IRQO 一 IRO7 の ベー ス 割 込み ベク タ は 割込み 
ベク タ :8nh で ある 。-HWIVEC コマ ンド スイ ッ チ は 割込み の 異な る プロ ッ ク を 選択 する と き 
に 使用 すぅ 。 


INT21h 

A:250Dh リア ルモード リン ク 情 報 の 入手 
入力 な し 
出力 キャ リー フラ グ = テ クリ ア 


EAX テリア ルモード か ら 386 ネイ ティ プ モ ー ド ルー チン を コー ル す る リア 
ルモード DOS-Extender プ ロ シ ジ ャ の アド レス 

EBX ニモ ー ド 間 コ ー ル デー タバ ッ フ ァ の 7 計 - ド アド レス 

ECX ニモ ー ド 間 コ ー ル デー タバ ッ フ ァ の サイ ズ (単位 : バイ ト ) 
ES:EDX= モ ー ド 間 コ ー ル デー タバ ッ フ ァ の 386 ネイ ティ プ モ ー ド アド レス 


この シス テム コー ル の 返す 情報 は 、 リ アル モー ド と 386 ネイ ティ プ モ ー ド の コー ド が 混 
在 す る プロ グラ ム に よっ て 使用 され る 。EAX と EBX で 返さ れる リア ルモード アド レス は 上 
位 16 ビ ッ ト の リア ルモード セグ メン ト ア ドレ ス と 下位 16 ビ ッ ト の セグ メン ト 内 オフ セッ ト 
か ら 構 成 さ れる 。 リ アル モー ド と 386 ネイ ティ プ モ ー ド の コー ド の 混在 に つい て は 第 8 章 
を 参照 の こと 。 





モー ド 間 コー ル デ ー タ バッ ファ の サイ ズ は 0 か ら 64KB (デフ ォ ル ト は 0 ) で あり 、-CAL 
LBUF コ マン ドラ イン スイ ッ チ で 設定 され る 。 こ の バッ ファ は LOW メモ リ に 割り 当て られ る 
こと が 保証 され 、 常 に DOS-Extender で 使わ れる こと は な く 、 ア プリ ケー ショ ンプ ログ ラム 
で 使用 され る 。 

アプ リケーション プロ グラ ム の リア ルモード コー ド は 、EAX で 返さ れる DOS-Extender の 
リア ルモード ルー チン を FAR コー ル す る こと に より 、 同 一 プロ グラ ム 内 の 386 ネイ ティ プ 
モー ド プ ロ シ ジ ャ を 呼び 出す こと が で きる 。 こ の 時 スタ ッ ク は 以下 の よう に 設定 され る 。 

SS:SP --> PWORD : 3860 ネイ ティ プ モ ー ド プロ シ ジ ャ の FAR アド レス 
DWORD : リア ルモード の パラ メタ プ ブロ ッ ク (後述 ) へ の FAR ポイ ンタ 
パラ メー タ : 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ シ ジ ャ に 渡さ れる パラ メー タ 

そし て 、D0S-Extender ル ー チ ン の FAR コー ル が 行わ れる 。386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ シ 
ジャ が 制御 を 受け 取る と 、 ス タッ ク は 次 の よう に な る 。 

SS:ESP --> QWORD :FAR プロ シン ジャ コー ル の リタ ー ン アド レス 

パラ メー クタ : 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ シ ジ ャ に 渡さ れる パラ メー タ 
386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ シ ジ ャ の 処理 が 終了 する と 、FAR リタ ー ン で 抜け る 。 

3986 ネイ ティ プ モ ー ド プロ シ ジ ャ が 制御 を 受け 取る 時 、 汎 用 レジ スタ と プロ セッ サフ ラ 
グ の 内 容 は 、 リ アル モー ド で D0S-Extender ル ー チ ン を 呼び 出し た 時 と 同じ 値 で も る 。 セ グ 
メン トレ ジス タ の 内 容 は DO0S-Extender ル ー チ ン に 渡さ れる パラ メー タプ ロッ ク に 依存 する 。 
パラ メー タプ ロッ ク ポ イン タ の セグ メン ト 部 分 に ゼロ の 値 が 渡さ れる と 、DS.ES,FS.GS レ 
ジス タ は 386 ネイ ティ ブ プ モ ー ド プロ グラ ム が 起動 する 時 と 同様 に オリ ジ ナ ル な 倍 が ロー ド 
され る 。 こ れ 以 外 で は 、 次 に 説明 する 形式 の パラ メー タプ ロッ ク の 値 が ロー ド さ 入 る 。 


意 味 










00h WORD | 386 ネイ ティ プ モ ー ド で の DS レジ スタ の 値 
02h WORD | 386 ネイ ティ プ モ ー ド で の ES レジ スタ の 値 
04h WORD | 386 ネイ ティ プ モ ー ド で の FS レ ジス タ の 値 
06h WORD | 386 ネイ ティ プ モ ー ド で の GS レジ スタ の 値 





386 ネイ ティ プ モ ー ド の スタ ッ ク は リア ルモード の スタ ッ ク と 同一 の メモ リ を 示す よう 
に 設定 され る 。 セ グ メ ント セレ クタ : 0060h (MS-DOS が 使用 する 先頭 の 1 MB を マッ プ ) が 
SS レジ スタ に ロー ド さ れる 。 

リア ルモード プロ シ ジ ャ が 再び 制御 を 受け 取っ た 時 、 す べ て の 汎用 レジ スタ と プロ セッ 
サフ ラグ の 内 容 は 、386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ シ ジ ャ が リタ ー ン 命令 を 実行 し た 時 と 同一 
の 値 で ある 。 ス タッ ク は DOS-Extender ル ー チ ン を 呼び 出し た 時 と 同じ 内 容 に 設定 され る 。 
た だ し 、 ス タッ ク 上 の パラ メー タプ ロッ ク へ の ポイ ンタ と 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ シ ジ 
ャ へ の ポイ ンタ は ゼロ に 設定 され る 。 オ リ ジ ナ ル の リア ルモード セグ メン トレ ジス タ の 値 
が 人 復元 され る 。 パ ラメ ー タ プロ ッ ク が DOS-Extender ル ー チ ン に 渡さ れ た 場合 は 、386 ネイ 
ティ プ モ ー ド プロ シ ジ ャ が リタ ー ン する 時 に セグ メン トレ ジス タ に 入っ て いた セグ メン ト 
セレ クタ は 、 パ ラメ ー タ プロ ッ ク 内 に 格納 され る 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ア ーー ヤー 


INT21h 
AG250Eh リア ルモード プロ シ ジ ャ の 呼出 し 
ニー ニー。 ーー ニー ニニ ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー シー ニー ニー ニーーー ーー ニーーー ーー ーー ニニ ーーーーーーー ーーーーーーーーー ーー - 


入力 EBX = 呼出 す リ アル モー ド プ ロ シ ジ ャ の アド レス 
ECX 三 386 ネイ ティ プ モ ー ド スタ ッ ク か ら リ アル モー ドス タッ ク へ ヘコ ピー 
する 4 バイ ト の DWORD の 数 





出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ = テ クリ ア 
セグ メン トレ ジス タ の 内 容 は すべ て 変更 され な い 。 す べ て の 汎用 レジ ス 
タ は 、 リ アル モー ド プ ロ シ ジ ャ に よっ て ロー ド さ れ た 値 を 持つ 。 
エラ ー 終 了 : 
キャ リー フラ グ ニ テニ セ ッ ト 
EAX ニ エ ラ ー コ ー ド 
1 : リア ルモード スタ ックス ペー ス が 了 不 十分 


この シス テム コー ル は 386 ネイ ティ プ モ ー ド か ら リ アル モー ド プ ロ シ ジ ャ を 呼び 出す の 
に 使用 され る 。EBX で 渡さ れる リア ルモード プロ シ ジ ャ の アド レス は 、 上 位 16 ビ ッ ト に リ 
アル モー ド の セグ メン ト パ ラ グラ フ ア ド レス 、 下 位 16 ビ ッ ト に セグ メン ト の オフ セッ ト が 
入る 。 リ アル モー ド の プロ シ ジ ャ が 制御 を 受け 取る 時 は 、 す べ て の 汎用 レジ スタ と プロ セ 
ッ サ フラ グ の 内 容 は シス テム コー ル が 実行 され た 時 と 同じ 値 を 持っ て いる 。 DS セグ メン ト 
レジ スタ は CS レジ スタ と 同じ 値 が ロー ド さ れ 、ES.FS,GS5 レ ジス タ の 値 は 保証 され な い 。S 
S:SP は DOS-Bxtender が 割り 当て た スタ ッ ク バ ッ フ ァ (デフ ォ ル ト は 0 バイト で 、-!STKS 
IZE コマ ンド ライ ンス イッ チ で 設定 可能 ) を 指す よう に 設定 され る 。 指定 され た 数 の パラ 
メー タ が リア ルモード スタ ッ ク に コピ ー さ れる 。 リ アル モー ドル ー チ ン が 制御 を 受け 取っ 
た 時 、 ス タッ ク は 以下 の よう 設定 さて いる 。 

SS:SP --> DWORD  : リ アル モー ド の FAR リタ ー ン アド レス 

パラ メー タ : リア ルモード の スタ ッ ク に コピ ー さ れ た パラ メー タ 

リア ルモード プロ シ ジ ャ が 処理 を 完了 する と 、FAR リタ ー ン を 実行 し て その 処理 を 終了 
する 。386 ネイ ティ プ モ ー ド ルー チン が 再び 制御 を 受け 取る と 、 す べ て の 汎用 レジ スタ と 
プロ セッ サフ ラグ の 値 は 、 リ アル モー ド プ ロ シ ジ ャ を 呼び 出し た 時 の 値 で も ある 。 た だ し 、 
キャ リー フラ グ (シス テム コー ル の リタ ー ン 情報 と し て 利用 ) は 除く 。 セ グ メ ント レジ ス 
タ は 386 ネイ ティ プ モ ー ド で の オリ ジ ナ ル な 値 に 復元 され る 。 
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INT21h 





AX=250Fh 386 ネイ ティ ブ モ ー ド アド レス の MS-DOS ア ドレ ス へ の 変換 
入力 ES:EBX 三 変換 する 386 ネイ ティ プ モ ー ド アド レス 
ECX = デー タ 長 (単位 : バイ ト ) 
出力 正常 終了 : 


キャ リー フラ グ ニ テク リア 
ECX =MS-DO0S ア ドレ ス 

エラ ー 終 了 : 

アド レス が MS-D05 パ ー テ ィ シ ョ ン に マッ ピン グ さ れ て いな い 場 合 : 
キャ リー フラ グ ニ テ セ ッ ト 


この ファ ンク ショ ン は 可能 な 場合 に 386 ネイ ティ プ モ ー ド アド レス を MS-DOS の LOW メモ 
リア ドレ ス に 変換 する 。 セ グ メ ント : オフ セッ ト ア ドレ ス は ECX で 返さ れる (上 位 16 ビ ッ 
ト に セグ メン トペ パラグラフ ア ドレ ス 、 下 位 16 ビ ッ ト に オフ セッ ト が それ ぞ れ 入る ) 。 
この ファ ンク ショ ン は 8 は 物理 メモ リア ドレ ス を 得る と いう より は 、 リ アル モー ド と 386 
ネイ ティ プ モ ー ド の コー ド が 混在 す る プロ グラ ム の リア ルモード の コー ド で 使用 する アド 
レス を 求め る た め に 使わ れる 。 

また 、 こ の シス テム コー ル は MS-D0S の LOW メモ リ 内 で 連続 で 、 そ し て LOW メモ リ に すべ 
て 納まっ て いる デー タバ ッ フ ァ や コー ド プ ロッ ク の 確認 に も 利用 で きる 。 ECX 中 の め 入 力 さ 
れ た 長 さ 値 が 0 より 大 きい 場合 は 、 こ の コー ル は 指定 され た 長 さ 全体 は 連続 て ふい か 、 ま 
た は LOW メモ リ に な い 時 に エラ ー を 返す 。 





INT21h 
AX=2510h リア ルモード プロ シ ジ ャ の 呼出 し (レジ スタ 指定 ) 
入力 EBX = 呼び 出す リア ルモード プロ シ ジ ャ の アド レス 
ECX =386 ネイ ティ プ モ ー ド か ら リ アル モー ド に コピ ー さ れる スタ ッ ク の 
ワー ド 数 
DS:EDX ニ パラ メー タプ ロッ ク へ の ポイ ンタ 
出力 正常 終了 : 


キャ リー フラ グ ニ テク リア 

すべ て の セグ メン トレ ジス タ は 変更 され な い 

EDX = 変更 な し 

他 の 汎用 レジ スタ は リア ルモード プロ シ ジ ャ の 設定 し た 値 が 入る 。 

プロ セッ サフ ラグ は キャ リー を 除き リア ルモード プロ シ ジ ャ の 終了 時 の 
値 と な る 。 


リア ルモード の レジ スタ の 値 は パラ メー タプ ロッ ク で 返さ れる 。 
エラ ー 終 了 : 
キャ リー フラ グ ニ テニ セ ッ ト 
EAX ニ エ ラ ー コ ー ド 
1 : リア ルモード スタ ックス ペー ス が 不 十分 





この ファ ンク ショ ン は 386 ネイ ティ プ モ ー ド か ら リ アル モー ド プ ロ シ ジ ャ を 呼び 出す シ 
ステ ムコ ー ル : 250Eh と 類似 し て いる 。 異な る 点 は 、 セ グ メ ント レジ スタ を 含む リア ル モ 
ー ド の すべ て の レジ スタ が 指定 され 、 そ し て 返さ れる こと で ある 。DS:EDX で ポイ ント され 
る パラ メー タプ ロッ ク は 以下 の 形式 で ある 。 

386 ネイ ティ プ モ ー ド の コー ド が 混在 する プロ グラ ム の リア ルモード の コー ド が 使用 する 。 
内 


容 












00h | WORD リア ルモード の DS の 値 
02h | WORD リア ルモード の ES の 値 
04h | WORD リア ルモード の FS の 値 
Q6h |WORD | リア ルモード の GS の 値 
0Q8h | DWORD | リア ルモード の BEAX の 値 
oOCh | DWORD | リア ルモード の EBX の 値 
ioh | DWORD | リア ルモード の ECX の 値 
idh | DWORD | リア ルモード の EDX の 値 


リア ルモード の プロ シ ジ ャ が 制御 を 受け 取る と 、 フ ァ ン クシ ョ ン : 250Eh と 同じ よう に 
スタ ッ ク が 設定 され る 。 パ ラメ ー タ プ ブロ ッ ク で 指定 され た 値 が 対応 する レジ スタ に ロー ド 
され る 。 そ の 他 の レジ スタ や プロ セッ サフ ラグ は この シス テム コー ル か 実行 され た 時 と 同 
じ 値 を 持つ 。 

386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ シ ジ ャ が コー ル 後 再び 制御 を 受け 取る と 、 オ リ ジ ナ ル の 386 
ネイ ティ プ モ ー ド セグ メン トレ ジス タ す べ て の 値 が 復元 され 、 オ リ ジ ナ ル の EDX (パラ メ 
ー タ プロ ッ ク の ポイ ンタ ) が 人 復元 され 、 キ ャ リー フラ グ を 除く プロ セッ サフ ラグ と その 他 
の 汎用 レジ スタ の 内 容 は 、 リ アル モー ド プ ロ シ ジ ャ に よっ て 設定 され た 値 を 持つ 。 パ ラメ 
ー タ プロ ッ ク は 、 リ アル モー ド プ ロジ シャ に よっ て セグ メン トレ ジス タ と EDX に 残さ れ た 
リア ルモード の 値 を 含み 、 そ し て リア ルモード の EFLAG の キャ リー フラ グ を 含む 全体 の 値 
は パラ メー タプ ロック の BEAX の 位置 に 置か れる 。 


INT21h 

AX=2511h リア ルモード 割込み の 発行 (レジ スタ 指定 ) 
入力 DS:EDX= ニ パラメータ プロ ッ ク へ の ポイ ンタ 
出力 正常 終了 : 





EDX は 変更 な し 

他 の 汎用 レジ スタ は リア ルモード 割込み ハン ドラ が 設定 し た 値 が 入る 。 
プロ セッ サフ ラグ は リア ルモード 割込み ハン ドラ の 設定 し た 値 が 入る 。 
リア ルモード レジ スタ の 値 は パラ メー タプ ロッ ク て で 返さ れる 。 


この シス テム コー ル は セグ メン トレ ジス タ を 含む すべ て の レジ スタ を 指定 し て リア ル モ 
ー ド 割込み の 発行 を 可能 に する 。DS:EDX で 示す パラ メー タプ ロッ ク の 形式 は 以下 の 通り で 
ある 。 


わ も ? ト | サイ ズ 














00h |WORD | 割込み 番号 
02h | WORD リア ルモード の DS の 値 
04h | WORD リア ルモード の ES の 値 






リア ルモード の FS の 値 
リア ルモード の GS の 値 
リア ルモード の BEAX の 値 
リア ルモード の BDX の 値 


WORD 
WORD 
DWORD 
DWORD 






06h 
08h 
0Ah 
OEh 







パラ メー タプ ロッ ク で 指定 され た 割込み は リア ルモード で 発行 され る 。 割 込み の 発行 前 
に 、 パ ラメ ー タ プロ ッ ク で 指定 され た レジ スタ の 値 が 対応 する レジ スタ に ロー ド さ れる 。 
他 の レジ スタ の 値 は 変更 され な い 。 

この シス テム コー ル の 処理 完了 後に 386 ネイ ティ プ モ ー ド ルー チン が 制御 を 再び 受け 取 
る と 386 ネイ ティ プ モ ー ド の 元 の セグ メン トレ ジス タ の 値 と EDX (パラ メー タプ ロッ ク ポ 
イン タ ) の 値 が 復元 され 、 他 の すべ て の 汎用 レジ スタ と プロ セッ サフ ラグ が リデル モー ド 
の 割込み ヘン ドラ で 設定 され た 値 と な る 。 パ ラメ ー タ プロ ッ ク の 値 は リア ルモード 割込み 
ハン ドラ で 設定 され た セグ メン トレ ジス タ や EDX の 値 が 設定 され る 。 

この シス テム コー ル は 他 の DO0S-Extender シ ステ ムコ ー ル の よう に キャ リー フラ グ に リタ 
ー ン 状態 を 返さ な いこ と に 注意 する こと 。 代 わり に リア ルモード の 割込み ハン ドラ が 設 
し た プロ セッ サフ ラグ の 値 を 返す 。 





デバ ッ グ の た め の プ ログ ラム の ロー ド 





入力 DS:EDX ニ プロ グラ ム 名 (ゼロ で 終了 する 文字 ) 
ES:EBX 三 パラ メー タプ ロッ ク の ポイ ンタ 
ECX = テ LDT バ ッ フ ァ の バイ ト サ イ ズ 





1 0 4 


キャ リー フラ グ ニ = テク リア 
EAX =LDT 内 の セグ メン トディ スク リプ タ の 番号 
エラ ー 終 了 : 

キャ リー フラ グ ニ テ セ ッ ト 

EAX デニ エラ ー コ ー ド 
2 : ファ イル が な いま た は パス が 無効 
5 : アク セス を 拒否 され た 
三 8 : メモ リ の 不足 
三 10 : 環境 が 無効 
三 11 : 無効 な ファ イル 形式 
=ー128:L DT が 小さ 過ぎ る 


この シス テム コー ル は デバ ッ ガ で 使わ れ 、 別 の プロ グラ ム を EXEC す る た め に 使用 し て は 
な ら な い 。 プ ログ ラム を メモ リ 中 に ロー ド し 、 呼 出し 側 の LDT バッ ファ 内 の セグ メン ト デ 
ィ ス クリ プ タ を 初期 化す る 。 こ の LDT は ロー ド し た プロ グラ ム 用 の LDT と する た め に デバ 
ッ ガ に よっ て 設定 され る 。ES:EBX が 示す パラ メー タプ ロッ ク の 形式 は 以下 の 通り で ある 。 


《 入 力 》 
わ tr ト | サイ ズ 









| DWORD | 環境 文字 列 の オフ セッ ト 


03:: :WORD | 環境 文字 列 の セグ メン ト 

Oo | DWORD | コマ ンド テー ル 文 字 列 の オフ セッ ト 

OAh !WORD | コマ ンド テー ル 文 字 列 の セグ メン ト 

OC 1DWORD | LDT バッ ファ の オフ セッ ト (サイ ズ は BCX で 指定 ) 
10 | WORD |LDT バッ ファ の セグ メン ト 
《 出 力 》 
れ ャ セッ ト 





WORD ロー ド さ れ た プロ グラ ム の PSP の リア ルモード パラ グラ フ ア ド レス 














14h | WORD | り 7 ル M/386% 全 7 モ - ド 737(0= り 7 ルモード 、1=386 ネ 人 テ (7 モ - ド ) 
16h | DWORD |EIP の 初期 値 

1Ah | WORD | CS の 初期 値 

1Ch | DWORD |ESP の 初期 値 

20h |WORD | SS の 初期 値 

22h |WORD | DS の 初期 値 

24h |WORD | BS の 初期 値 

26h |WORD |FS の 初期 値 

28h | WORD | GS の 初期 値 





環境 文字 列 の セグ メン ト セ レク タ が 0 の 場合 、 親 の 環境 を 受け 継ぐ 。 0 で な い 場 合 、 そ 
れ は 0 で 終わ る 文字 列 の 並び で あり 、 環 境 文 字 列 の 終り は さら に 0 の 文字 が 付く 。 コ マン 
ド テ ー ル 文字 列 は 設定 する 必要 が あり 、 最 初 の バイ ト は 文字 列 の 長 さ (それ 自身 と キャ リ 
ッ ジ リタ ー ン は 除く ) を 指定 する 。 文字 列 の 長 さ に 続く 文字 列 は キャ リッ ジリ ター ン で 終 
了 す る 。 

呼出 し 側 の LDT バッ ファ の 大 き さ は 少な く と も ECX で 指定 され た サイ ズ で な く て は な ら 
な い 。 言い 換え れ ば ぱ ば 、 ロ ー ド され る プロ グラ ム で 必要 と する だ け の 数 の セグ メン トディ ス 
クリ プ タ が LDT バッ ファ 内 で 初期 化 さ れる 。 最 小 限 8 個 の ディ スク リプ タ が 初期 化 さ れる 
( 表 3-1 参照 ) 。LDT バッ ファ 内 の 初期 化 さ れ な い デ ィ ス クリ プ タ は 0 と な る 。 シス テム 
コー ル の 復帰 時 、 パ ラメ ー タ プロ ッ ク の オフ セッ ト 12h か ら 上 の フィ ー ル ド は プロ グラ ム 
の 初期 状態 の 値 が 格納 され る 。 

プロ グラ ムロ ー ド 後 、MS-DOS の カレ ント PSP は 親 プ ログ ラム ( デバ ッ ガ ) の PSP の 値 で 
ある 。 子 プロ グラ ム 内 の PSP に ある CTRL/C、 重 大 エラ ー お よび 終了 ベク タ は 変更 され な い 
た め に 、 そ れ ら は MS-D0S5 を ポイ ント し て いる 。DO0S の DTA バッ ファ は 子 プ ログ ラム の PSP 
内 を ポイ ント する よう に 設定 され る が 、D0S-Extender は DTA バッ ファ を 使用 する 386 ネイ 
ティ プ モ ー ド シス テム コー ル で は それ 自身 の 内 部 バッ ファ を 使用 する た め 、386 ネイ ティ 
プ モ ー ド モー ド で は 何 の 効 果 は な い 。 

この シス テム コー ル は リア ルモード / 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム 両 方 の ロー ド に 
使用 で き 、 さ ら に DOS-Extender を 組み 込ん だ 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム の ロー ド に 
も 使用 で きる 。 プ ログ ラム の 動作 違い の 混乱 を 避け る た め に 、D0S-Extender と デバ ッ ガ の 
バー ジョ ン を 同一 に し て お く 必 要 が ある 。 
プロ グラ ム を ロー ド す る の に 十分 な メモ リ が な いと 、 こ の シス テム コー ル は エラ ー と な 
る 。 デ バッ ガ は メモ リ の 使用 方 法 を 制限 する -MAXDATA ス イッ チ で リン ク す る か 、 実 行 時 に 
メモ リ を 解放 する か を し な く て は な ら な い 。 リ アル モー ド プ ログ ラム を デバ ッ グ する 場合 
-MINREAL ま た は -MAXREAL ス イッ チ で LOW メモ リ を 十分 解放 する 必要 が ある 。 

子 プ ログ ラム は LDT を 使い 尽く す 可 能 性 も ある た め 、 デ バッ ガ は GDT を サー テ し て フリ 
ー の ディ スク リプ タ を 見 つけ 、 そ の コー ド 、 デ ー タ 、PSP 、 環 境 セ グ メ ント を GDT に 移動 
し 、 そ の セグ メン トレ ジス タ す べ て を 再 ロ ー ド する こと か 必要 で ある 。 一 度 こ の ステ ッ プ 
を 実行 すれ ば 、 デ バッ ガ は 子 プ ログ ラム 用 の LDT バッ ファ を ポイ ント する よう に GDT の セ 
グ メ ント :0028h と 0030h 用 の ディ スク リプ タ を 変更 する こと が で きる 。 デ バッ ガ 用 の セグ 
メン ト を CGDT に 移動 する まで 割込み を イン タ セ プ ト し て は な ら な いこ と に 注意 する こと 。 
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ーー ーーーーmーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー シ ーー シー シー シシ て プシ プシ て プシ て プシ て 


INT21h 
=2513h セグ メン トディ スク リプ タ の 別名 の 設定 





入力 BX 三 別名 を 指定 する ディ スク リプ タ (〈GDT で も LDT で も 良い ) の セグ メン 
ト セ レク タ 
CL= ニ アクセス 許可 バイ ト 
CH 三 USE タイ プ ビ ッ ト (USE16 ま た は USE32) 


出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ = テ クリ ア 
AX 三 別 名 の ゼ ク メ ント セレ クタ 
エラ ー 終 了 : 

キャ リー フラ グ ニ テ セ ッ ト 

EAX ニニ エラー コー ド 
8 : メモ リ が 不足 (LDT が すでに 最大 サイ ズ に な っ て いる 、 ま た 

は LDT 作成 用 の メモ リ が な い ) 

9 : BX の セグ メン ト セ レク タ が 無効 





この シス テム コー ル は 指定 し た セグ メン ト の 別名 を LDT 内 に 生成 する 。 生 成 さ れ た 別名 
の セグ メン ト に は 、 シ ステ ムコ ー ル の 呼出 し 側が 指定 し た アク セス 許可 バイ ト (ディ スク 
リプ タ の バイ ト 5 ) が 設定 され る 。 ア クセ ス 許 可 バ イト は セグ メン ト に 許可 され る アク セ 
ス と 居 に 、 そ の セグ メン ト に 許可 され る セグ メン ト の タイ プ を 指定 する 。 詳細 は 参考 文 
献 1 を 参照 。 呼 出し 側 は セグ メン ト の USE タイ プ ビ ッ ト (ディ スク リプ タ の バイ ト 6 の ビ 
ッ ト 6 ) を 指定 で きる 。 タ イプ は CH で 指定 され 、USE16 で は 00h を 指定 し 、USE32 で は 40 
h を 店 定 す る 。CH の ビッ ト 6 以外 の 値 は 無視 され る 。 

DOS-Extender は 別名 の 付け られ た セグ メン ト を 管理 し て いな いこ と に 注意 する こと 。 別 
名 を 持つ セグ メン ト が メモ リ に 追加 、 マ ッ ピ ング お よび 削除 され た りす る と 、 セ グ メ ント 
の 別名 用 の セグ メン トディ スク リプ タ は その 変化 を 反映 する よう に 更新 され な い 。 





INT21h 
AX=2514h セグ メン ト 属 性 の 変更 


入力 BX= 変 更 さ れる ディ スク リプ タ 〈GDT で も LDT で も 良い ) の セグ メン ト セ 
レク タ 
CL ニ 新しい アク セス 許可 バイ ト 
CH 新しい USE タイ プ ビ ッ ト (USE16 ま た は USE32) 


出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ ニ ク リア 
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エラ ー 終 了 : 
キャ リー フラ グ = ニ セッ ト 
EAX = エラ ー コ ー ド 
三 9 : BX の セレ クタ が 舞 効 


この シス テム コー ル は 指定 し た セグ メン ト の アク セス 許可 バイ ト と USE タイ プ ビ ッ ト を 
変更 する 。 セ グ メ ント ディ スク リプ タ 変 更 後 、 変 更 し た ディ スク リプ タ を 参照 する セグ メ 
ント レジ スタ が 新しい セグ メン ト 必 性 を 認識 出来 る よう に 、 す べ て の セグ メン トレ ジス タ 
に 値 を 再 ロ ー ド する 。 





INT21h 
AX=25COh MS-DOS メ モリ ブロ ッ ク の 割当 て 





入力 BX 三 割り 当て る MS-D0S5 メ モリ の パラ グラ フ 数 


出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ = テ クリ ア 
AX 三 割 り 当 て られ た メモ リプ ロッ ク の リア ルモード パラ グラ フ ア ド レス 
エラ ー 終 了 : 
キャ リー フラ グ = テ セッ ト 
AX= ニ エラ ー コ ー ド 
7 :MS-D0S メ モリ 制御 プロ ッ ク が 破壊 され た 
ー 8 : メモ リ が 不 十分 
BX= 使 用 可能 な メモ リプ ロッ ク の 最大 サイ ズ (単位 : パラ グラ フュ 
この ファ ンク ショ ン は リア ルモード で アク セス 可能 な メモ リ を 割り 当て る こと に 使 崩 で 
きる 。 そ の 最も 共通 的 な 利用 方 法 は 、 リ アル モー ド と 386 ネイ ティ プ モ ー ド の 混在 プロ グ 
ラム 用 で ある 。 
デフ ォ ル ト で は すべ て LOW メモ リ は DOS-Extender に よっ て アプ リケーション 用 に 使用 さ 
れる た め 、 こ の シス テム コー ル は エラ ー と な る 。 プ ログ ラム リン ク 時 また は DOS-Extender 
の 実行 時 に 、-MINREAL お よび -MAXREAL ス イッ チ を 指定 し て LOWE メ モリ を 確保 する 必要 が あ 
。 詳細 は 7.2.1 を 参照 の こと 。 





ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー uc っ ニン ーー 


INT21h 
A:=25C1h MS-DOS メ モリ ブロ ッ ク の 解放 





入力 CX= 解 放す る メモ リプ ロッ ク の リア ルモード パラ グラ フ ア ド レス 
出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ ニ テク リア 
EAX = 破壊 され る 
エラ ー 終 了 : 


キャ リー フラ グ ニ = ニセ ッ ト 

AX= ニ エラ ー コ ー ド 
7 :MS-DOS メ モリ 制御 プロ ッ ク が 破壊 され た 
ー 9 : CX 内 の メモ リプ ロッ クア ドレ ス が 無効 


ファ ンク ショ ン : 25COh で 以前 割り 当て られ た LOW メモ リプ ロッ ク を 解放 する 。 








INT21h 
A:25C2h iS-DOS メ モリ ブロ ッ ク 割 当て の 変更 
入力 BX= 新 た に 要求 され た プロ ッ ク サ イズ (単位 : パラ グラ フ ) 
CX= 変 更 す る メモ リプ ロッ ク の リア ルモード パラ グラ フ ア ド レス 
出力 正常 終了 : 
キャ リー フラ グ = テ クリ ア 
EAX = 破壊 され る 
エラ ー 終 了 ・ 
キャ リー フラ グ ニ = テ セ ッ ト 
AX ニ = ニ エ ラ ー コ ー ド 
7 :MS-DOS メ モリ 制御 プロ ッ ク が 破壊 され た 
三 8 : メモ リ が 不 十 分 
三 9 : CX 内 の メモ リプ ロッ クア ドレ ス が 無効 
BX= 使 用 可能 な メモ リプ ロッ ク の 最大 サイ ズ (単位 : パラ グラ フ ) 
ファ ンク ショ ン : 25COh で 、 以 前 割り 当て られ た LOW メモ リプ ロッ ク の サイ ズ の 変更 を 
行う 。 








平 > プロ セッ サ 例 外 





80386 プロ セッ サ は 、 プ ログ ラム エラ ー を 検出 する と 、 プ ロ セ ッ サ 例外 を 発生 させ る 。 
例外 発生 時 386 1005-Extender は 、 例 外 の 種類 と 発生 し た プロ グラ ム ア ド レス を 示す メッ 
セー ジ を 表示 し て 、 プ ログ ラム を 終了 させ る 。 終了 させ られ た プロ グラ ム は 、MINIBUG ま 
た は 3861DEBUGC デバ ッ ガ に よっ て デバ ッ ク し な けれ ば な ら な い 。 これら の デバ ッ ガ は 、 
例外 が 発生 する と 制御 権 を 欠 得 し 、 ユ ー ザ が メモ リ や レジ スタ を 調査 し 、 変 更 で きる よう 
に する 。 


80386 で 起こ り 得る プロ セッ サ 例 外 を 以下 に まとめ て 示す 。 さ ら に 詳し く は 、 リ ファ レ 
ンス 1 を 参照 され た い 。 


例外 名 割込み 番号 内 容 
Divide Error 0 DIV また は IDIV の 命令 を 使っ て 、 0 で 除算 し た 。 
Debug Exception 1 この 例外 は 、 デ バッ ガ に よっ て 使用 され る の で 、 ア プ 


リケーション レベ ル で は 絶対 に 発生 し な い 。 


One Byte Interrupt 3 この 例外 は 、one-bye INT3 命 信 に よっ て 発生 し 、 デ バ 
に シム ガ が 使用 する 。 
Overflow 4 この 例外 は 、INTO 命 信 の 実行 時 と オー バー フロ ー フ ラ 


グ の 設定 時 発生 する 。 


Array Bounds Check 5 この 例外 は 、BOUND 命令 の 実行 時 と 、 オ ペラ ンド が 指 
定 さ れ た リミット を 超え た 時 に 発生 する 。 


Invalid Opcode 6 違法 な 命 令 コー ド を 実行 し よう と し た 。 通常 、 デ ー タ 
の 真中 に ジャ ンプ する こと に よっ て 発生 する 。 
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例外 名 


Coprocessor Not 
Available 


Double Fault 
CoprOCeSSOT 


Segment Overrun 


Invalid TSS 


Segment 
Not Present 


Stack Fsglt 


General 
Protection Fault 


Page Fault 


CoprOCeSSOr 
Error 


割込み 番号 


13 


14 


内 容 


コ プ ロ セッ サ が な い 場 合 に 80287 また は 80387 の 命 合 
を エミ ュ レ ー ト する た め に 使用 され る 。 こ の 例外 は 、 
コ プ ロ セッ サ 命 令 が 用 いら れ 、CRO レジ スタ の EM ビ ッ 
ト が 設定 され る と 発生 する 。 


例外 の 処理 中 に 別 の 例外 が 発生 し た 。 


コ プ ロ セッ サ 命 令 オ ペラ ンド を 80287 また は 80387 コ 
プロ セッ サ に 転送 中 に ペー ジ ま た は セグ メン ト の 違反 
が 発生 も た 。 


タス ク 切 換え 中 に 無効 な タス ク 状 態 セ グ メ ント が 検出 
され た 。 386 1 DOS-Extender は タス ク 切 換え を 使用 し 
な い 。 


セグ メン トレ ジス タ に ロー ド さ れ て いる セグ メン ト セ 
レク タ 値 に よっ て 参照 され る LDT また は GDT 内 の セグ 
メン ト 記 述 子 が 不在 と 印 さ れ て いる 。 


SS セグ メン トレ ジス タ を 使用 する 命 合 が 、 ス タッ クセ 
グ メ ント の リミット を 超え た 。 通常 、 ス タッ クオ ー バ 
ー フ ロー が 原因 で ある 。 


セグ メン トリ ミッ ト 違 反 、 誤 まっ た セグ メン ト セ レク 
タ 値 、 セ グ メ ント セレ クタ の プロ テク ショ ン 設 定 違 反 
を 含む 種々 の 条件 に よっ て 発生 する こと が ある 。 


不在 マー ク の つい た ペー ジ を アク セス し よう と し た 、 
また は ペー ジテ ー プ ブル の 柚 の プロ テク ショ ン 設 定 に 違 
反し よう と し た 。 3861D0S-Extender 下 で は 、 通 常 、 
プロ グラ ム セ グ メン ト 内 の ヌル ポイ ンタ に よっ て 参照 
する こと が 原因 で ある 。 


PC/AT また は PS/2 と の 互換 機 で は 絶対 に 発生 し な い 。 
MS-D0S シ ステ ム で は 、 こ の 割込み は BI10S5 シ ステ ムコ ー 
ル と し て 使用 され る 。 
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386 | DOS-Extender 
ロ | ユー ザー ズ マ ニュ アル 
功 数 ・ 記 号 
BIOS シ ステ ムコ ー ル ーー ドド ドド ドド ドド ドド ーーー 19 
DOS-Extende 1EEEEEEEEEECEEPEEEEEEEEEFEPPEEEEEEEEEEPEEECEEEECPPEEEEEEPEEEEEEPEPPEEEE で SPP 1, 1 0, 1 8, 25 
DOS-Extender シ ステ ムコ ー ル 生生 の ae な 9: すき * み ざと の まる (な: な (よっ 2 の きき SS7SswW る 45 マ の の を 16 
EXEC シ ステ ムコ ー ル CK べ KC ま で うつ に に RE こい OCN た テア ルイ スコ Or た は た スン と まこ に に と トッ フー ピレン イラ コー テス る > る で s 33 
FWAIT 命 令 OCS イプ OCC を で 2 の トス 還る らき さ 3 き さら 85 は な 8 らき な きらら あこ に こら ee 15 
GDT ーー ドド 7, 26 
GDT セ グ メ ン ト 6912:2762 和 0@( 池 も お を (0: な DS 入る さる な は が 05 あめ る さる な は かさ さる な ご な 計 人 な る 写る の Go 27 
HIGH メ モリ ここ に に ネッ た だ と も に たこ した に な ON エミ ステ スス に これ に イナ ネ ス つ ママ つつ に に に て てこ 1 13, 28. 41, 42 
IDT 同人 が たと つこ に つて たと ジ アベ ゴ キッ ご つと こつ バイ ネッ ここ よそ て サ を を キキ ピア 20 
IN 命令 Et) 宙 108 ee 14 
1RET 命 令 人) の Ss5ol0 る CeeSCC2SR1e9 ばら 05 守る a あ お な e な な さち っ で る さだ さる ご な 22. 37 
IRETD 命 令 SS も きち なさ さら の むさ な る せき きき 人 信和 の SS さる GS な づら) だ だ ご と る Sg SS な SG な ぐる ーー 22 
EDT ドド 7 3 26 
LDT セ グ メ ント ーー ドー ドド ーーーーーーーー ERape さ eetsiS2RS オ ie 14 
LOW メ モリ ドニ ーー ドー ドド ドド ーー Ke る き 52w な Se 和合 4, 28, 40 
MS-DOS に よー て に 1 5 10 
MS-DOS シ ステ ムコ ー ル ーー ドー ドーー ド ーーーーーーーーー さらに た な か さだ な ぎの の Sg な 16 19 49 
OUT 命 令 SI る まる る 公 る る っ お の きっ こる に シコ ニテ ニニ ッッ ウキ で る 14 
PSP (7 人 SR な (9 10 
RAM デ ィ メグ ドラ イ バ 0): 43 
USE16 AKG を ちさ は 6 ば SHe を なさ や る SS: こさ cio や 5 くさ の る 72 は な こき なる S な な っ: らら 55 に なさ 15 
USE32 CC た か きま た KC つつ こと つつ こと アス ベス と スス た スー アス スマ ーー デル イズ ナド に て ギ チ アツシ ザ 15 
VRAM ーー ロー ドド ドド < トド トト < トト ド トド ド ト トト トト トト トー トト ニー トト ーー トト トト トト ニー ニャ トニ トト ニニ トニー ニニ ーーー ド ーー 14 
386 ネ イ テ ィ ブ モ ー ド ーー………ーー ER 1。12. 22. 35 
386 ネ イ テ ィ ブ モ ー ドコ ー ド ーー ドド ーー 30、 31 
386 ネ イ テ ィ ブ モ ー ド ハ ン ドラ ーー ドド ドド ーー ここ 38 
386 ネ イ テ ィ ブ モ ー ド プロ グラ ムー ーー ドド ーー 11 , 15. 39 
386 ネ イ テ ィ ブ モ ー ド ポ イ ンタ ーー ドド ドド ドド ドド トト ドド ドド ドー トー ドド 19 
386 | DOS-Extender ーー ドド ドー ドー ドー ドド ーーーーーーーー 1 
80386 こら コン な は ニュ ささ こ な で な っ で や :s なく ざ oo で や さる で の の むっ で ゃ る る で る で Se こる で ic: な 1. 14 
8086 ーーーーーーーーーーー Pr: ピ に で だ に F エ ここ に に に スモ スズ いい こう とっ 1 
ぁ 行 
アセ ン ブ ラ ーー 陸生! る 7 な "る 2 
アド レス ライ ン 20 mm た て てこ エト た てこ へ スマ アン ド た て KT スッ) こう 42 
アプ リケーション ーーー ドド ドド ドド ドド ドド ドド ドド トー トー トト トー トト ーー トレー トー トー ニー ニー トト ーーー トー ニーーーーー 4 
エラ ー メ ッ セ ー ジ の つく うつ つも ドス フ バエ うだ イー ご キキ ネイ に 45 
オブ ジェ クト コー ドー トド で ドド ドド < トト < トト トト トト トト トト < ニー トー トー トー ニー トー ニー トー ニー トト ーー ニー ニーーーーーーーー 2 
オブ ジェ クト ファ イル ーー ドド ドド ドー 2 
1 1 3 


カレ ント PSP ーー 34 
環境 ブサ ロック トド ーー ドー ドー に に に 11 
グロ ー バ ル テ デー ター ーー ドーーー 39 
グロ ー バ ルディ レン / 還 還 EECEESSSSSESGEEEEEEEEEEEEEEECEEEE ま は SE まま は また は まま 7 
グロ ー バ ルディ スク リプ タテ ー ブ ル ーー ドド oo 26 
コー ド セ グ メン トー に に に に に に 5 フロ 9, 31 
コ プ ロ セッ サ SPYS こ づる 2) 生 な な 92 か 5 誠二 cEeteieha の 20 15 
コマ ンド イン タプ ブリ ター ドー ーー ドド ドド に に に に に に に 11 
コマ ンド ライ シー に に に に に 44 
コマ ンド ライ シレ スミ イッ チー ーー に に 3 
=CALLBUFS ーー ドー ドー ドド ドー SBSoSea 5 
=EXTHIGH ーー に に 42 
-=EXTL0Wー ド ドー 42 
-ISTKSIZE ーー に 邊 ST 5 
-MAXDAA ーー ドド に に 12 
-MAXIBUE ーーーー ド に 19 
-MAXIBUF で ーー ドー ドド ーーー 5 
MAXREAL ーー ドー ドド ドド ドド ドド ーー ビーー 13 
=MAXREAL ーーー ドド ドド ドー た で アキ トト CGCR2GDO よ CPK 29 
-MAXREAL ーー 4 
MINDATA ニー ーーー ドド ーー ドー 12 
-MINIBUE ーー ドー ドド ーー 19 
-MINIBUE ーー に に に 5 
MINREAL ーー 5 13 
-MINREAL ーー ドーーー 2322ABRSNKSRRNC な る の 92 お ーー 29 
=MINREAL ドド ドド ドド < ドド < トー トト < トト 4 
=NISTACK べそ そこ OPT たこ E PC くつ の に 1LGCC に こい な OOCY い KC: いじ コト YOS 6 
SREAIL_RREAK Et も oo お ミーコ 2 る SSReSSS2YASGEGS る RE SSCTcseG2Ss ち 3 赤 。 39 
=REALBREAK ーー トド ドー ドー 3 こる SISS さ に te こ らら -。 5 
コマ ンド ライ ン パ ラメ ー タ ーー ドド ーー 50 の 026 和み C ーー 3 
シス テム コー ルー ドド ドド ーー SE 1 4, 12. 22. 40 
初期 化 ル ー チ ンー ドド ドド ドド に に に に に に に に に に ーー ビー デン ー 37 
初期 設定 ti ドド ドド 37, 40 
実行 可能 ファ イル ーーー ドド に に に に ーーー 。 2 
スタ クック セ グ メ ルド mh で SGS 31 
スタ ッ ク バ ッ フ ァ に チ テ っ 内 生やし マズ メイ て と その 6 
セグ メン テー ショ ン 機 で ーー ドド に に に に に に に に ーー ロン 25 
セグ メン ト セ レク ター ドド ドド ーー 7, 24. 25 
セグ メン ト セ レク タ 値 ーー ドー ドー ドー マート ーー ドド トー セー コー で ニニ 8 
セグ メン トレ ジス ター ドド ーーー 7. 19. 25 
トル ーー で Pa に 一 和 | は 細 粒 は に いつ ルッ と では そそ や わら つっ 2 に いた つこ に た: たと CI そこ と くつ トキ チミ 2 
ソフ トウ ェ ア 着 nn ドド に に に ピー 1 , 16, 18. 23. 37 
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タス ライ メー ジー ーー ドー ドド 30 
タス ク ゲ ー PE で よこ で は つよ よこ ELEKKCEECLLELSISELLLKLCEEECLEELLLLSLOLLAL 21 
デー タ 参 照 と そこ こと と と と と た ここ た と と いこい に に ここ こつ つこ こい と たよ て すこし こと たせ kr スエ バエ バド ミナ 32 
デー タ セ プッ メン トニ ーー ドド ドド ドド 9, 31 
デー タバ フタ クター ーー に ーー た に い に こつ 5. 19 
ディ スク キャ ッシュ ドラ イ バ な こち なさら ee ーー 43 
ディ スウ リプ ター ドー ーーー 『4 
デバ 20 
トラ ッ プ ゲー EEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEHETEECHSEHSEHHEHESCELEEEELLE は SI 21 
入出 力 ポ ー ト ここ ュー ニー ニャ ニー すでに しい に とこ たこ いい 14 
ハー ドウ ェ ア 入 出力 NT た エー を キヤ 李 た] て マタ: つい 14 
ハー ドウ ェ ア 割 込み ーー ドー RS と wi 18. 22 
汎用 レジ スタ ーーー ドー ピー cais eee 38 
バッ ファ サイ ズー ーー ドー こと に て ーー ナー ここ 5 
パラ グラ フフ 単位 ーーーーーーー 2 な 33 の S3SESSSSSES う SGS に Sc っ 4 
HEYEHHEEHEIRKEICEEEEEIHEIEEHE 5 
ファ イル 割 御 ブ ロッ クー ーー ドド に に に に に に に に に に に ドド に に に に ピー ピピ ーー ビデ 16 
ファ イル 170 コ ー ル ドー に に に に に に に に に に に に に に に ドド 16 
浮動 15 
物理 メモ リア ドレ スー EEEEEREEPEEEEPPEEEPCCEEEE FPP す で で で で ャ と ャ PP と と に トト に た に に に に に こし 25 
物理 メモ リー ジー ドー ドー 26 
プロ グラ ム セ グ メン トニ ーー ドド ーー sasic< さ = コ loSseaeioe - 9.11、12 
プロ グラム も グ ゲ メ ウッ ト プ レ フイ ックス ドー ンー や ヤヤ Pennpmvrtytrtcceeeeoeー 10 
プロ セ マサ 25 
プロ セッ サフ ラク ーー ドド ドド ドド ドド ーーーー 22888RSGG2 の Sp 22、38 
プロ セッ サフ ラグ ワー ドニ ーー ドー ドー に ーー - 14 
プロ セッ サポ 人 ーー ドー ドド ーー デー 18. 20. 21 
ペー ジテ デ テー ブイ ルト ee erikioeazcos seero 26 
ペー ジ デ ィ レ ラクト リー ーー ドー ドド 26 
ペー ジン グ ーー ドー あの SSRGEd つ SSR に E は こ コ 232 な 7 る た の 5 な の 26 
ペー ジン グ 機 能 ーー ドー ドー Sc の SE る も SOIComa こ ee ニー53m RfaSS 25 
マウ 23 
マウ ス ド ラ イド ーー ドド ドー ド ドド ドド ドド ドド ドド ーーー SeeeiisEESEsas 23 
マッ 33 
メモ リ り 管 理 ーー ドー に 25 
メモ リ 管 理 セ グ メ ント EEFEPPEEEEPEEPPEEPPPP だ PFPF ど だ PP に PPE て で で トド ドミ ミミ ミエ エエ エエ ミキ 1 26 
メモ リ 割 当 (2 人命 Ae 和 CS 人 あさ ae な 87eE1e 13 
モー ド 間 プロ シ ジ ャ コー ル と に に て と に に くく て に ここ た に とく て 35. 36、 39 
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リア ルモード ーー ドド ドド ドド ーー 12, 22. 35 
リア ルモード 関数 ーー 36 
リア ルモード コー ド ……… 上 RFI に し に GE て (は 7 ナイ だ に ご スス フ スナ て CK2 に に と アナ 30 
リア ルモード コー ドー ドー ドー ドー ドド ーーーーーー 31 
リア ル モ ー ド プ ロ グラ ムトー ドド ーー ドド ドド ーー 15, 39 
リア ル モ ー ド プ ロ シ ジ ャ = ば = さこ ご らら こさ ざ は 1 ば.) 人 (な な 55 な fes 基き: 基 Yet っ oftenShareiefefe'SP ら 33 た た 32 
リア ル モ ー ド ポ イン タ 円 エ カス つ に ドス うつ に に に て で で ここ いこ に スニ に に た だ さい つこ に こし! と に こさ スコ に に に に コー レス デン つこ (3 19 
リア ルモード メモ リー で ーーー ドー ドド ドド ドド (ーーーーーー 4 
リア ルモード レジ スタ 0 の おま Sb 人 人 誠 な 20 
リニア ア ドレ ス ae な な で きき 革 De 7 や YS: で ah な 25 
リプ タテ ー ブ ル 還 で た た た チミ チタ イス て に に たつ スス 2 つつ こ ここ つつ メート にこにこ ここ いこ ここ つつい に こと たと て こそ で 7 
リン カ FFPP ギ ギザ ギ ド と と チ ギ そ ぞ た で で と と キキ で で と ド ドド に し てい こし に に に さと と こし て と て と バエ アツ つつ に に て っ こつ に Kr た こと に に に し と たと と と と デ ャ た と と ピル で 7 32 
リン ク 時 ーー 2 
リン クマ ッ プ な あな に 5 ご な が Yo だ ie の 2 人 55 和 s 和 SS: 人 2 き SDCe す riGE 5 
ロー カル ディ スク リプ タタ テー ブル の 53 だ 03022efgmae<GY21a. 2 な be7SciSis な に さる の る で の e se など つら こ 5 ささ の 7 る な 7。 26 
害 込 み ゲ ー ト みる ちな か な So: 78e1aeiaTeD 天 吉光: 生生 SIeKSaEePTerg ag な: る Sai ささ 21 
書込み ディ スク リプ タテ ー ブ ル 0 な SG: の な る ちる マタ (なの er な 1 の だ は 8 お な る ig の Et な さま 20 
割込み の イ ンタ セプト 陸生 宇 た すそ で いい こし た に ここ こつ つつ に た どこ に に KO つ PL た つこ と に こと と エステ キャ ドド で 20 
割込み ハン ドラ 22 
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